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南殿ひまりは恋人ごっこでオトしたい







プロローグ








『たすけて』

　新記録樹立のために盛り上がり過ぎて、少し急ぎ足でゲームセンターから帰る最中だった。

　ひまりから突然送られてきたＲＨＩＮＥラインに、僕は考えるよりも先に全速力で走り出していた。

　ひまりの家に着き、合鍵を取り出す。上手く鍵を挿せない数秒を、十倍にも百倍にも感じながらドアを開ける。

　ほとんどつんのめるみたいに玄関へ飛び込み、そのまま靴を放り出してリビングへ。

「ひまり！」

　息を切らして駆け込んだ僕の目に飛び込んできたのは——

「た、達人たつひとぉ……助けてぇ……！」

　唸りを挙げてリビングを爆走するロボット掃除機と、ソイツから逃げようと涙目でソファの背もたれにしがみつく、ピンクのもこもこルームウェア姿の幼馴染だった。

「うっそだろお前……」

　ソイツの何をどうしたら、そんな全力で打ち返したエアホッケーみたいな勢いの暴れ方するんだよ……。

　おまけにカーペットはめくれてるし、マガジンラックもコート掛けもゴミ箱も全部ひっくり返ってるし。これみんな爆走中のソイツがやったの？　どう操作したら、ロボット掃除機からその馬力発生させられんの？

「見てないで助けなさいよぉ！」

「わかったわかった。ちょっと待ってろ」

　呆れて特大のため息をこぼす僕に、我が幼馴染が涙目で訴えてきた。

　仕方なくスマホで制御アプリを呼び出して、起動ボタンを長押し。しばらくそのままにしていると、僕の足元まで走ってきたロボット掃除機は、ものすごく不穏な「ブツッ！」という音を立てて停止した。これ、そのままホームベースに戻したくないな……。

　動かなくなったロボット掃除機をひとまずホームベースの隣へ置いて、ひまりに問いかける。

「ケガは？」

「んーん、全然」

「なら良かったよ。で、何したんだ？」

「スイッチ入れただけなんだけど。……ホントよ？　嘘じゃないわよ？」

「うっそだぁ……って言いたいとこだが、お前だしな」

　普通に洗濯機回しただけで煙を吐かせた前科持ちだ、説得力がある。いや、そんな説得力あってほしくないけど。

「今度からは勝手に触るなよ」

「ごめんなさい」

「わかればよろしい。……さて、と」

　荒れ放題になったリビングを見まわす。家具のひっくり返った惨状にくわえて、暴走ロボット掃除機が撒き散らしたらしきゴミの軌跡が床に刻まれていた。

「片付けるか」

　まあ、このくらいならすぐ済むだろ。







　パパっとリビングを元通りにした後、いつも通りに夕飯と後片付けを済ませた。

　食洗器をオンにしてリビングに戻ると、ひまりはいつの間にかソファにごろ寝してマンガを読んでいる。

　だらけた格好のくせに、写真集の一ページかってくらいサマになっていた。

　食洗器の音を背に、僕はひまりを上から覗きこんだ。

　こうして落ち着いて眺めてみると、人目を惹く整った容姿と、スラっとしつつも出るとこの出た抜群のスタイルがよくわかる。

　しかも着ているのは、ルームウェアと僕のおさがりのダボＴシャツ。そんなゆるゆるの恰好に身を包んでなお、憎たらしいくらいの美少女ぶりを発揮している。

　僕の視線に気付いたのか、美少女様が読みふけっていた少女マンガを閉じた。

　ぱっちりとしたツリ目が、背表紙越しに僕を見上げる。

「後片付け、ごくろーさま。ありがとね」

「食洗器終わったら、皿はしまっとけよ。……開けて、皿出して、閉める。これ以外のことは絶っ対にするなよ」

「わ、わかってるわよ……。あっ、そうだ」

　テーブルにマンガを置いて、ひまりが身体を起こす。さっきまでソファの上に無造作に広がっていた長い黒髪が、クセひとつついた様子もなく、ふわりとなびく。墨を筆でサッと走らせたみたいな、そんなキレイさがあった。前髪の桜の花飾りのヘアピンが、墨の上を漂う花びらみたいだ。

　そんなキレイな黒髪を翻して、ひまりはキッチンへ。何するつもりだ？

「食洗器はさっきつけたばっかりだぞ」

「さっきのお礼しなきゃと思って」

「さっきの？」

「ロボット掃除機のよ」

　そう答えながら冷蔵庫の一番デカい扉を開けるのが、オープンキッチン越しに目に入った。

「あれ、お肉しかない。ねーえ、アイスってどこだったかしら」

「冷凍室なら真ん中の段な。お前が今探してるの、たぶんそれパーシャル」

　食材を微凍結で保存してくれるナイスなヤツだが、さすがにアイスはそこに入れない。

「ちょっと待ってろ」

　万が一にも壊されるのが怖いから、代わりに冷凍室を開けにいく。

　しばらくガサゴソやっていたひまりが取り出したのは、ちょっとお高めなアイスだった。モナカみたいな、けどモナカっていうと何故か怒られそうなヤツ。味はチョコとキャラメル。

「達人のはこっちね」

　スッとキャラメルを差し出された。さすが幼馴染、好みがわかっていらっしゃる。

「どーも。にしても、なんだって勝手に触ったんだ？」

「ボタン押すだけなら、私でもイケるんじゃないかってふと思って、つい……」

「普通はイケるはずなんだけどな……」

　なんでだろうね？　特殊な磁場でも発生させてる？

　そんな話をしながら、二人してソファのところに戻る。

「それにしても、よ」

　ソファに腰を下ろしたひまりが、アイスの箱を開けながらふふんと笑った。

「高二になっても相変わらず世話焼きなんだから、ほんっとアンタって私のこと好きよね」

「幼馴染の生活力が心配なだけだが」

　機械音痴のくせに、オール電化な家に一人暮らしだから心配なんだよ。家電との相性悪すぎて、家事もさっぱりだし。

　するとひまりは、「わかってるんだから」とでも言いたげに僕を一瞥する。

「まーたそうやって、素直じゃないこと言うんだから。認めてもいいのよ？　可愛い幼馴染が大好きなんですーって」

「僕は最初っから素直なことしか言ってないよ」

　ため息を返して、ひまりの隣に座る。

　アイスをかじりながら、僕は横目にひまりを見た。

　そりゃまあ、ひまりは確かに可愛い。幼馴染の贔屓目をぶち抜く勢いの美少女だ。スタイルも抜群だし、成績も良くて運動も得意。機械音痴由来の生活力のなさを除けば、概ね魅力的な女の子なのは間違いない。

　けど、僕にとってのひまりはあくまで——

「ねえ、達人」

「どした？」

　桜のヘアピンを指先でいじりながら、振り向きもせずにひまりは言った。

「付き合ってよ」

「いいけど、何に？」

「だから、私と。私と付き合ってよ」

「何がだからな、ん……んんっ？」

　今なんかおかしくなかった？　疑問を口にする間もなく、ひまりがこっちを向かないまままくし立てる。

「毎朝毎晩世話焼きにくるくらい私のこと大好きなんだから、何も問題ないでしょ？　っていうか、こんなに美少女でスタイルも抜群なひまりさんと付き合わない選択肢なんてある？　ないわよね！　そもそもクラスの子たちからはもう付き合ってるようなもんだと思われてるし？　ちょっと関係に名前がつくだけだし？」

　そこでようやく、アイスをかじって一呼吸。そしてひまりはこっちを振り返って、満面の笑みで言った。




「だから、私と付き合ってよ。ね、達人？」




　付き合う。何に、ではなくて。ひまりと。……ひまりと、付き合う。それってつまり——

「って待て待て待てちょっと待て!?」

　半分裏返った僕の声が、南殿家のリビングに響いた。









第一章　彼女のごっこ遊び









　合鍵を使って、ひまりん家の玄関を開ける。

　中学上がってすぐの頃は、女子の家の合鍵を持ってることにさすがに少しそわそわした。が、今じゃもう慣れたもんだ。

　いつものように、静まりかえった薄暗い玄関が僕を迎える。

　パッと自動照明が灯る。

　明るくなったぶんだけ無人の空間が強調されて、余計寂しい感じがした。本当ならここに居なきゃいけないはずの人たちは、いつも居ない。

　リビングに通学カバンと二人分のお弁当を置いて二階へ。あがってすぐ右のドアをノック。

「ひまり、朝だぞ」

　……。

　反応なし。

「ひまりー」

　もう一度ノック。

　……無反応。

「おいこら起きろ」

　三度め、気持ち強めにノック。

　………………。

「入るぞ」

　声を張りつつ、カーテンの閉め切られた薄暗い部屋に踏み込む。

　すぐさま窓際に突進し、勢いよくカーテンを全開に。

　四月の暖かな陽の光が、ぬいぐるみや可愛らしい置物でいっぱいの部屋の中を満たした。

　窓を開け放つと、机の方からパラパラ音がする。机の上に置かれっぱなしのマンガが、吹き込んだ風で勝手にめくれていた。

「ん、んぅ……」

　ベッドの上、頭からかぶった布団の中で、まだもぞもぞしているひまりへ向き直る。

「朝だぞ。ほら起きろ」

　躊躇ちゅうちょなく布団を引っぺがす。頭からつま先まで、ベッドの下に掛け布団を落とす勢いで。

「んー……」

　抱き枕を抱えて横向きに丸まったひまりが、朝の光の下に顕わになる。

　桜色のパジャマに包まれた寝姿は、いつもと変わらず無防備だ。寝てる間に裾が乱れたのか、真っ白なお腹がチラ見えしていた。

　布団をお腹の辺りまで戻して、肩を小突く。

「起きろって」

　一度ぶるっと身体を震わせると、ひまりは億劫そうに目を開けた。

「くぁ、ぅ……もーあさぁ……？」

「そうだよ。ほら、早く起きろ」

「んん……」

　抱き枕を抱えたまま、ひまりがのろのろと起き上がる。結びもせずにストレートのまま寝ていたくせに、ご自慢の黒髪には寝ぐせひとつない。そんな櫛要らずにも思えるサラツヤは、朝の陽ざしを受けて光っているみたいだった。

「たつ人」

　寝ぼけたままの、微妙に舌ったらずでふにゃふにゃした声。

　ん、とひまりが右手を伸ばしてくる。

　何も言わずにその手を取った。白く細くて柔らかい手は、朝だけはいつも温かい。布団の中にこもった熱のせいかもしれない。

　ひまりは時々こうやって、僕と手を繋ぎたがる。小さな頃からの発作みたいなもので、本人曰く「ごっこ遊び」。

　何の、と聞いたことはない。

　ひとつ確かなのは、拒否するとひまりはすごく寂しそうな顔をするということだけ。

　小学校の三年だか四年だかの頃、恥ずかしくなってきて拒否したことが一度だけあった。その時にひまりの見せた、まるで世界に自分一人だけになったみたいな顔。それが見てられなくて、結局受け入れて今に至っている。

「んー……」

　左手も出してきて、僕の手を両手で思うさまぎゅむぎゅむするひまり。細い指先の感触が、少しくすぐったい。

　やがて満足したのか、ひまりは手を離した。

　今の今まで半目だった目が、パッチリと開く。

「起きたわ」

「そりゃ良かった。んじゃ僕、朝ごはん用意してくるから」

「はーい」

　ひまりの部屋を出て、一階のキッチンへ向かう。

「さって、今日は……あぁ、あったあった」

　この間、ひまりがどーしても食べたいっていうから作ったけど、それきりで余してしまったホットケーキミックス。

　二袋あるけど、ひまりならペロリだろう。あいつ、基本僕より食べるし。

「達人、今日の朝ご飯ー……パンケーキ？」

　パンケーキプレートがちょうど出来上がった頃、ひまりがキッチンに顔を出した。制服に着替えて、トレードマークの桜のヘアピンも装着済み。幼馴染ながら、眩しい美少女ぶりだ。

「あぁ。喜べ、六枚あるぞ」

「多くない？」

「昨日おにぎり四つ食べたヤツのセリフか、それ？」

「冗談よ。もちろん全部食べるわ」

「そうしてくれると助かるよ。どーぞ」

「いただきまーす！」

　パンケーキとベーコンに目玉焼き、トマトとベビーリーフのプレートを前に、ひまりが弾んだ声で手を合わせた。

　元気よくパンケーキに伸びたナイフとフォークが、ふと止まる。

　ひまりの視線は、僕の手元のマグカップを向いていた。コーヒー……はひまり飲めなかったな。

「どした？　カフェオレでも淹れるか？」

「そうじゃなくて。アンタのぶんは？」

「今朝は父さんが早くてさ。父さんの作るついでに、済ませてきた。弁当も」

「そうだったの？　おじ様もアンタも大変ね」

「父さんには今度直接言ってやってくれ。僕が労う十倍は喜ぶから」

「なによそれ」

　くすくすと笑いながら、ひまりはパンケーキにナイフを入れた。

　口に運んだ途端、顔がほころぶ。

「どう、美味い？」

　パンケーキをほおばったまま、ひまりはこくこくうなずいた。でかいリスみたいな様子に、僕も思わず口元が緩む。

　美味しそうに食べるから、作りがいがあるんだよな。

あっという間に三枚平らげたひまりが、食べる手を止めて僕を見る。

「ねぇ、達人」

「今度はどした？　付け合わせのおかわりでも要る？」

「あのね、えっと……」

　フォークの先が、つけあわせの上で微かにゆらゆら揺れる。ナイフを持ったままの右手が、前髪に——桜のヘアピンに触れる。

　何だろうと思う間に、揺れていたフォークがトマトに刺さった。

「ベーコンのおかわり、あるかしら？」

「……んなことかよ」

　本当は、もっと別に言いたいことがあったんじゃないかと思う。ひまりがヘアピンに触る時は、だいたい何か迷ったり悩んだりしてる時だ。

　結局ごまかしたってことは、言いにくいことなんだろう。いったんは、触れてやらないほうがいいかもしれない。そんなことを思いながら、僕は大げさに首を振る。

「もう塊のしかないからダメだ」

「ケチ」

　唇をとがらせるひまりは無視して、コーヒーを一口すすった。




　　　　　＊




「——くしゅっ」

　通学路の途中、ひまりが小さなくしゃみをした。

「花粉症？」

「やだ、怖いこと言わないでよ」

　すんと鼻をすすって、ものすごく嫌そうな顔でにらんでくる。

「おば様みたいになるのやーよ、私」

「母さんは特別激重なだけだから……」

「今年はどうなの？　例年よりは飛んでないって話だけど」

「いやもう、全然ダメだな。空気清浄機ぶんまわして、それでも朝はずっとずびずび言ってるよ。夜はちょっとマシになるみたいだが」

　そんな話をしているうちに、視界の右手側がフェンスになった。もうすぐ学校だ。

　その時、靴先になにかがコツンと当たる感触があった。

「うん？」

「どうかした？」

「いや、なんか足元に……」

　見ると、丸っこくデフォルメされたメカのキーホルダーが地面に転がっていた。丸みのせいか、なんとなく可愛く見える。

　誰かの落とし物だろうか。そう思って拾い上げた時、ひまりが声をあげるのを聞いた。

「来春こはる？」

「えっ、四季しき咲ざきさん？」

　ひまりの視線を追っかけると、小柄な女子が一人、植え込みに突っ込んでうずくまっていた。　

　小さな背中が、二つ結びの茶髪を揺らして振りかえる。

「ひまりちゃん。それに、染井くんも。おはようございます」

　穏やかに笑う四季咲さん。そんな彼女のカーディガンとふわふわしてそうな髪には、あちこち葉っぱが引っ付いている。

　ひまりは四季咲さんに駆け寄ると、せっせと葉っぱを払い除けた。

　二人の身長さのせいか、同級生のはずが先輩後輩みたいに見えてくる。

　……何処とは言わないけど二人とも大きいから、くっついてるとなんか凄いな。って、ダメだダメだ。

「おはようはいいけど、いったいどうしたのよ？　落とし物でもした？」

「実は、バックチャームを落としてしまって」

　そう言うと、四季咲さんは置いてあった通学カバンを胸に抱えた。すごいのがカバンでむにっとなる。だから見るなって僕！

「よいしょ」

　片腕でカバンを抱えたまま手を挙げると、袖からちょこんと指先が出た。そのまま何度か腕を小さく振って袖を落とすと、四季咲さんの小さな手の全体が、袖からにゅっと現れる。

　手を出したかったのなら、普通に袖まくれば……カバンを抱えながらじゃできないのか。いや、置けばよかったのでは？

「これなんですけど」

　四季咲さんが指差した先で、無のキーホルダーチェーンが揺れていた。チェーンが経年劣化で壊れたのかな。

「あぁ、あの丸っこいなんか……ロボット？」

「パワードスーツです、ひまりちゃん」

　今ちょっと食い気味だったな。それより、丸っこいパワードスーツってことは……。

「もしかして、これですか？」

　ついさっき拾ったキーホルダーを見せると、四季咲さんの瞳がパッと輝いた。

「そ、それです！　あたしのヴラタスキ式機甲服Ｖ３０００！」

　駆け寄ってきた四季咲さんが、僕の手ごと両手でキーホルダーを握る。

　ひまり以上のご立派の圧とぷにぷにした手の感触に、少しだけドキっとしてしまう。

　すると、ひまりが咳払いをひとつ。四季咲さんが、「あっ」と手を放して苦笑を浮かべた。

「あはは……。あたしってば、嬉しくてつい。ごめんね、ひまりちゃん？」

「べ……別に？　それより、見つかって良かったわね」

「ええ、本当に。染井くん、拾ってくれてありがとうございます」

「いえ、僕もたまたま見つけただけなんで。あっ、靴に当たった気がするんで、もしかしたら……」

「いえいえ、見つけてもらっただけでありがたいですから」

　僕の渡したバックチャーム本体を、四季咲さんはハンカチでくるんで大事そうにカバンの中にしまった。

　そのまま、揃って学校へ向かう。二人が並んで歩く後ろを、僕は二、三歩離れてついていった。

「そうだ来春、こないだ貸したマンガ、読んでくれた？」

「それがですね、最近忙しくて……。いったん返して、もう自分で買ってしまおうかなって」

　四季咲さんが小さくあくびをこぼして、恥ずかしそうに口元を覆った。

　四季咲さん、忙しいのか。もしかして作家業の方かな。ただでさえ学生と二足のわらじを履いてるんだから、そりゃあ大変だよな。四季咲さんの小説の一ファンとしては、この間の新刊の続きは一刻も早く読みたいけど。早くも新展開入りそうな引きだったし、続きが気になるんだよなあ……。まずい、思いだしたら読み返したくなってきた。

　そんなことを考えている間も、二人のやり取りが聞えてくる。

「もしかして、お仕事？」

「追い込み期間が、予定とズレてしまって。……そうだ、昨日の数学のノート見せてもらってもいいですか？　昨日もうとうとしてて、後半ちゃんとノート取れてなくて」

「お安い御用よ。でも、作家先生も大変ね。ただでさえ学生やってるのに」

「担当さんも気にしてくれてますし、兼業じゃあたしは楽な方ですよ。会社勤めしながらですとか、あたしにはできそうもないです」

　そして、不意に四季咲さんが振り返って言った。

「染井くんって、あたしが居ると無口になりません？」

「えっ？　い、いやあ……」

「幼馴染わたしの親友だからって、気軽に話すのはファンとしてよくないんですって。めんどくさいわよね」

　めんどくさいとは失礼な。

　いくら幼馴染と親友だからって、ファンやってる先生と気軽に話すのはズルだろ。ＳＮＳで応援のコメント送るのとは、わけが違うんだ。

「うーん。めんどくさいは言い過ぎだと思いますけど……」

　四季咲さんが困ったように笑う。

　そんな話をしているうちに、下駄箱に到着した。

「じゃね、達人」

「染井そめいくん、それじゃ」

「っす」

　そこで二人と別れ、自分のクラスへ向かう。僕らの教室は、二階の端同士だ。

「よう染井ぃ……。いい朝じゃねえかぁ……」

　自分の席にカバンを置いて早々、クラスメイトの東あずまに肩をつかまれた。うわ、熱い。

「全然いい朝じゃなさそうだが」

　血みどろで復讐しに来たヤツみたいな顔してない？　声も地の底から響くみたいに低いし。

「うるせえ、朝っぱらから両手に花のダチ見たらこうもなるわ！」

「待て。それ、僕のことか？」

「他に誰が居んだよ。南殿なでんどころか、四季咲とも一緒に登校しやが痛ってぇ！」

　肘鉄に怯んだ隙に、東の手をひっぺがす。

「四季咲さんとは、たまたま一緒になっただけだ。こっちはただの一ファンなんだぞ、両手に花なんて言ったら恐れ多いわ」

　よくつるんでるもう一人、荒川あらかわが大げさに肩をすくめた。

「同じ学校の同級生なんだからさー、そんな神経質にならなくてもよくない？」

「だからだよ。ファンとして適切な距離感を保つために、そのうえ幼馴染の親友って立場に甘えないように日々自制してるんだからな。ファンってのは、応援こそすれプライベートでむやみに接触するようなもんじゃないんだ……。それをお前らもひまりもさぁ……。このくらい、別にめんどくさくないだろ」

「いやー、考え過ぎで普通にめんどくさいと思うよ」

「えぇ……」

　……そんなにめんどくさいかな、僕。




　　　　　＊




　お昼休み。

「げっ」

　弁当箱を開けると、一口サイズのチキンチャップにニンジンときのこのマリネ、それにエビとブロッコリーの塩炒めが僕を見上げていた。二段ある弁当箱の、どっちもから。

　つまり、二段ともおかずになっていた。

「どしたー？　……ぷっ」

　顔より大きそうなパンをかじっていた荒川が、僕の弁当を見て小さく吹き出す。

「おかず倍盛じゃーん。ってか、片方多くない？」

「ダイエットでもすんのか？」

　曜日限定のカツサンドを頬張る東に、ため息を返す。お前ら食べるの早いよ。

「いや、普通にミスった。あと、おかず倍食べたらダイエットの意味ないだろ」

　誰がするんだよ、そんなゼロカロリーのコーラをがぶ飲みするみたいな。

「一理あるねー」

「けど、こういうのって気づかんもんなん？」

「ほとんど無意識でやってるから、逆に気づかないんだよ」

「あとで見返すとめちゃめちゃ誤字ってるのに、打ってる時は気づかないみたいなー？」

「まあそんな感じ。とりあえず、交換しに行ってくる」

　いったん閉じた弁当箱を手に、席を立つ。

　ちょうどその時、ひまりが教室に入ってきた。

「あっ、いた」

　そのまますたすた向かってきて、小脇に抱えていた弁当箱を突き出してくる。

「どっちもお米になってたわよ」

「ごめん、ミスった。お前のおかずはこっちな」

　お米とおかずを一段ずつ、量の多い方がひまりに行くように交換する。

「やっぱさ、色だけでも別のにしないか？　そっちのが間違わないし」

「やーよ。私はアンタとお揃いがいいの。じゃね」

　ひらっと手を振り、ひまりは自分のクラスへ戻っていく。

　その後ろ姿が見えなくなった頃、東がわざとらしさの塊みたいなため息をついた。

「『お揃いがいい♪』とか、俺も言われてぇよ……」

「そんなキャピっとしたアレじゃなかったが？」

「さっきみたいに普通な感じでぬるっと言われる方が、親密度高い気がするよねー」

「な。これで付き合ってないんだもんなぁ、こいつら」

　高校に入ってからどころか、中学の頃から、何度となく言われてきた言葉。

　言われるたびにそうしてきたように、首を横に振る。チキンチャップをかじりながら。

「あいつと僕は幼馴染だ、そういうんじゃない」

　幼馴染、の部分は特にはっきり言ったつもりだった。

　毎朝起こしに行って、弁当作って、夕飯も作りに行って。ただの幼馴染と言うには、僕らの距離は近すぎる。

　けど、そうなるだけの理由はある。付き合ってるとか好きとか、それ以外の理由が。

　家は隣同士で、付き合いは十年来。そのうえ、いつも仕事で居ないひまりの両親の代わりに、しょっちゅう僕ん家であいつの面倒を見ていた。

　つまり。

　ひまりと僕は、もうほとんど家族みたいなものだ。

　少なくとも、僕にとってはそうだ。……僕にとっては。

　いや、うちの両親にとってもだけど。そういえば中学の時なんか、母さんがひまりの三者面談出ようとして、さすがに止められたことがあったっけ。

「でもさー、こないだ手繋いでたってー？」

「はっ？」

「んぐっ!?」

　こ、米が喉につまっ。

　こらえてお茶で流し込む僕を、東がものすごい顔で見つめてきた。首を傾げて目を見開いた、ホラー映画のワンシーンにでも出てきそうな感じの顔で。まあ、パンくずだらけの口元のせいで全然怖くないんだけど。

「ちょっと詳しく聞かせてもらおうか？　おん？」

「ええい顔を寄せるな、暑苦しい。おい荒川、それっていつ、どこで誰が見たって？」

「こないだの放課後、っていうか夕方遅く？　野球部の友達の友達が帰り道で」

「友達の友達て」

　非実在友達だろ、それ……は？

　背中がぶわっとヤな汗をかく。

「あっごほえほっ」

「おい、大丈夫か？」

「命の危機を感じるタイプの咳だったねー」

「だ、大丈夫。ちょっとむせただけだ」

　……危なかった。声出かけたけど、咳でごまかせてよかった。……ごまかせたよな？

　あぁー……あれか？　あれだろうなぁ。うわ、マジか。あぁ……。

「ったく、見間違いだろ。ひまりとスーパー行ったりはするし、それがたまたまそう見えたんじゃないか？」

「二人でスーパーとかやっぱカップルじゃん……」

「だから、違うって」

　そう言いながら、実際のところはひとつだけ心当たりがあった。

　ついこの間、スーパーからの帰りに「ごっこ遊び」に付き合ったことがあった。

　外なのにしつこいし、周りに誰も居なさそうだったから付き合ったんだった……。

　外面だけは平静を保っていると、荒川がなんだかつまらなさそうに頬杖をついた。

「なんだー、そうなの？」

「……お前って、芸能人の熱愛報道とか好きなタイプ？」

「違うよー？　達人と南殿さんだから面白いんじゃーん」

「なお悪いが？」

　爽やかに言うなよ。

　けど、この話はとりあえずこれで終わりかな。

　背中のヤな汗のせいか、喉が渇いた気がした。




　　　　　＊




　——ＶＣ計画。それは、最強の兵器を作り出すための実験だった。

　棺のようなデバイスで電脳空間へと接続したパイロット達は、最強となるために戦い続ける。

　それはまるで、電子の蟲毒。

　パイロット達が頼れるものは己の技量と、自らの手でパーツを選んで組み上げた愛機のみ。敗れれば機体と運命を共にし、しかしそのたびに電脳空間上に再生される。彼らにとって、死は終わりではない。最強に至るための一つの過程でしかないのだ。

　仮初の死と再生を繰り返しながら、彼らは戦い続ける。

　棺の中の肉体が、繰り返す電脳上の死でいつか焼き切れるまで。

　あるいは最強の兵器として君臨し、帰還を認められるその日まで。

　この実験に果てはなく、故に帰る望みなど真実どこにもないとしても——

　——というストーリーが、このゲーム『バーサスコルブス』にはあるらしい。ソロ用モードですらろくに言及されないから、認知度はめちゃくちゃ低いけど。僕もついこの前まで知らなかったし。

　もちろんここはそんな物騒な電脳空間じゃない。ただの放課後のゲームセンターだ。

　電脳空間もとい筐きょう体たいの画面の中で、二機のロボットが激しく動きまわって火花を散らす。対戦相手は、向かいに座る荒川だ。

　荒川のロボが、ミサイルをばら撒きながら距離を取る。僕はブースターを噴かせると、回避と同時に一気に距離を詰めた。

「なんのー！」

　荒川のロボが、右腕の武器をパージ。そのぶん軽くなった機体が、後退スピードを上げる。

「まだ遅い！」

　荒川の機体はオーソドックスなカスタムの中量射撃機体で、僕の機体はカリッカリの軽量近接格闘機。武器一個ぶんの速度差なんて、誤差みたいなものだ。

　迎撃火力が減って、むしろこの方が楽まである。

「やっぱなーし！」

「拾わせるか！」

　荒川がパージした武器を回収しようとした隙に、ビームランスのチャージ攻撃。ヒットの硬直が入ったところに、すかさず残りの武器の一斉攻撃を絡めて一気に削り、ブースターからの蹴りでトドメを刺した。

　荒川のロボが爆散し、画面に「ＹＯＵ　ＷＩＮ」の表示。

　これで僕の二勝目。二本先取のマッチ形式だから、そのままマッチの勝敗表示に画面が切り替わった。

「ダメかー」

　向かいの筐体で、荒川が大げさに天井を仰いだ。

「パージは確かに速くなるけど、火力落ちるし。思いつきでやってもあんまり意味ないんだよな」

　パージ後パンチは連打できて硬直させる能力も高いんだけど、近接攻撃としてもリーチがハチャメチャに短いから、ぴったり張りつくくらいじゃないと活用できない。

「それもそうかー。もう一マッチやる？」

「ちょっと休憩させてくれ。手ぇ疲れてきた」

「はいよー」

　言いながら、荒川がゲーセンの入口の方へ目を向ける。

「そういえば、最近あの子来ないねー。ほら、達人によく懐いてる」

「あぁ、衣通そとおり？」

「そうそう、あの子」

「確か、こないだ試合があるって言ってたな。そっちで忙しいんじゃないか？」

「プロは大変だねー」

「だな、っと？」

「どしたー？」

「いや、ただのＲＨＩＮＥライン」

　ブブっと震えたスマホを確認する。ひまりから？　あいつがわざわざ自分から送ってくる時は、緊急事態か、さもなければ——

『はんばぐたべた』『たい』

　やっとの思いで覚えさせたメッセージを活用してて、僕は嬉しいよ——はぁ。

　ひき肉買わないとだ。

　スクショ下手くそ選手権優勝候補みたいな写真もセットで送られてきてるけど、こっちはただの操作ミスだろう。

　スタンプだけ返していると、ちょいちょいと荒川に肩をつつかれた。

「あっちの新作空いたみたいだよ。やってくー？」

「悪い、買い物行かないといけなくなった」

「そっか、じゃあまた明日ー」

「あぁ、じゃあな」

　出入口のところで、制服姿の女子とぶつかりそうになった。かすかな柑橘系の香りが、爽やかに鼻先をくすぐる。

「っと、ごめん。大丈夫か？」

「うん、ノアは大じょ——あっ、マイスター」

　髪を水色に染めた女子が、ヘッドホンを外して僕を見上げた。こないだサブスク解禁されたゲームのサウンドトラックの音漏れが、ゲーセンのＢＧＭに混ざって耳に届く。

　ついさっき荒川と話題にしたばかりの、衣通乃蒼のあがそこに居た。

　無表情ながらもシュッとした涼し気な顔立ちやスラっとしたスタイルは、視覚的にもごみごみしたゲーセンの中でもよく目立つ。その上プロでも活躍するゲーマーだから、来るだけでもある程度視線を集めてしまう。

　実際さっきからチラチラと視線を感じるのは、衣通がここに居るからだろう。

　そんな視線はまったく意に介していない様子で、衣通はこてんと首を傾かたむけて僕を見上げた。

「久しぶり」

「おう、久しぶり。試合はもういいのか？」

「昨日終わった。マイスター、配信見てない？」

「げっ、ごめん。昨日は課題が終わんなくてな……通知見落としてたかも」

　今朝早かったのもあるし、課題の後にチェックする時間もなかったんだよな。

「勝ったのか？」

「ん。大勝利」

　無表情のまま、衣通は顔の横に両手でピースサインを作った。そのまま指をくいくいやる様子は、クールな無表情に反してやたら可愛らしい。

「アーカイブ見て。ノア、キルレシオトップの大活躍」

「おぉ、凄いな！　忘れないうちに見とくよ」

　じゃあなと去ろうとした矢先、制服の裾をガッとつかまれた。見上げてくる無表情な瞳の奥に、『ＶＣ』の対戦開始時のエフェクトが見えた気がする。

「『ＶＣ』しよ、マイスター。今日こそ勝ちはノアがもらう」

　言うと思った。

　衣通は、ことあるごとに『ＶＣ』の勝負を挑んでくる。僕が唯一、こいつに勝ち越してるタイトルだからだ。まあ、他のゲームは僕が〇—一〇で負けるんだが。

　久々だし一マッチくらいやりたいところだが、あいにくと今日は無理だ。

「ごめん。今日はこれから買い物行くからさ」

「むぅ、それなら仕方ない。また今度やろ」

「あぁ、きっとな」

　どちらからともなく、僕らはコツンと拳を突き合わせた。




　　　　　＊




　今日も、そんないつも通りの一日のはずだった。

　夕飯後のリビングで、ひまりのあの言葉を聞くまでは。




　　　　　＊




　ひまりん家のリビングのソファで、僕は思わず叫んだまま固まっていた。




　——私と付き合ってよ。




　たった今のひまりの言葉が、頭の中でぐるぐる反響する。

　今、「付き合って」って言った？　僕の聞き間違いじゃなくて？　マジで言った？　買い物に付き合ってよの買い物抜きみたいなベタなやつじゃなくて、「私と」ってはっきり言った？

　こちらの戸惑いをよそに、当のひまりは僕を横目にアイスをかじっている。

「んー、おいし♪」

「……っと」

　困った。

　実に困った。

　本当に困った。

　僕にとって、ひまりは家族みたいな幼馴染だ。

　けど、ひまりにとってはそうじゃない、それだけじゃ済まない。

　それは、僕にもわかっている。

　けどそれは、刷り込みのようなものだと思う。両親が家に居なくて寂しい時、たまたま傍に居たのが僕だったから。

　だから、そんな状態のままでひまりと付き合うのは——

「……はぁ」

　不意に、ひまりが大きくため息をついた。アイスの最後の一口を食べると、軽く肩を揺らして笑う。

「なに悩んでんのよ。ガチなわけないでしょ？」

「えっ」

　そ、そうなの？

「ごっこよ、ごっこ。これもね」

「そ、そっか」

　びっっっっっくりした。いや、ごっこでもびっくりするけどね？

「でも、今までのとはちょっと違うわ」

　ひまりのほっそりした指先が、僕の胸をとんと叩く。

　ツリ目がちの目を細めて、ひまりはどこか挑発的な笑みを浮かべた。

「一学期が終わるまでに、アンタに私のことを好きだって認めさせてあげる。素直にならないアンタに、私からチャンスをあげようってこと」

「なんだそれ……」

　認める以前に、そもそも違うし。

　それに、ごっこで付き合ったらそれはそれでマズくないか？　ただ手を繋ぐだけ——って言い方もおかしいけど、それとはわけが違い過ぎる。

　どう答えたものか迷っていると、ひまりはかすかに頬を膨らませた。組んだ腕に胸が押し上げられる恰好になって、僕は少しだけ視線を泳がせる。

「じゃあ、来春にサイン頼んであげる」

「へっ、どういうこと？」

「アンタが一学期の終わりまで認めずにいられたら、来春にアンタ専用のサインお願いしてあげる。世界にたった一つきりの、アンタのためだけのサインよ？　欲しくない？」

　サイン!?　四季咲さんの!?　しかも世界に僕だけの、ってうわ欲しい。めちゃくちゃ欲しい……！　欲しい、が！　これってプライベートを利用したライン越えだろ!?　いやでも欲し、欲しい……。本棚に飾りたい……もしくはフィルムか何かに入れてデスクマットの下に……いや、でもさぁ！

　歯を食いしばって、欲求をぐっと飲みこむ。

「四季咲さんを勝手に巻き込むなよ。それに、そんなのズル……」

　待てよ。

　このごっこ遊びに乗って、僕が無事に認めないまま一学期を終えたとする。

　そしたら、ひまりの方だって気持ちに一区切りがつくかもしれない。そうすれば、もっとまっとうな形で——

「わかった」

　ひまりが目を瞬かせて、髪を撫でる。

「その気になったかしら？」

「あぁ、乗ってやる。うまくいかなくても、文句は言うなよ」

「ふふん、その前に認めさせてやるわ！」

　力強く宣言するひまりを横目に、僕は溶けかけになった自分のアイスを食べ進めた。

　大変なことになったけど、今まで手を繋ぐ程度だったんだ。ひまりだって、そんな大したことはしてこないだろう。










第二章　彼女の猛攻撃









　——なんて甘いことを考えていた昨日の僕を、今すぐ暴走お掃除ロボットに放り込んで始末してやりたい。

「……ひまりさん？」

　目を逸らしたまま問いかける。

　こうしてないと、右腕にあたる制服越しの感触から意識が逸らせない。

「何かしら？」

　ぐっと体を押し付けられた。

　同時に、右腕に触れる柔らかい感触が強まる。

「……わざわざ僕の顔を覗きこむ必要、ある？」

「アンタが目を逸らすからよ。で、何？」

「……なんで腕組んでんの」

「付き合ってるなら、このくらいおかしくない、でしょ？」

　視線を戻すと、ひまりは上目遣いにニヤリと笑っていた。

　少し傾げた首筋の、白くほっそりとしたラインが目に眩しい。

　シャンプーか、ボディソープか。密着しているせいで、今まではあまり意識したことのない甘い香りもする。

「ごっこ、だろ」

「やるからには手は抜かないけど？　それとも、もう認める気になった？」

「ならないよ。……学校近づいたら、離してくれよ」

「どうしてよ。誰も気にしないわよ、私たちが腕組んでたって」

「先生方に見られたら、さすがにめんどくさいだろ」

　うちは校則緩いし、不純異性交遊が云々みたいなこと言う先生もほぼいない。それでも、あまり堂々といちゃついてたら、さすがにお叱りのひとつも受けるだろう。

　それに、誰も気にしないってことはないと思うんだが……。

　とはいえ無理やり引きはがす気にもなれなくて、そのまま二人くっついて歩く。

「なあひまり、そろそろ校門だし離れた方が——」

「染井、南殿、おっすー」

「おはよ、東くん」

「げっ、東」

　今会うと一番めんどく騒ぎそうなヤツに会ってしまった。

「げってなんだよ、げって」

　顔をしかめた東が、僕とひまりを二度見する。けど、ほんの一瞬わけ知りげな目をしたきりだ。

「また教室でな」

　すたすたと校門に消えていく東を見送って、どこか勝ち誇った風にひまりが笑う。

「ほらね？」

「何がだよ」

「東くんですら気にしなかったでしょ？」

　ノーコメントで。

「……とりあえず、そろそろ離してくれよ」

「しょうがないわね」

　ひまりの腕が離れると、そこから先はいつも通りの朝だ。

　下駄箱でいつものように別れて、

「じゃあね、また放課後」

「……あぁ」

　訂正。

　柔らかく微笑んで手を振るひまりは、いつもの下駄箱にはない光景だった。

　朝の騒々しい教室の中、机にカバンをおいたところで東と目が合う。

「おっす、染井。さっきぶり」

「……おう」

「お前ら、ついにオープンになったんだな」

　一限目の科目を確認するくらい、サラっと言われた。

「ええ……」

「えっ、何その顔。どういう感情？」

「いや、ここぞとばかりにダル絡みしてくると思ってたから」

「ダチにひでぇ言い様だなぁ」

　事実でしょうが。お前、今までどれだけひまり絡みでダル絡みしたと思ってるんだよ。

「そりゃ、普段から擦ってはいたけどよ。いざくっついてるの見せつけられたら、あぁやっぱそうだったんだなとしかならねえって」

「なんだそれ……」

「なになに、どしたー」

　寝ぐせぼっさぼさの荒川が混ざりにくる。

「荒川、先にそれ直してきな？」

「あとでトイレ行ってくるよー。で、どしたの？」

「さっき、染井と南殿が腕組んで歩いてた。そんだけ」

「なんだー、そんだけ？」

「そんだけ!?」

　昨日は僕とひまりが手ぇ繋いでたかどうかの話を面白がってたくせに!?

「だって達人と南殿さんだしなー」

「えぇ……」

　別に、気にされたいわけじゃない。もちろん、騒がれたいわけでもない。

　けど、つい昨日まで冷やかしてたような二人に、当然のように受け入れられているのは複雑だった。

　そんな認識なのか。そうか……。

「染井くーん」

　朝っぱらから遠くに行きかけた心が、クラスメイトの声で呼び戻される。

　教室の入口近くの席から、普段絡みのない女子が呼んでいた。水上みなかみさんだったっけ。

「あぁ、ごめん。何？」

「南殿さんが呼んでるよ」

「わかった、ありがと」

　珍しいな。直接席に来ないなんて。

　廊下に出ると、ひまりがポニーテールにした髪を揺らして駆け寄ってきた。何で急にポニテなんだと思ったけど、そういえば、あいつのクラスは一限が体育だっけ。

「どうした？」

　何故かそっぽを向くひまり。

「ジャージの上、貸して」

「……貸して、って。洗濯して渡しといたよな？」

　そもそも、なんで僕の？ 

「いいから貸してよ」

「いや、自分のあるだろ」

「ない、忘れたわ」

「いやいやいや、ちゃんと」

「ないったらないの！　いいから貸しなさい！」

「えぇ……」

　なんでそんな頑ななんだ？

「……ダメ？」

　ここまでそっぽを向き続けていたひまりが、急に視線だけを僕へ向けた。不意の流し目に、胸のあたりがそわっとなる。

「っ、わかったよ」

　別に、流し目に屈したわけじゃない。このままだと埒が明かなさそうだし、仕方ないってだけだ。

　するとひまりが、パッと顔を輝かせる。なんでそんなに嬉しそうなんだよ。

「ほんと？」　

「あぁ。ちょっと待っててくれ」

　……洗濯した後まだ使ってないし、臭くないよな？

　ロッカーから目的の物をひっぱり出して、ひまりのもとへ戻る。

「ほら、ご所望の品だぞ」

「ありがと」

　僕の上ジャージをぎゅっと握り締めたひまりが、頬を緩ませポニテを翻す。

　小走りに教室へ戻っていく後ろ姿は、ポニテだけじゃなく足取りまで弾んで見えた。
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「更衣室いこーぜ」

　二限が終わるなり、東が僕と荒川へ声をかけてきた。

「次、体育だっけ。めんどくさいなー」

「今日何やるんだっけ。先週はバスケ——あっ」

　ロッカーを開けて思いだした。ジャージの上、ひまりに貸したままだ。なくてもいいっちゃいいんだが、半袖だけだと動いてない時ちょっと寒いんだよな、まだ。

「どうした染井？」

「先行っててくれ」

「？　おう、わかった」

　二人には先に行ってもらって、ひまりのクラスへ。

　出入り口で、ちょうど出てくるところだった女子とぶつかりそうになった。

「わっ」

「っと、ごめ……あっ、四季咲さん」

「もしかして、ひまりちゃんに用事ですか？」

「はい。あいつ、教室居ます？」

「居ますよ。なんか、様子が変ですけど……呼びましょうか？」

「や、そこまでは。自分で声かけるんで」

「そうですか。あっ、ひまりちゃんの席は一番後ろの列の真ん中ですよ」

「ども」

　四季咲さんの言っていた席で、確かにひまりらしき黒髪ロングが机に突っ伏していた。寝てるのかと思いきや、頭が小刻みに左右に揺れている。何だ？　なんか……悶えてる？

「……マーキング……これじゃ、汗くさ……」

　何かぶつぶつ言ってるけど、内容はよくわからない。

「ひまり？」

「っ！」

　声をかけた途端、スプリング搭載かって勢いでひまりが顔を上げた。

　その顔は、何故だかうっすらと赤い。

「な、なによ!?」

「なにって、ジャージだよ。持ってったままだろ？」

　うっすら赤かったひまりが、さらに真っ赤になった。ぼん、って音が聞こえそうなくらいに。

「ムリ」

「はぁ？」

「だから、ムリって言ってんの！」

「待て待て待て。なんでムリなんだよ」

　穴でも空けたかと聞くと、ひまりは顔を赤くしたまま窓の方を向いてしまった。

「そうじゃないの！　えっと……」

　小声で何か言ったみたいだったけど、周りの喧騒もあってよく聞こえなかった。……まあいいか。なくても問題はないんだし。

「言いにくいなら、別にいいよ。なきゃダメってもんでもないし」

「待って」

　自分のクラスへ戻ろうとした途端、ひまりに腕を掴まれた。赤い顔をしたまま、ほとんどにらむように見上げてくる。

「そこの廊下で待ってて」

「あ、あぁ……？」

　言われるがまま廊下で待っていると、ひまりが小走りに駆け寄ってきた。

　胸に抱えているのは、小さく丸めたジャージの上の方。

「代わりにこれ貸したげるから」

「貸すって、お前自分の忘れたって」

「いいから！」

　有無を言わさず押し付けると、ひまりはまた小走りに教室へ戻っていった。

　腕の中の上ジャージを見る。袖のところには、しっかりと「南殿」の二文字が刺繍されていた。

「……持ってるじゃん」

　なんで僕の借りてったんだ？

「……ま、いいか」

　更衣室へ行くと、他の男子連中はもうほとんど着替えた後みたいだった。

「僕もはよ行こ」

　ささっと体操服に着替えて、ジャージに袖を通す。

　汗臭さが漂う更衣室の中で、その瞬間だけ違う匂いがほのかにした。

　反射的にジャージを嗅いでしまって、それが何の匂いか理解する。

「……っ」

　途端、僕の顔は熱くなっていた。

　今朝、ひまりに腕を組まれた時の、あの匂い。

　ジャージ自体の洗剤とか柔軟剤とかとは違う、シャンプーとかボディソープとか……とにかく、ひまりの匂いだった。

「……」

　ジャージをロッカーに投げ込んで、半袖のまま体育館へ向かう。

「おー、達人きた達人」

「遅かったな、ギリギリだぜ？　……ってかお前、何か顔赤くない？　風邪引いたか？」

「更衣室まで走ってったから」

「っていうかさー、ジャージなしだとまだ寒くない？」

「熱いくらいだからいい」

　体育の授業中、顔のあたりだけはずっと熱いままだった。
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　ホームルームが終わり、教室が一気に騒々しくなる。

　早くも帰り支度を整えた荒川が、声をかけてきた。

「今日もゲーセン行くー？」

「そうだな……」

　昨日は対戦してやれなかったし、今日は久々に衣通と一戦構えるのもアリか。いちいち連絡取りあってるわけじゃないが、試合も終わったんならまぁ来るだろう。

「よし、行——」

　——こうと言いかけた時、ひまりが教室に入ってきた。この間、弁当を取りにきた時と同じように、ずんずんとこっちへ向かってくる。

「ごめん、やっぱやめとくわ」

「はいよー。ま、南殿さんじゃ、しょうがないね」

「どういう意味だよ……」

　目の前までやってきたひまりが、座ったままの僕を見下ろして言う。

「デート、行くわよ」

「……まぁ、そうか。そうなるよな」

　ごっことは言え、付き合ってるんだもんな。

「何よ、そのリアクション。……嫌？」

　ひまりの眉がしょぼんと下がる。そんなガチめのトーンでしょげなくても。

「嫌だったらそう言うよ」

「そ？　ならいいわ」

　パッと表情に光が戻る。わかりやすい。

「で、どこ行くんだ？」

「映画館。アンタ、映画好きでしょ？」

「まあ、わりと。メトポ？」

　メトロポリスシネマ、通称メトポ。

　最寄りから数駅先のショッピングモール併設の、この辺りだと一番大きいシネコンだ。

　てっきりそこかと思ったが、ひまりは首を横に振った。

「駅前行くわよ」

「駅前ってことは……」

　あそこか。
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　最寄りの駅前には、一階をパチンコ屋に占拠された、小さな複合商業ビルがある。

　その最上階に、シネストアという同じく小さな映画館があった。

「ここって、なんていうか……小さいとこ向けの映画ばっかじゃなかったか？」

　エレベーターの中、切り替わっていく階数表示を見ながら呟く。

　デート向きの映画って、こういうとこであんまりやらない気がするんだけど。一応デートなんだよな？

「私もそう思ってたんだけどね。たまにおっきいのもやってるみたいよ」

「へぇ。今度からこっちもチェックしてみるか……」

　かすかな重力を感じたかと思うと、エレベーターが停止する。

『五階です』

「先どうぞ」

「お先にどうぞ、おじいちゃん」

　声かけが被った。なんなら、扉脇のと車椅子向けのとで、「開」ボタンを押すのも被った。

「どうもどうも……」

　腰の曲がったおじいちゃんが、よろよろと杖をつきながらエレベーターを降りていく。

　おじいちゃんの無事を見届けて、僕らもエレベーターを降りた。

「で、何見るんだ？」

「あれよ」

　ひまりが指したのは、エントランス脇の『ＮＯＷ　ＳＨＯＷＩＮＧ』なポスターのひとつ。

　わりと明るめだったり優し気な空気感のポスターが並ぶ中、ひとつだけ異彩を放つ、暗くて不気味な人形がメインのヤツ。

「……えっ、あれ？」

「そうよ。アンタ、ホラー好きでしょ？」

「好きだが。好きだけど……」

　予告もちょくちょく見かけたし、話題にもなってるし、結構気になってた新作だ。混み具合でいったら、こっちの方がメトポより快適に見れそう。　

　で、それはいいんだけど。

「お前、ホラー苦手じゃなかった？」

　僕の記憶が正しければ、半分コメディみたいなやつでもビビり散らかしてたと思うんだが。

「そっ……それは昔の話でしょ！」

　ふん、と鼻息荒く髪をかき上げるひまり。

「そりゃ、全然怖くないとはさすがに言わないわよ？　でも、映画一本見るくらい平気よ！」

「…………」

　などとのたまう幼馴染を前に、本当に大丈夫だろうかと思わないでは居られない。

「な、なによ。じろじろ見て」

「いや、無理してないかなって」

「してないわよ」

　僕の目をじっとまっすぐ見つめながら、むくれたようにひまりは言う。

「もし怖くなったら、無理するなよ」

「平気ですー、だ！　ほら、チケット買うわよ！」

　ひとまずチケットを購入。上映開始までまだ時間があったから、その足で売店へ。

「アップルパイソーダですって。気になるわね」

「せっかくだし、買えばいいんじゃないか？　僕はジンジャーエールでいいや」

「ポップコーンはどうする？」

「買ってもいいが、観るのホラーだからな」

「どういう意味？」

「展開次第じゃ食べる気なくなる」

　予告の印象だと、食欲失せるようなグロ系ってことはないと思うんだが。

「……やめときましょ」

　結局、ドリンクだけ買うことにしてスクリーンへ。

「広くはないけど、キレイでいいわね」

「混んでないぶん、メトポより快適かもな」

　ビルの他店舗のＣＭがしばらく続いた後、予告と鑑賞マナーを挟んで上映が始まる。

　映画の内容は、ポスターや予告から想像していた通りの呪いの人形ものだった。

　可愛らしい人形が実は呪われた代物で、そうとは知らず購入した一家に次々と怪奇現象が起きていく。

　個人的にはちょうどいい怖さだけど、ひまりはどうだろう。

「……っ！」

　横目に右隣を見やると、空のカップを握り締めて縮こまっていた。ガチガチに固まってるくせに、目だけはしっかりスクリーンを向いている。というより、目を逸らすこともできなくなってるんだろう。

　やっぱ無理してたんじゃん。……そういえばこいつ、強がってる時ほどまっすぐ目を見てくるクセがあったっけ。最近あんまなくて、忘れてたけど。

　手ぇ握ってやったりした方がいいかなあ、こういう時って。

　そう思った瞬間、予告でも使われていた見せ場が始まった。

　廊下の向こうからとことこ走ってきた人形が、一瞬カメラの外に消えたかと思うと、おどろおどろしい姿になって飛びついてくる！

「……！」

　ひまりが声にならない悲鳴をあげる。怖すぎて声も出せなくなったか……？

　大丈夫かと声を落として聞こうとした瞬間、ぎゅうっと右腕に抱き着かれる感触。すがりつくみたいにホールドされた腕に、柔らかくて大きなものがこれでもかとばかりに押し付けられる。

　おまけに、怖がってるせいだろう。どっどっどっとハイペースなひまりの鼓動まで伝わってくる。

　通学路の時と違って、まわりが真っ暗だからだろうか。感覚がいつもより鋭くなってるみたいで、ひまりの体温も、柔らかさも、怖がるたびにビクっと身体が震えるのも、全部がやけにはっきりと伝わってくる。

　そわそわして落ち着かない。抱き着かれた腕だけが、異様に熱く感じる。

　ひまりがここまで考えてこの映画を選んだのかは、僕にはわからない。

　ひとつだけ、確かだったのは。

　呪いの人形の恐怖をもってしても、右腕を無視できなかったということだけだ。

　本編が終わる。

　エンドロールの最後にいかにもな不穏な映像がちょっとはさまって、スクリーンが明るくなった。

　……後半、全然頭に入ってこなかったな。

「ま、まあまあ怖かったわね……」

　右腕にしがみついたまま、ひまりが震えた声で言った。怖がってたのはガチだな、これ。

　それから不意に、ハッとした様子でこっちを振り向いて笑う。最後の一押しみたいに、右腕にぎゅうっと身体を押し付けながら。……こっち狙いでもあったのか。ちょっと捨て身過ぎない？

「ほんとにこれがまあまあでイケたなら、他のホラーもイケるよ。立てるか？」

「た、立てるわよ！」

　と言いつつも微妙に足がふらついているひまりに手を貸して、スクリーンを出る。

　数十分間ずっと抱き着かれていたせいか、体温や柔らかさがまだ右腕に残っているような気がした。

　シネストアを出ると、ビルの窓から見える外はもうすっかり暗い。結構長かったもんな、あの映画。

　袖を引っぱって来たひまりが、フロアガイドを指差しながら言った。

「ねえ、このまま晩ごはん食べてかない？」

　見ると、お高そうな店から僕らみたいな学生でも気軽に入れるチェーン店まで、わりと色んなお店があるみたいだった。けど、

「ダメだ、帰るぞ」

「えー。今から帰ってご飯作るの、アンタも面倒じゃない？」

　確かに、いつもの帰りに比べると遅い。けど、作らなきゃいけない理由があるんだ。

「誰かさんが急にハンバーグ食べたいって言ったから、食材の消費予定が変わったんだよ」

「ゔっ」

　ひまりがふっと視線を逸らす。

「冗談だよ。ハンバーグにするって決めたのは僕だしな」

　美味しそうに食べてくれるもんだから、要望にはつい応えちゃうんだよな。

「食パンだけ買いたいから、途中でスーパー寄らせてくれ。コンビニでもいいけど」

「あら、食パン切らしてた？」

「いや、朝のぶんだとちょっと合わなくてな」
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　電子レンジから、耐熱ボウルを取り出す。

　ラップを取ると、ホワイトソースの香りがふわっとキッチンに広がった。

　こしょうと顆粒のコンソメ、青ねぎを混ぜて、帰りに買ってきた厚切りのパンへ塗ってオーブントースターへ。

　タイマーをセットしていると、階段を降りてくるスリッパの音が聞こえてくる。

「いい匂い……もうできるの？」

　いつものもこもこルームウェアに着替えたひまりが、キッチンに漂う香りに顔をほころばせていた。

「……ん？」

「どうしたの？」

「いや、なんでもない」

　いつも通りのルームウェアなのに、なんか違和感が……気のせいかな？

「あぁ。深皿だけ出しといてくれるか？」

「はーい」

　ひまりが出してくれた皿に、きのこと豚肉のトマト煮をよそう。サラダボウルに入れたコールスローとあわせて食卓に運んでいると、トースターが鳴った。

「グラタン？」

　皿に乗せる隣から覗くひまりに、一枚渡す。

「あぁ、グラタントースト。ソースはたっぷり乗せといてやったぞ」

「ありがと。ふふ、美味しそう〜」

　うきうきした顔で食卓につくひまり。

　そんなひまりを見ていると、思わず口元が緩む。

　食卓を挟んで向かい合い、二人分の「いただきます」が重なる。

「〜〜♪」

　グラタントーストをひと口食べたひまりから、幸せそうな声が漏れた。

「美味いか？」

「えぇ」

「そっか」

　何の気はなしにひまりの方に目を向けて、

「ならよかっごほっ!?」

　視界の端っこで強烈な存在感を放つ真っ白な谷間にむせた。やべっ、トマト煮が喉に詰まっ……！

「ちょっと、大丈夫？」

　ひまりが身を乗り出すと、シャツの中で窮屈そうにしている谷間がもっとはっきり迫ってくる。ストップストップ、ストップ！

「だ、大丈じょごほっ！　大ごほっ夫だえほっ！」

　顔を逸らす。

　視覚の安全を確保して、僕はお茶でトマト煮を流し込んだ。

「ほ、ほんとに？」

「ほんとほんと、もう大丈夫」

　だから、身を乗り出すのは止めてほしい。

　びっっっくりした。

　さっきの違和感の正体に気付いた。シャツの胸元が緩いんだ。そんな胸元伸びたシャツ、お前どこに閉まってたの？

　っていうか、ただでさえデカい方なのにそんなシャツ着たら、こう……危ないでしょうが！

　けどなぁ、これ僕が言ったらセクハラなんだよなぁたぶん。

「いつまで変なとこ向いてるの？」

「あ、あぁ」

　なるべく視線を下に向けないよう意識しながら、食卓に向き直る。

「……あー、そうだ。トマト煮はおかわりあるからな。ホワイトソースないけど、パンもあと一切れあるから」

「そうなの？　なら、早速もらおうかしら」

　ウキウキでおかわりに立つひまり。

　こいつ、僕より食べるくせにこのスタイルなんだよな。出るとこはともかく、引っ込むところはどうしてるんだ。

「ねぇ、全部もらってもいい？」

「いいよ」

「やたっ」

　深皿にたっぷりとトマト煮をよそったひまりが、機嫌よさげに食卓に戻る。

　その後もなるべく見ないように食べ進めていたら、ひまりが不意にあっと声を挙げた。

「達人、ほっぺのとこにグラタンついてる」

「えっ、どこだ？」

「取ったげる。じっとしてなさい」

　ひまりがティッシュを取って手を伸ばす。

　やば——と思った時には、ひまりの胸元が目に入っていた。

「っば!?」

「きゃっ!?」

　ティッシュをひったくる。

　千切れて半分以下になったティッシュで頬を拭く僕に、ひまりは不満げに唇をとがらせる。

「なんなの急に？　危ないじゃない」

　かと思うと、シャツの胸元をパタパタさせてにまぁと笑う。ほんの一瞬、よく見てないと気付かないくらいに。

　あっ、こいつわざとだ。自分の武器を自覚して、僕に認めさせるをおとしにくる気満々だ……！

　付き合って初めての夕飯の時間は、とにかく落ち着かないまま過ぎ去っていった。
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「つかれた」

　部屋のベッドに倒れ込む。

　今日一日、たいしたことはしてないのにドッと疲れた気がする。このまま手足がベッドに沈んでいきそうだ。

　まさかひまりが、あんな積極的に仕掛けてくるとは。しかも、色仕掛けっぽい方面で。

「……けど、これで心構えができたかな」

　もう今日のような醜態はさらさない。……と、思う。

「達人ー、お風呂入んなさーい。——へくしゅっ！」

「はーい。母さん、寝る前の薬忘れないようにな！」

　一階から呼ぶ母さんに答えて、とりあえずお風呂だけ済ませることにした。

　お風呂から出た後は、課題を片して読書タイムへ。

　ベッドに転がって黙々と読み進めていると、不意にスマホが鳴った。

　机の時計を見ると、もうすぐ日付が変わる頃。こんな時間に電話してきそうなのは——

「やっぱひまりか」

　案の定だった。

　応答をタップ。

　スマホの液晶いっぱいに、見覚えのある緩いシャツが目に入る。

「っすー……」

『達人、聞こえてる？　おーい』

「ひまり、ビデオ通話になってるぞ」

『えっ、嘘!?』

　この反応、これはきっと素だな。　

『ど、どう切るの……!?』

「落ち着け、画面の右上に×印があるだろ。それ押せば、普通の通話に変わるから」

『右上？　えっと、こ……これ？』

　画面が普通の通話のヤツに切り替わる。

『えっと、なおった？　なおってる？』

「なおってる。ちゃんとビデオは切れてるよ」

『よかったぁ……』

　僕も良かったよ、お前がビデオ通話まで使って仕掛けてこなくて……。自撮りとか送られてきたら僕、おじさんとおばさんに顔向けできないぞ。

「で、どうした？」

『……えっと』

「うん」

　これは「聞いてるから続けて」の意味。

『今日、映画観たじゃない？』

「観たな」

『……ホラー、だったじゃない？』

「ホラーだったな」

　読めたぞ。

『だからね、その……えっと』

「思い出して、怖くなってきたのか？」

　机の時計の秒針が、たっぷり一周するくらいの間があったと思う。

『…………………………うん』

　ようやく聞こえてきたのは、消え入りそうな声だった。

「ったく、こうなる気はしてたよ。観てる時も、全然平気そうじゃなかったし」

『で、でも……うぅ』

「ま、観たものは仕方ないしな。それにアレ、呪いの人形ものだったし」

　ひまりの部屋はぬいぐるみでいっぱいだ。思いだすと余計に怖いのかもしれない。

『うちの子たちは、呪いの人形なんかじゃないわ』

　電話越しの少しだけ不満気な声は、どことなく震えていた。

　気持ちはわかるけど、こんな時まで強がらなくたっていいだろうに。

　だから、ほっとけないんだ。

「けど、怖いんだろ？」

『……うん』

「どうする？　そっち行こうか？」

　こういう時、家がお隣というのは便利なもので。小さい時にひまりが怖くて寝られなくなった時は、気軽に行き来したものだった。

『ううん、それはさすがに悪いわよ』

「じゃ、怖くなくなるまで付き合うよ」

『ありがと』

「いいさ。あぁ、そうだ。ついでに」

『？』

「カーテン、ちょっとめくれるか？」

　僕はベッドから降りると、部屋の一番大きな窓のカーテンを開けた。

　夜を挟んだ向こう側、カーテンの端っこを少しだけ持ち上げて、こっちを見ているひまりにひらっと手を振る。

　僕とひまりの部屋は、窓が向かい合わせになっている。だからお互いにカーテンを開けると、部屋の様子だって見える。

「お前が眠くなるまで、こうやって見ててやる。これなら、すぐ怖くなくなるだろ？」

『そうね、アンタが見ててくれるなら』

「だろ？」

　ひまりはいつも、あの家に独りきりだ。怖がりなのは、きっとそういうところも関係しているんだろう。

　それが少しでも紛れるなら、このくらいはお安い御用だ。

『アンタってさ』

「うん」

『こんなことにまで付き合ってくれるんだから、ほんと私のこと好きよね』

「言ってろ」

　そのまま僕らは、窓越しの電話で話し続けた。

『……ふぁ』

　そのうちに、あくびが聞こえてくる。

　いつのまにか窓の月が、雲の中に隠れてしまうくらいの時間が経っていた。

「そろそろ寝れそうか？」

「うん。ありがとうね、たつひと」

　眠気のせいなのか、ひまりの声がふわふわしはじめている。

「どういたしまして。じゃ、そろそろ切るか」

『あっ、まって』

「どした？」

『こんどの、おやすみ。……しゅうまつ』

「週末？」

『うん。でーと、しましょ』

　眠い目をこすりこすり言ってるところが思い浮かんで、思わず苦笑を浮かべた。

「……あぁ、わかった。細かい話は、また明日にでもしよう」

『うん……おやすみ』

「おやすみ」

　通話を切る。

　時刻を見ると、どうも一時間近く話していたらしい。

「どうりで、僕も……くぁ、眠いわけだ」

　今日一日、今まで見たことないところを一気に見せられたせいかな。最後に今までと変わらないひまりが見られて、ちょっと安心したよ。
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　その間もちょこちょこ繰り出されるひまりの攻勢をしのぎつつ、迎えた土曜日。

　僕らは電話で約束した通り、デートをすることになった。

　場所は数駅先のショッピングモール、ネクサスシティ。メトポがある所だ。

　その一階にあるはずの待ち合わせ場所へ、僕は今一人で向かっている。

　——待ち合わせしないと、休日デートっぽくないじゃない！

　ずびしと人差し指を立て、そう力説した昨日のひまりを思い出す。

　隣同士なんだから、家で落ち合ってから行けばいい。そんな僕の意見は、あえなく却下された。

　女子って雰囲気重視したいところあるらしいし、そういうことなんだろうか。

「えっと、噴水広場って言ってたよな」

　フロアマップの前で立ち止まって、現在位置を確かめる。

　アトラクションエリアやイベントホールまである大きなモールだから、一つひとつの階がやたらと広い。たまにしか来ないのもあって、うっかりすると迷ってしまいそうだ。

「噴水広場がここで、現在地が……あった。左の道を真っすぐだな」

　向かいながら、時間を確認する。

　大丈夫、待ち合わせの時刻まではまだ余裕がある。それにねぼすけのひまりのことだし、時間ギリギリになって駆け込んでくるに違いない。

　噴水広場が見えてくるまで、そう思っていた。

「——あっ」

　ひまりはもうそこに居た。

　吹き抜けの広場の端っこの方に、ちょこんと立って僕を待っている。

　少し離れていてもわかるキレイな黒髪ロングに、初めて見る服に身を包んだ、いつも通りでいつも通りじゃない姿。

　白いオフショルに、水色のロングスカート。それと、ウェストをきゅっと締めるベルト。ひまりのスタイルの良さを見せつつ、全体としては爽やかな印象。そんな恰好だった。いつもの桜のヘアピンは、今日もしっかり前髪で自己主張している。

　遠目にもわかるくらいそわそわした様子で、ひまりはコンパクトを手に何度も前髪をいじっている。

「……」

　思わず、自分の服装を確認した。

　新品の襟付きシャツに、ネイビーのジャケット。ズボンもネイビー。

　一応、多少はデートらしい服装を選んできたつもりだった。

　けど、今日のアイツの前に出ていくのに、これで本当によかったんだろうか。……って言っても、今からじゃ変えようもないんだけど。

「達人！」

　そんなことを考えていたら、ひまりが僕に気付いた。

　黒髪ロングを翻して、足早に僕の方へ歩み寄ってくる。　

「早かったわね。まだ待ち合わせの十分前よ？」

「いや、それ言ったらお前の方が……。いつから待ってたんだ？」

「内緒」

　人差し指を口元にやって、悪戯っぽくひまりは笑う。

「アンタはそんなの気にしなくていーの。私が好きで早く着いてたんだから」

　それより、とひまりがパンプスを鳴らしてくるっとまわる。

　ちょうど時間が来たのか、その動きに合わせたみたいに広場の噴水が上がった。

　照明に色付いた噴水を背に、ひまりの黒髪がふわりひらりと翻る。

「アンタ、まず言うべきことがあるんじゃないかしら？」

　小首を傾げて、試すみたいな目つきで僕を見上げた。

「えっ？　……あっ」

　そっか、これデートだもんな。

「似合ってるよ」

「可愛い？」

「可愛いし、キレイだと思うよ」

　そう僕がうなずくと、ひまりは急に髪の毛で口元を隠した。そのまま明後日の方向を向いたひまりの頬は、うっすら赤い。

「自分で聞いといて照れるなよ」

「うるさい」

　手にしていた小さなバッグが、ぽふんと僕の腕を叩いた。痛くはない。

「で、この後はどうする？　買い物したいって言ってたけど、すぐ行くか？」

「んーん。急いで買わないといけないものじゃないし。っていうか——」

　ひまりに右腕を取られる。

　そのまま、ひまりは腕を組んできた。ここのところ、毎朝通学路でそうしているみたいに。

「——デートなんだから、めいっぱい楽しまないとね？」

　制服の時に比べて、よりはっきりと腕に感じる柔らかさを思わず意識してしまう。

　おまけにオフショルだから、ちょっと視線をひまりの方に向けるだけで、むき出しの白くて華奢な肩、ほっそりした首筋や鎖骨のラインがばっちりと見えてしまう。

　それに、甘い香りもいつもより少し強く感じる。

「……それもそうだな」

　目のやり場に困って、とりあえず前を向いた。

「じゃあ、どうする？　他のお店を見てまわるか、それともアトラクションの方行くか？」

「アトラクションにしましょ。他のお店は、後でついでに見られるもの」

「りょーかい」

　腕を組んだまま、アトラクションエリアの方へ向かう。

　すれ違う人たちが時々、ひまりを振り返る。

「モデルさんかな？」

「アイドル？　でも見たことないな」

　そんな囁き声も聞こえてくる。

「……」

「どうかした？」

　今も昔も、ひまりは目立つ。小さい頃はお人形さんみたいだったし、今は美人で可愛い。掛け値なしにそう思う。

　つり合いとか、そういうことを考えたことはないけど。もしもひまりの両親が、ずっと家を空けてるような人たちじゃなかったら、こいつは今もこうして隣に居ただろうか。

　そんなことを、少し思った。

「いや、別に」

「ふーん？　あっ、見えてきたわよ」

　モールの建物を出てすぐ、アトラクションエリアに通じるポップな色合いの入場ゲートが見えてきた。

　その向こうでは、ジェットコースターが唸りをあげて爆走している。

「乗りたいヤツあるか？」

「そうねぇ……あれなんかいいんじゃない？」

　ひまりが指したのは、目ん玉ガン開きで青白い顔をした女性が、ガラス越しにこっちを見ている看板だった。

　真っ赤なおどろおどろしい書体で、『呪いの鏡回廊』って書いてある。

　……うん、どこからどう見てもお化け屋敷だ。

「ひまり？」

「なによ、その顔」

「お前、こないだホラー映画で失敗したの忘れたのか？」

　ほんの数日前だ、喉元過ぎるにしても早すぎるだろ。

「失敗してないし」

「そうかなぁ……？」

　思いだして怖くなって寝られなくなるのは、失敗じゃないんですか？

「アンタが聞いたんだから、細かいことは言いっこなし！　……じゃ、ダメ？」

「そこまで言うなら、無理に止めはしないが。また後で怖くなっても知らないぞ？」

「それなら大丈夫よ」

　ほら、と組んだ腕を少し引き寄せて、ひまりは笑った。

「アンタとくっついてれば平気だから」

「そりゃ光栄なことで」　

　自信満々に胸を張って僕をまっすぐ見つめるその顔は、実際のところ既に引き攣りかけていた。

　ホラー映画で寝れなくなったのが、ついこの前なんだ。そんな一朝一夕で大丈夫になるわけがない。そもそも、まっすぐこっち見てる時点で強がってるはずだし。

　ひまり自身も強がりを自覚しているのか、そのうち気まずそうに目を逸らした。外れる視線と反比例するように、組んだ腕がますます引き寄せられる。ただでさえ押し付けられていた柔らかいものが、ますます強く押し付けられて存在を主張してくる。

　それとは対照的な、控えめな声でひまりが呟く。

「……たぶん、ね」

　そのたぶんがなかったら、もう少しくらいドキっとしたんだけどなあ。

　とはいえ、こういういじらしい部分を見せられると、応えたい気になってくるもので。でも、それはひまりが可愛いからとか、ましてや好きだからとかではなくて。絶対に、なくて。

　ただ、ひまりの手を取れるところに、いつでも居てやりたいと思ってしまう。

　それには、そわそわと胸を落ち着かなくさせるこの気持ちは関係ない。関係ないはずだ。

　だから努めていつもの調子で、ひまりに問いかける。

「それじゃ行くが、ホントにいいんだな？」

　ひまりがうなずいたのを確かめて、お化け屋敷に並んだ。

「動画流れてるわね。何かしら？」

「あらすじ、かな？　ストーリー仕立てっぽいな」

　この間の映画の時もそうだったけど、始まる前はほんとに平気そうなんだよな。

　そのうちに順番が来て、お化け屋敷に足を踏み入れた。

　古びた洋館の中にしか思えない作りこまれた内装、物悲しいのにどこか不気味なＢＧＭ。乱雑に、おかしな位置に鏡が設置された、なんとなく不安を誘う廊下……入ってすぐの時点で、雰囲気はバッチリだった。

「大丈夫か？」

　そう言い切るより先に、ひまりの身体が押し付けられた。

「だいじょうぶ」

　ダメそう。

　まだ一歩も進んでないのに、もう顔が青ざめている。声も少し震えている気がする。

「まだ進んでないし、今なら辞められるぞ？」

「だいじょ、大丈夫よ。……行きましょ」

　ぎゅううう——って音が聞こえそうなくらいに僕の腕を掴んで、身体を押し付けて、まっすぐ僕の目を見る姿は、どこからどう見ても強がり百パーセント。

　そこまでして挑戦したがる理由はわからないけど、とにかく退く気はなさそうだ。

「わかった。じゃあ、しっかりつかまってろよ」

「え、えぇ」

　腕に当たる柔らかいものの感触が、さらに強まる。くっつきすぎな気がするけど、今くっつくなって言うのも酷だろう。

　目の前だけに意識を集中するようにして、一歩を踏み出した。ゆっくりだとかえって怖いだろうから、気持ち早足で。

「っ！」

　鏡の中を横切る影に、ひまりがビクっと肩をこわばらせた。

「怖かったら、目ぇ閉じててもいいぞ。僕が責任持って連れてくから」

「音と気配だけの方が怖いのよ……！」

「そ、そっか。ごめん」

　ちょこちょこと仕掛けに怖がるひまりを連れて進むうちに、曲がり角に差し掛かる。

　とん、とん、とん、と。一定のリズムで刻まれる音が、角の向こうから微かに聞えてきた。

「な、何の音かしら……？」

「何か叩いてるような感じだが……」

　僕の方が少し前に出る形で、曲がり角に入る。

「おおっと」

「ひっ……！」

　僕までちょっと声が出た。

　角を曲がったすぐの所で、ボロボロの服を着た誰かが鏡に向かって拳を打ち付けていた。

　壊れた機械のように、鏡の中に入れてくれと懇願するように。

「……、……っ」

　ひまりを見ると、口を押さえてガタガタ震えている。

　そりゃそうだ。好きで慣れてる僕でも、だいぶ怖い。

　だってこれ、ルート的にすぐ横を通り抜けないといけないみたいだし。

「い、行きましょ。……こ、ここ、このまま、後の人がつ、つつつかえても、よくないし」

　囁く声はガッタガタだし、組んだ腕はもう痛いくらいだ。

「…………」

　意を決して踏み出した時、僕もひまりも自然と黙っていた。

　音を立てたくない。鏡を叩く人に気付かれたくない。そう思わないではいられない。

　鏡を叩く人のことが考慮されているのか、曲がり角から先はちょっと道幅が広くなっている。

　叩く人の後ろを、そっと通り過ぎる。

　そのまま一歩、二歩……少しずつ離れていく。

　充分に距離が離れて、ほぼ腕にしがみついていたひまりから少しだけ力が抜ける。

　その時だった。

「あああああああああああ——…………」

　叩く人が、呻き声をあげてこっちに向かってきた。

「いやあああああああああッ!?」

　その瞬間、とうとう決壊したひまりが、全身で抱き着いてくる！　ってちょっと待て、これじゃ動けないんだが!?　——ええいっ！

「ごめん！」

「っふぇ!?」

　しがみつくひまりを抱えて、廊下を一気に走り抜ける。

　叩く人の廊下はクライマックスだったのか、抜けるとすぐにアトラクションの出口だった。

「はぁ、はぁ……大丈夫か、ひまり？」

「……ぁぅ」

　えっ、何その声。それに顔が湯上りみたいに真っ赤なんだが。

「どうした？　怖がり過ぎてどこか——」

　気付いた。

　お姫様抱っこしてるな、僕。

「………………ごめん」

「べ、別に私はヤじゃ、きゃっ」

　怖がり過ぎて腰が抜けたのか、下ろした途端にひまりはその場でガクンとなってしまった。

　腰に手をまわして、後ろから支える。これは休まないとダメだな。

「腕、つかまれよ」

　ひまりを腕につかまらせて、近くのベンチに座らせる。

　すぐそばの自販機でホットのカフェラテを買って、ひまりに渡した。

　それをゆっくりと飲み干す頃には、ひまりも少し落ち着きを取り戻していた。

「大丈夫そう？」

「えぇ。……ありがと。あと、ごめん」

「気にするなって。最後は僕も怖かったし」

「そうなの？」

「ひまりが叫んでなかったら、叫んでたかもな」

「叫ぶところ、ちょっと見たかったかも。アンタこの間も、ずっと平気な顔してるんだもの」

「別に平気ってわけでもないぞ？　顔に出ないだけだ」

「えっ、意外。ホラー好きな人って、みんな怖くないんだと思ってた」

「そうでもないよ。というか、怖さを感じないってなると面白くないから……」

　ホラー好きの言う「怖くない」って、「言われてるほど怖くはない」とか「トラウマになるほど怖くはない」とか、そういう意味なことが多い……と、思う。少なくとも僕はそうだ。

「そういう感じなの？」

「そういう感じなんです」

　で、だ。

「なんでお化け屋敷入ろうって言ったんだ？」

「い、いいじゃない。別に何でも」

「そりゃ、ひまりの自由だけど。あんな足がっくがくになってまで入らなくても……」

　足腰立たなくなるほどのスリルを楽しみたいのよ、とか言うなら僕も止めないが。でも、そんな狂戦士みたいな理由じゃないだろう。少なくとも、楽しんでるって感じは全然しないし。

「……だって」

　ひまりは、チラリとさっきのお化け屋敷の方を見た。

　空になったカフェラテのボトルで、それを握る手で、顔の下半分を隠すようにして言う。

「アンタが怖いの好きだから」

「僕？」

「アンタと一緒に、怖いのも見られるようになりたいなって。そう思ったのよ。……その方が、アンタも楽しいかなって」

　照れと拗ねが混ざったような、少し甘酸っぱいような声色だった。

　……なんでこう、不意にいじらしいことを言ってくるかなあ。

「止めとけ、って言いにくくなるだろ」

「別に言ってほしいなんて言ってないわよ」

「言ってほしくなくても、言いたくなるんだよ。無理して僕に合わせる必要なんてないんだから」

　この話続けるの、なんか恥ずかしくなってきた。話題変えよ。

「それより、買い物の方はまだいいか？」

「えぇ。まだお昼にもなってないもの」

「なら、次のアトラクション乗るか。足がっくがくになって終わりってのも嫌だろ」

「いいけど、何に乗る？」

「そうだな……」

　ベンチのそばのマップを眺める。心穏やかに過ごせるヤツがいいよな。

「トロッコのヤツとかどうだ？　のんびりしたライド系っぽいが」

「ふーん？　じゃあ、それにしましょっか」

　移動して列に並ぶ。その途中で、背景設定を説明する看板を見つけた。設定とかこる方なんだな、ここ。

「調査隊になって、トロッコで妖精の森を探検するんだって」

「妖精さんのいたずらでトラブルが起きるかも、って書いてあるわね。……怖いのじゃないわよね？」

「これで怖いの来たら詐欺だろ……」

　小さい子向けっぽい空気だし、そんなダークフアンタジーの妖精さん出てきたら嫌だよ。

　そんな話をしているうちに、僕らの番になった。

　二人がけのトロッコ風のライドに乗って、妖精の森という体の花園を進んでいく。赤、白、黄色、紫……色とりどりの花が植えられていて、目に鮮やか。さっきのとは、色んな意味で対照的だ。

「キレイね……あっ。ねぇ、妖精ってあれかしら？」

　花に見惚れていたひまりが、白い花の咲く低木の辺りを指差す。

「どこ？」

「ほら、あそこ。ユキヤナギ……あたしが指差してる枝垂れの白い花のところ。下の方よ」

「下の方……ホントだ。何か居る」

　そこには、花に隠れるようにしてキャラクターが配置されていた。ファンシーにデフォルメした猫みたいなデザインだ。

「かわいい……ぬいぐるみとか売ってないかしら。あっ、あれもそうじゃない？」

「かな。あっちはクマっぽいな」

「その向こうのは犬かしら？　色々居るのね」

　花園を見まわして妖精を探すひまりは、声を弾ませている。

　その様子を眺めていたら、ふと目が合った。

「私の顔に何かついてる？」

「いや。無理して怖いのに付き合ってくれるよりは、今みたいにお前が素で楽しめてる方が、僕はいいなって思っただけ」

「……アンタ、そういうことだけは躊躇ちゅうちょなく言うんだから」

　視線を逸らされてしまった。

　ひまりの向こうを、さっきも見たような妖精たちが通り過ぎていく。

「そういうことってどういう——っと？」

「あ、あら？　止まっちゃった。故障かしら？」

　ライドが急停車して、前方に備え付けられていた細い丸太風デザインのバーが上がる。

　トラブルかと戸惑ったのも束の間、ライドのスピーカーから声が聞えてくる。

『大変、妖精のいたずらでトロッコが止まっちゃった！』

「妖精のいたずらってことは……」

「あぁ、看板にあったやつだな。んじゃさっきの妖精は前振りか」

『トロッコをもう一度動かすために、力を合わせよう！　せーのでバーを思いっきり下げて！』

「バーってこの目の前のよね？」

「だと思うぞ。他にそれっぽいのないし」

　細い丸太風バーを、右と左でそれぞれ二人で握る。

『せーの！』

　スピーカーからの声に合わせて、僕はバーを思いっきり下げた。

　隣から、ひまりが小さく驚く声が聞えた気がする。

『すごいすごい！　これでまたトロッコが動かせるようになったよ！』

　ガコンと音がして、トロッコが再び動き出した。

「さっき、バーぶつけでもしたか？」

「ううん。アンタが簡単に下げちゃったから、びっくりしちゃって。結構重いバーだったのに」

「ごめん、もっと合わせた方がよかったな」

「そうじゃないわよ。アンタ、結構力強いんだなーって。さっきのお化け屋敷も、私のこと抱っこしてたし」

　僕の腕に視線を向けながら、ひまりは指先を合わせてもぞもぞさせた。少しむずがゆい気持ちになった僕は、それをごまかすように力こぶのポーズを取る。

「家事ってわりと重労働だからな」

「それはそうよね。いつもありがとね？」

「どういたしまして。っと、また妖精居たぞ」

「えっ、どこ？」

　ライドの残り時間の間、僕らは妖精を探し続けた。
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　さらにもう一つ、二つのアトラクションを乗り終える頃には、時刻は正午を少し過ぎる頃になっていた。

　僕らは買い物の前に、お昼を済ませることにした。

　モール内のフードコートは親子連れなんかで混んではいるものの、チラホラ席に空きがある。

「ひまり、あそこ空いてるし——」

　言いかけて、ふと思う。

　これ、デートなんだよな。フードコートより、どこかお店入った方がいいんじゃないか？

「何ぼーっとしてるの？　席取るわよ」

「あ、あぁ」

　当のひまりに袖を引かれて、そのままフードコートに入る。端っこの二人掛けの席を取った時、ひまりが僕の方は見ないで言う。

「お店なんてどこでもいいわよ。アンタと一緒なら」

「……お前もたいがい躊躇なく言うよな。席取っとくから、お先どーぞ」

「じゃ、お言葉に甘えて。何食べるか決まってるなら、一緒に買ってくるけど？」

「まだ決まってないからいいよ」

　ひまりが買ってくるのを待つ間、フードコートにずらっと並んだ看板を眺めていた。

　ラーメン、ハンバーグ、うどん、丼もの、ハンバーガー、パスタ、サンドイッチ……色々あるな。

　ハンバーガーにしようかな。この中じゃ待たない方だろうし。

　ひまりは何にするんだろ。いつもの感じなら大盛は固そうだが。サンドイッチはなさそうかな。物足りないだろうし。

「お待たせ」

　そんなとりとめのないことを考えていると、ひまりが戻ってきた。

　トレーの上に乗っていたのは、まさにたった今、なさそうだと思っていたサンドイッチだった。ポテトセットにはなってるけど、それだって量はさほど多くない。

「なによ、その顔」

「いや、足りるのかなって……あっ」

　やべ、言っちゃった。女子にこれは怒られても文句言えない。

　だけどひまりは、少し唇を尖らせるだけだった。

「いつもはアンタが作るごはんだから、いっぱい食べてるだけよ」

　またさらっとそういうことを言う。

　なんだろう。ボディタッチとかそういうのより、こういうのの方がよっぽど効くんだが。

「そりゃ光栄だな」

「なによ、照れてるの？　アンタのご飯だからって言ったのが、そんなに嬉しかったのかしら？」

　ニヤニヤと笑うひまり。

　作る側としては、そりゃあもちろん嬉しい。今言うと調子に乗りそうだから、言わないけど。

「じゃあ、僕も買ってくるよ。先食べてていいから」

「冷めるものでもないし、待ってるわ」

「サンドイッチはな。ポテトは冷めるだろ？」

　って言ったんだけど、ハンバーガーを買ってくる間、ひまりは律儀に待ってくれていた。
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　お昼を済ませた後、いよいよ本命の買い物へ。

　噴水広場を見下ろすエスカレーターに乗りながら、後ろのひまりを振りかえる。

「そういえば何買うんだ？」

「服。選ぶの手伝って」

「それなら、僕より四季咲さんとかに付き合ってもらった方がよかったんじゃ？」

　するとひまりは、腰に手をやってあからさまなため息をつく。

「アンタに見せるための服なんだから、アンタとじゃなきゃ意味ないじゃない」

「……そこまで言うなら、謹んでお供させてもらいますがね」

　エスカレーターを降り、女性向けのショップが並んでいるエリアへ。

　当然、行きかう人のほとんどは女性。たまに居る男は、カップルや夫婦の片割れだろう。ちょうど、今の僕みたいに。まぁ、僕らはごっこ・・・なんだけども。

　少し奥へ行ったところのお店に入る。

　わりと広めの店内に、結構幅広いジャンルの服が所狭しと並んでいた。

　そこから当分の間、僕の出番はなかった。ひまりが黙々と服を品定めするのを眺めているだけだ。試着までいかずとも、あわせた状態で感想聞かれるくらいはするかと思ってたんだけど。

「こんなところかしら。すみませーん」

　やがてひまりが店員さんに声をかけ、奥の試着室エリアへ通される。

　試着室のカーテンは全部開いてる。今は僕らだけみたいだ。

「僕の出番はここから、ってわけか」

「そういうこと。ちゃんと見なさいよ」

「ちゃんと見るよ。僕なりにだが」

　ファッションセンスに自信はないから、あんまり期待はしないでほしい。

「じゃ、よろしく」

　シャッ、と音を立ててカーテンが閉まる。

　衣擦れの音が、微かに聞えてくる。これで着替えてるのがひまりじゃないなら、この音にもドキドキするところなんだろうが。僕が家事してる向こうで着替えてる、っていう状況は今までもないではなかったし。

　にしてもひまりのヤツ、色んな服選んでたな。……あれ全部、僕に見せるためか。

「達人ー？」

　カーテンの向こうから声。着替え終わったんだろうか。

「いつでもどーぞ」

　言ったそばから、カーテンが勢いよく開いた。

　一着目は、丈の長い白のワンピースだった。今日のオフショルでも思ったけど、白い服はひまりの黒髪と物凄く合っているように思う。

　こういう服ってひまりみたいなメリハリのあるスタイルだと太って見えそうなんだけど、そうはなってない。胸の下に見えてる、一見すると飾りっぽい紐かリボンかで絞っているおかげなんだろう。

　そのせいで胸のラインが目立って、ちょっと目のやり場に困るところはあるが。

「どうかしら？」

　ひまりがその場でくるっと回る。ワンピースの裾が、ふわりと花のように広がった。

「似合ってるよ。ひまりはキレイな黒髪してるから、白が映えるな」

「そう？」

　ひまりの頬がわかりやすく緩む。気を良くしたのか、すぐに二着目の試着に入った。

　二着目は春物のニットに、ストンとしたラインのロングスカートだった。

「それも似合ってる。大人っぽいのもひまりは合うな」

　三着目は、ショートパンツにジャケット。普段のイメージとは違うけど、これも似合ってる。大胆に生足出してるのにあまり派手に感じないのは、上がかっちりしてるからだろうか。

「いいんじゃないか？」

「ありがと」

　あれ、さっきよりテンションちょっと下がってる？　似合ってるのに、本人的には不満がある感じか？ 

　四着目は、丈の短いカーディガンにミニスカート……キュロット？　ちょっとわからないけど、やっぱりこれも似合ってる。足の出し方で言うとさっきとあまり変わらないのに、より派手に見えるのは、カーディガンの下がおなか見えそうな丈のシャツだからかな。正直ちょっとドキドキするが、セクハラっぽくなりそうなのが嫌で、なるべく今まで通りの反応をする。

「そういうのも着こなせるんだな。いいんじゃないか？」

「……そう？」

　何故だろう。表情がちょっとムスっとしてきてる気が。……僕、マズいこと言ってないよな？

　それはともかく、こうして一人ファッションショーに付き合っていると、あらためてひまりのスタイル抜群な美少女ぶりを実感させられる。

　最初にひまりが自分で選んでるっていうのはあるにしても、さっきから見る服見る服、全部似合ってるんだ。

　……似合ってるんだけど、なんか途中からちょっとずつ露出上がってないか？　三着目の生足から、次はおなか。その後は胸元見えてて……あれ？　露出度とひまりのテンション、さっきから反比例してる？

　とか思っていたら、ひまりは試着室を出ていってしまった。

「もういいのか？」

「ちょっと待ってなさい！」

「お、おう……？」

　言われるがまま待つこと数分。

　新しい服を抱えて戻ってきたひまりは、勢いよく試着室のカーテンを閉めた。

　慌ただしく着替える音がして、カーテンが開く。

「これは!?」

　たぶん、本来はインナーを合わせて選ぶような服なんだと思う。

　肩を出すスタイルで羽織ったカーディガンの下の、フリル付きブラウス。それは生地が少し透けるくらいに薄くて。けど、ひまりはインナーを合わせてはなくて。

　つまり、どういうことかというと。

　うっすらと、下着が見えてしまっている。

「ど……どうかしら!?」

　わかりやすいほどに、挑発的な表情。

　そのくせ、顔は赤い。

「……似合ってはいるぞ」

　努めて平静を保って言った次の瞬間、僕は試着室に引きずり込まれていた。

「ちゃんと！　見なさい！　見ろ！」

　頭を抱えられ、そのまま胸に押し付けられる。ちょ、ちょっとひまりさん？　ひまりさん!?

「人が肌出してるのに涼しい顔して、あまつさえこれ見てもそんなうっすいリアクション……！」

　耳に届いた声は、少し張り詰めたような。

「私がどんな気でこれ選んだと……！」

　が、押し付けられた胸の柔らかさ、透けたブラウス越しの真っ白な肌、香水か何かの甘い香り。目と鼻と触覚へ同時に襲いかかってくる「女の子」にくらくらして、それ以上考えていられなくなる……！

　顔が、っていうか頭が熱い。やばい。これ、頭に血が。

「お客様？」

　引きずり込まれた時の物音に気付いたのか、店員さんの声がした。

　瞬間、頭に上っていた血がストンと落ちたような気がした。

「っだぁ！」

「きゃっ!?」

　ひまりを引っぺがす。その勢いで自分を押し出すみたいにして、試着室を飛び出した。

「お客様……」　

　試着室エリアの出入り口から、店員さんが怪訝な顔で覗いていた。口には出してないけど、試着室でナニしてたんだお前らオーラを感じる。ほんっとすいません……。

「ちょ、ちょっと自分で自分の足につまづいちゃって！」

　自分でも明らかに苦しい言い訳だと思ったけど、店員さんはとりあえず何も言わずに戻っていってくれた。

　こっちはこれでいいとして……。

「ひまり」

「……なによ」

　冷静になってきたのか、カーテンで体を隠すようにしているひまりに言う。

「ひとつ言わせてくれ」

　自分で思ってたよりも固い声が出たせいか、ひまりの肩がぴくっと震えた。

「僕はさ。お前のこと、可愛いと思ってるよ」

「っふぇ!?　きゅ、急に真顔で何……！」

「お前は可愛いし、美人だし、スタイルも抜群だ。はっきり美少女だと思うよ」

「……うぁぅ」

　ひまりの顔が、凄い勢いで耳まで真っ赤になる。湯気が見えそうなくらいだ。

「だから、さ。さっきみたいなことしなくても……お前は魅力的な女の子だと思ってるよ。僕は、ずっと」

「も、もう……アンタねぇ!?」

　顔を真っ赤にしたひまりが、髪で口元を隠して試着室の隅へ後ずさる。

　……僕、今すごい恥ずかしいこと言ったな。また顔が熱くなってきたけど、もういいや。ついでにこれも言ってしまおう。

「あと、別に涼しい顔してたわけじゃないぞ。……下手なリアクションするとセクハラっぽくなりそうだし、出さないようにしてただけだ。……今着てる、それもな」

　髪で口元を覆い隠すようにしていたひまりの手から、黒髪がさらさらとこぼれ落ちる。

「……ふふふっ」

　やがて顕わになった柔らかそうな唇は、笑みの形を描いていた。

「ふふふ……ふーん……そっかぁ、ふーん……♪」

　まだすこし赤らめたままの頬を両手で包み、そうでもしないとこぼれ落ちそうなくらいに蕩けたご満悦な表情で、ニヤニヤと笑っている。

「アンタ、私のことそんな風に思ってたんだぁ……♪　やっぱり、私のこと好き過ぎじゃない？」

「……だから今まで言わなかったんだ」

　絶対調子に乗るもん、こいつ。










第三章　彼女の挑戦者









　ひまりに付き合っているせいか、今年は去年よりも時間が経つのが早い気がする。

　気づいたら、中間テストの最終日になっていた。

　ホームルームも済んで解放感のあふれだした教室は、いつにもまして賑やかに感じる。

　その賑やかさをかき分けて、ひまりが席へとやってくる。

「達人、アンタこの後は？」

「言われると思ったから、何も入れてないよ。で、どこ行くんだ？」

「駅の近くに、可愛いスフレパンケーキのお店ができたんですって。どうかしら？」

「いいんじゃないか。テストで糖分吐いた直後だし」

「決まりね。じゃ、さっそく行きましょ」

　ひまりとデートに行くのも、ずい分慣れてきた。一時期のボディタッチや色仕掛けは鳴りを潜めてくれたし、そういう意味でも安心して付き合える。

　教室を出る。僕の一歩先を歩きながら、そういえばとひまりが聞いてきた。

「今回は手ごたえどうなの、テスト」

「数学がいつもよりできた気がするよ」

「それって、私のおかげ？」

　振り返ったひまりが自慢げに笑う。

「そうだと思うよ。わりと冗談抜きで」

　ひまりは成績が良い。万年トップとは言わないが、安定して上位に居る。

　テスト期間中は図書館デートという体で延々二人、たまに四季咲さんも加えて三人でテスト勉強をしていたが、ひまりに見てもらえて正直めちゃくちゃ助かった実感がある。

　するとひまりは、唇に指先をあてて少し悪戯っぽい表情をした。

「それなら、何かお礼してもらおうかしら？」

「いいぞ。本っ当に助かったからな。何がいい？」

「そうねえ。それなら……東京に、朝イチで並ばないと買えないけど、すっごく美味しいって評判のケーキ屋さんがあるらしいんだけど」

　おっと、思ったより無茶ぶりが来たな？　動揺が表情に出ていたんだろうか。ひまりは僕の顔を見て、くすくす笑った。

「冗談よ。それに、お礼はテストが返ってきてからでいいわ。ちゃんと結果に出てるの、確かめてからで」

「そうか？　なら、それまでに考えといてくれ。……さっきのケーキ屋は、できればなしで頼む」

「はーい」
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　テスト後の解放感を、めいっぱい楽しんだ帰り道。

「そしたら来春ってば——あら？」

　何かに気付いた様子のひまりを追って、視線を動かす。

　深いオレンジ色に染まった空の下、僕ん家のお向かいの家の塀にもたれかかった、水色の髪の制服女子が一人。傍らには、いいヤツそうな自転車が一台。

　ヘッドホンを着けてゲームを遊んでいるらしいそいつは、まぎれもなく衣通だった。

「あいつ、こんなとこで何やってんだ……？」

「アンタの知り合い？」

「あぁ。おーい、衣通ー？」

　ヘッドホンしてるから、声かけても意味ないか。

　と思いきや、衣通はすぐに気付いて顔をあげた。ヘッドホンを外したかと思うと、あっという間に目の前まで駆けてくる。

　その勢いで生じた風に、柑橘系のかすかな香りがそよいだ。

「マイスター、見つけた」

　あと一歩、いや半歩も前に出れば、衣通の身体に触れてしまうほどの距離。そんな至近距離から、シュッとした涼しげな瞳が僕を見上げる。

　いやいや待て待て、近いって。

「ちょっと！　キミ近すぎじゃない!?」

　ひまりの声を気にした風もなく、無表情のまま衣通は言った。




「マイスター、結婚しよ」




　はっ、

「——はぁ!?」

「っるさ!?」

「すごくうるさい」

　思わず声を上げるより先に、ひまりの叫びに鼓膜を貫かれる。み、耳が……！

「達人」

　聞いただけで体温が数度は下がるような、ぞっとする声。

　直後、満面の笑みを浮かべた鬼女に肩をつかまれていた。

「アンタ、この子とどういう関係なの？」

「痛い痛い痛い、関節に指を食い込ませるな！　こいつはただのゲーム仲間だよ！」

「うん。マイスターとノアはゲーム仲間」

「だったらなんで結婚なんて単語が出てくるのよ！」

「僕の方が聞きたいが!?」

　ぎゃあぎゃあと喚く僕らに、衣通は眉ひとつ動かさずに答えた。

「マイスター、最近ゲームセンターに来てくれないから」

　確かに、ひまりとのごっこが始まってから、放課後も休日もデートデートで、ゲーセンに行けるタイミングはほぼなかった。とはいえ、だ。

「それがどう結婚と繋がるんだよ……」

「チームに相談してみた」

　そしたら、と衣通はスマホを取り出して画面を見せてきた。たぶん、衣通が所属しているチームのグループＲＨＩＮＥラインだ。それ、僕らに見せて大丈夫？

　ＲＨＩＮＥラインの中では、「シャパリュ」って人が衣通の相談にこう答えていた。

『いっそ結婚しちゃえば？』

『そしたらずっと一緒にゲームできるわよ♪』

「…………」

　何てこと言ってるんだこの人は。いや、百パー冗談なのはわかる。わかるんだが。

　自分のチームメイトが冗談を真に受けるタイプかどうか、考えてから言ってほしいなぁ!?

「だからマイスター、ノアとけっこ——」

「するわけないでしょ！」

　衣通と僕の間をこじ開けて、眉間に皺を刻んだひまりが割って入る。

　そこで初めて存在に気付いたみたいに、衣通はひまりを上から下までまじまじと眺めた。

「センパイ、誰？」

「私は南殿なでんひまり、達人の……って、先輩？　なんでわかったの？」

「ん。こんな美人な人、同級生にはいない。なら、センパイだと思った。ノアは一年生だから」

「へ、へぇ……美人、ねぇ。へぇ……？」

　真顔で繰り出されるド直球の誉め言葉に、ひまりがまんざらでもなさそうに口元をもごもごさせる。衣通も美少女だし、そんな彼女に美人と言われたら悪い気はしないんだろう。

　気を取り直すように、ひまりが咳払いをひとつ。

「それより。残念だけど、ええと……ごめんなさい、何さんだったかしら」

「ノアは衣通そとおり乃蒼のあだよ」

「残念だけど、衣通さん」

「乃蒼でいいよ」

「……残念だけど、乃蒼さん」

　ひまり、お前律儀だな。

「君と達人は結婚できないわ。だって、達人は私と付き合ってるもの」

　ひまりが僕の腕に抱き着く。衣通に見せつけるみたいに。

「おまっ」

「いいから」

　黙ってなさい、というひまりの鋭い視線に口をつぐむ。

　おまけに頭を僕の肩に預けるようにしてくるもんだから、さらさらの髪が首筋に触れてこそばゆい。

　僕らを交互にまじまじと見つめて、衣通はこてんと首を傾げた。

「付き合ってる。でも、結婚はしてない？」

「……まあ、それはね？　学生だもの」

「付き合うより、結婚の方がランクは上。あってる？」

「ら、らんく？」

「表現はともかく、言いたいことはわからんでもないかな。……まあ、あってるでいいと思うよ。一応は」

　付き合う→結婚する、ってステップアップで考えれば、まあ間違ってはないと思う。

「じゃ、ノアがマイスターと結婚しても問題ない」

「問題ないわけないでしょ！」

　ひまりが衣通へ向けて一歩踏み出して、ずびしと指を突き付ける。

　ランクが上の方が優先されるよね、とかそういう話だったの今の？

「そういうことじゃないんだよなぁ……」

「違う？　残念」

「残念でもなんでもないし、当然よ」

　ふんと鼻を鳴らして衣通をにらむひまり。

　どこ吹く風な様子の衣通は、少し考える素振りを見せた後、何か閃いたようにポンと手を合わせた。無表情な瞳の奥が、一瞬キラッと輝いた気がする。

「じゃ、マイスター。ノアと勝負しよ」

「はぁ？」

　唐突な提案に、僕よりひまりが怪訝な顔をした。

「勝負って、ゲーム勝負か？」

「ん、そう。タイトルはなんでもいいよ」

「……条件は？」

「ノアが勝ったら、マイスターにはノアと付き合ってもらう」

「はいぃ？」

「な、なななんですって!?　そんなの認められるわけないでしょ！」

　黒髪を振り乱さんばかりのひまりに、だってと衣通は涼しい顔で答える。

「マイスターがノアと結婚すれば、ノアはマイスターとずっとゲームできる。でもマイスターはヒマリセンパイと付き合ってるから、ノアと結婚できない。じゃ、まずノアと付き合ってもらえば問題解決」

「してないよ!?」

「してないわよ！」

　僕らの声が、夕暮れの住宅街にハモって響く。

　近くのお宅の玄関が開いて、ご近所さんがすごく怪訝な眼差しでにらんでくるのが見えた。うるさくしてすみません……。

　小さく見開いた目を、衣通がぱちくりさせる。

「してない？」

「してないわよ。なんにも、まったく、全然ね！」

「ごめん、衣通。今日のところは、いったん帰ってくれるか？」

　ひまりの声と顔色が険しくなってきてる。このままだと爆発しかねない。というか、既にちょっと爆発してる。

　それに衣通だって、一日経てば冷静になってくれるかも。

「ん、わかった」

　少しは食い下がられるかと思ったが、思いのほか素直だった。

「じゃあね。マイスター、ヒマリセンパイ」

　戻って自転車に乗り込むと、衣通は風のように走り去っていく。

　僕らの方は、風どころか嵐が来た後みたいな心地だったが。
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「で、あの子とはどういう関係なのかしら？」

　春野菜のスープパスタと、新玉メインのサラダを並べたばかりの食卓の向こう。

　組んだ手にあごをのっけたひまりが、ジトっとした半目で僕を見つめる。そのポーズ、テーブルに肘つけずにやるのしんどくないか？

「言ったろ、衣通はただのゲーム仲間だよ。それより、スープパスタ冷めるぞ」

「……いただきます」

　ひとまず食事を始めたが、それでひまりの気は逸れなかった。

「何がどうなったら、ただのゲーム仲間が『結婚しよ』だの『付き合おう』だの言ってくるわけ？　そもそも、チームって何？　あの子、どういう子なの？」

「あいつ、ゲームのプロチームに入ってるんだよ」

　食卓の端に置きっぱなしのスマホへ手を伸ばす。行儀が悪いけど、説明のためだ。

「ほら、これ」

　ひまりに告白をされた日、衣通に見てと言われた試合のアーカイブを見せる。

　三対三のチーム戦で、画面の両サイドに各チームの選手の顔が映し出されている。右サイドのチーム『キャスパリーグ』は上から、自信満々な顔つきをしたリーダーの女性、鋭い目つきのイケメン、そして——

「右下見てみ。あいつ映ってるだろ？」

「ほんとだ。へぇ……じゃあ、あの子そっち方面じゃすごい子なの？」

「あぁ。たまにそっち系のニュースサイトで、記事に出てたりもするぞ」

「なんでそんな子が、アンタとゲーム仲間になってるわけ？　しかも、あんな……結婚してまで、アンタとゲームしたがるくらい」

「それなんだが……」

「なによ、私には言えない理由なわけ？」

「そういうわけじゃないんだけど」

　自慢みたいで、自分から言うのはちょっと気恥ずかしい。

「僕、あいつに一個だけ勝てるゲームがあるんだよ。バーサスコルブス、ってやつなんだけど」

「なによ、すごいじゃない！　相手はプロやってるような子なんでしょ？」

「って言ってもそれ以外はまず負けるし、『ＶＣ』、っとバーサスコルブスのことな。それだってギリギリって感じだし、ゲーム単位……じゃ伝わらないか。ええっと、一本取られることはあるし」

『ＶＣ』のマッチは二本先取式だから、マッチ単位で見たら負けなしってことにはなるんだけど。

「ギリギリでも、それだけでも勝てることは勝てるんでしょ？　なら、もっと胸張ればいいじゃない」

　ひまりの言うことも一理ある。とはいえ他は勝てないし、唯一勝てる『ＶＣ』でもギリギリってなると、あまり得意にもなるのも恥ずかしい。

「とにかく、あいつが僕とゲームしたがるのは、たぶんそれが理由だ」

「つまり、ライバルみたいな？」

「っていうには、あいつの方が圧倒的に上手いけどな。あとあいつ、あんまり居ないみたいなんだ。あのゲーセンで、一緒に遊ぶ相手」

　僕より先に来てる時とか、だいたいソロプレイかネット対戦しかしてない。

「プロやるくらい上手いんでしょ？　みんな遊びたがるものじゃないの？」

「百負けるってわかってる相手と対戦したがるヤツなんて、そうはいないよ」

　対戦ゲームって、ある程度勝てないと基本楽しくなくなるからな。

　見た目は美少女だし、最初の頃は砂糖に群がるアリみたいな勢いで他のプレイヤーが群がってたんだが。

「それにほら、あいつ表情全然変わらないだろ？　喋るとあんな感じだけどさ」

「もしかして、とっつきにくく思われてるの？」

「たぶん」

　陰口言われるとかではないんだが、ただただ遠巻きに見られがちというか。

「で、アンタはそんなあの子と、よく一緒に遊んであげてると。……ボコボコにされるのが好きなの？」

「ちげーよ協力プレイだよ。たまに『ＶＣ』以外の対戦もするけどさ」

　そんなドＭじゃないんだから。僕だってボコボコにされっぱなしはヤだよ。

　とにかく。

「そういう感じだから、他の人よりも懐かれてるとは思う」

「……アンタってさ」

　そこまで言いかけて、ひまりは唇に指先をあてて黙り込んだ。

　そのまま何も言わずに、スープパスタをフォークにひと巻きして口に運ぶ。

「……スープ、冷めちゃってるかも」

「げっ。話しこみ過ぎたな。皿貸して、温めるから」

　衣通の勢いも、このスープパスタみたいに冷めてくれたらいいんだけどな。
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　翌日の放課後。

　ホームルームが終わった直後の教室に、見覚えのある水色の髪が飛び込んできた。

「衣通？」

　まっすぐ僕の席に向かってきた衣通は、僕の袖をつかんで言った。

「マイスター、勝負しよ」

「勝負って、昨日のアレか？」

「ん、もちろん」

　昨日とまったく変わらない無表情な眼差しは、いっそ純粋無垢なほど。

「ゲームセンターじゃなくてもいいよ。ノア、ゲーム持ってきてるから、そっちでも——」

「ちょっと待ちなさい」

　黒髪ロングをなびかせて入ってきたひまりが、袖じゃなくて僕の手を取る。

「えっ、何？　修羅場？」

「達人、衣通さんにもちょっかいかけてたのかー……」

「ごめんだけど、お前ら今だけは黙っててくれない？」

「っすー……」

　東と荒川を黙らせている間にも、ひまりと衣通は僕の手と袖をそれぞれつかんだままでいる。

「とりあえず、二人とも一回手ぇ離してくれるか？」

「ん。わかった」

「この子はともかく、私も？」

「衣通が意地になってもヤだろ」

　小声でそう言うと、ひまりはしぶしぶな様子で手を離した。

「よし。……衣通、ちょっと待っててくれるか。ひまり」

「なによ」

　衣通に背を向け、怪訝な顔をするひまりに潜めた声で言う。

「勝負。受けちゃっていいと思うんだが、どうだ？」

「なっ……だ、ダメよそんなの！　負けたらどうするの!?」

「いや、ちょっと思ったんだよ。一勝負付き合ってやれば、衣通も気が済むんじゃないかって」

「でも、保証がないじゃない」

「まあ、それはそうだな……」

　ちょっと都合が良すぎる考えかもしれない。子供っぽいからこそ、本気だろうし。

「なら、勝負しなくてもさ。僕がまた時々ゲーセン行くだけでも衣通は」

「ダメ」

　両手をぎゅっと握り締めて、ひまりは首を横に振った。

「それは、ダメよ」

　頑な声に少したじろぐ僕に、ぱたぱた手を振ってひまりは言った。

「ごっこでも付き合ってるのよ？　他の子と遊ぶためになんて、そんなの……」

「……確かに、あんまりよくないか。ごめん」

「ううん。……私こそ、重いこと言ったわね」

　ひまりが顔を伏せる。さらさらと流れる黒髪にすら遮られそうなほど、か細く小さな声で呟くのが聞こえた　。

「……でも、今はあの子に時間をあげられないのよ」

　その言葉が、爪の先でひっかいたみたいな違和感を胸に残す。

　けど、今の言葉について聞いている余裕はなかった。

「行くわよ！」

「おいひまり!?」

　カバンと手首をひまりにつかまれて、そのまま引っ張られるように走り出したから。

「マイスター、待って」

　後ろから、衣通の声が追いかけてくる。
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　シネストアのあるビルの二階。

　閉店したお店のスペースを改装したイベントスペースに、りんご飴の専門店がイートイン付きのポップアップストアを出していた。ひまりがクラスメイトたちから聞いた話によると、女子の間でＳＮＳじゃ話題になっているらしい。実際、ストア内は同世代からたぶん二十代くらいまでの女性客でにぎわっている。うちの学校の制服着てる子も、女子グループからカップルまでちょこちょこ混ざっていた。

　僕らもその一員として、イートインでりんご飴をつついている。

　ちょっとおしゃれな紙皿の上のりんご飴は、小さくカットされていた。

　写真映えしそうな見た目だし、話題になるのも納得だ。

「……りんご飴って、そのままかじるしかないもんだと思ってたよ」

「……」

「ノアもそう思ってた」

　くっつけられた隣のテーブルで、衣通がりんご飴をひょいっと口に運ぶ。

　不意打ちで走り出した僕ら、というかひまりだったが、衣通は普通についてきてしまった。

　で、今に至る。

　りんご飴にはまったく手をつけないまま、ひまりは小さなため息をついた。左手の指先が、テーブルをトントン叩いている。

「……なんでついてきてるのよ」

「誰か居る？」

　きょとんと振り返る衣通。

　ひまりの握り締めたフォークが、りんご飴に突き刺さる。そのまま、りんご飴の刺さったフォークがずびしと衣通を指す。

「誰かって君のこ、ってちょっと何で食べるのよ！」

　ひまりが言い切るよりも先に、衣通が目の前のフォークに刺さったりんご飴を食べてしまう。

　衣通は美味しそうにりんご飴をもぐもぐした後、呆気にとられた様子のひまりへ、こてんと首を傾げて不思議そうに言った。

「だって、ノアの目の前に出てきたから。……食べちゃダメだった？」

「っ確かにそうだけど！　でも『あーん』の流れじゃなかったでしょ！」

「ごめん。じゃあノアの、センパイにあげる」

「へっ？　あ、あぁ……ありがと」

　こっちのお皿へ、ひょいひょいとりんご飴を放り込む衣通。

　一瞬毒気が抜かれたみたいに、ひまりはあいまいな表情でうなずいた。

「——じゃなくて！　なんでついてきたの、って話をしてるのよ」

「だって乃蒼、マイスターとゲームしたい」

「それとついてくるのと、どう関係あるのよ？」

「一緒に居れば、マイスターがその気になったらすぐゲームできる」

「そこまで僕とゲームしたがってくれるのは嬉しいけど、僕がその気にならなかったらどうするんだよ？」

「……？」

　衣通が無言で身体ごと首を傾げる。さてはこいつ、僕がその気にならないことを一切想定してないな？

「ま、まあ何にしてもだよ。どうせ待つなら、ゲーセンで待ってた方がよくないか？　その方が時間潰せるし、お前だって楽しいだろ？」

　ひまりが、「そうだそうだもっと言ってやれ」とでも言わんばかりの顔をする。

　衣通が表情はそのままで、ほんの少し頬を膨らませた。

「マイスターの居ないゲームセンター、あんまり楽しくない。それならマイスターと一緒の方がいい」

「…………」

　何か思うところがあったのか、ひまりがふと目を細めた。

　ここまで言われると、僕もついてくるなとはちょっと言いにくくなる。そもそもごっこでも付き合ってるからと言って、必ずひまりと二人きりで過ごさなきゃいけないってわけじゃないんだよな。お昼とかは、今でも別々だし。

　たまに三人になるくらいなら、まぁいいんじゃないかと思ってしまった。
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　それからも——

「マイスター、勝負しよ」

　衣通は放課後になるたび現れ、

「ねぇねぇねぇ、勝負しよ。それかゲームセンター行こ」

　最初は熱心に勝負をねだっていたのが、

「今日はどこ行くの？」

　いつのまにか目的が変ってきたようなところがあって、

「ヒマリセンパイ、このお店のパフェ美味しいよ」

　いつのまにかひまりにも懐き始めていた。一方的に、だけど。どんな形にせよ構ってくれてはいるのが、嬉しいのかもしれなかった。







　そんなことが続いたある日の放課後、おしゃれな喫茶店のテーブル席で。

　カップル限定って触れ込みのカロリーの化身みたいなデカいパフェを前に、ひまりはテーブルに拳を振り下ろした。うるさくないように、そっと。

「——おかしいでしょ！」

　隣の席でこれまたデカいパフェをつつきながらゲームをしている衣通に、手にしたスプーンでびっと指す。スプーンの先は、わなわなと震えていた。

「どうして普通に隣で一緒に食べてるのよ！」

「このお店紹介したの、ノアだよ」

「それは感謝してるけど！　……たまになら大目に見てあげようかとは思ってたけど、もう我慢の限界だわ」

　振り返ったひまりの額には、青筋が浮かんでいた。

「達人」

「は、はい」

　答える声が思わず上ずる。

「今すぐ勝負しなさい、乃蒼さんと」

「ふぉんひょ？」

　ちょうどスプーンを口にくわえたところだった衣通が、身を乗り出して振り向く。

　衣通の期待に満ちた目と、つりあがったひまりの目を交互に見る。

「ひまり、いいのか？　この間は、もし負けたらって」

「アンタが勝てば万事解決でしょ！　さっさと勝負して、コテンパンに負かしてやりなさい！」

「コテンパンってお前な……」

　勝ててもギリギリだって言ったろ、この間。

「それから乃蒼さん！　君が負けたら、こっちの言うことも聞いてもらうわよ！」

「ん、いいよ。何？」

「君が負けたら、もう金輪際私と達人のデートの邪魔はさせないから。……少なくとも、一学期の間は距離を置いてもらうわよ。付き合うこととのトレードなら、これくらいは飲んでもらわないと。でしょ？」

　微妙に譲歩したな。僕らが付き合うのは一学期の間だけだし、そう考えると妥当……なのか？

　けど、衣通はどう答える？

　目を向けると、彼女は何の気負いもない様子で素っ気なくうなずいた。

「ん、わかった」
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　そして僕らは今、いつものゲーセンに居る。

　たまたま今日もゲーセンに居た荒川が、声をかけてくる。

「ね、これどういう状況ー？」　

　視線の先には、腕組みしてピリピリとした雰囲気を放つひまりが居る。この時点で珍しいのに、その対面にいるのは相変わらず無表情な衣通だ。まるで二人が戦うみたいに見えるし、荒川が興味を惹かれるのも当然だろう。まあ、実際戦うのは僕なんだが。

「南殿さんが居るの珍しくない？　っていうか初めてじゃないー？　何があったの？」

「まあ、色々とな。……荒川、骨は拾ってくれ」

「よくわかんないけど、わかったよー」

　荒川の肩を軽く叩いて、一歩前へ。深呼吸して腹をくくって、僕は衣通を見た。

「タイトルはどうする？」

「ヒマリセンパイが決めていいよ」

「えっ、私？」

　意外な答えに、ひまりは自分を指差して目を丸くした。

「言っとくけど、私に決めさせたら達人が得意なヤツにするわよ？」

「ん、それでいい」

　こともなげにうなずく衣通。

「マイスターはこのゲームセンターに来る人たちの中では、かなり強い方。でも、ノアのフィールドなら、勝つのは絶対にノア。それはマイスターもよく知ってるはず。だから、これは正当なハンディキャップ」

　プロのプライドとか、僕を見くびっているとか——基本勝てないのは事実なのはおいといて——そういうのとは全然違っていた。

　衣通の声は、とても平坦だった。当然の事実を、そのまま口にしているだけ。そんな雰囲気だった。

「わ、わかったわ」

　かえって気圧された様子のひまりが、チラリとこっちを見る。

　僕は何も言わずに、ひとつうなずいた。

「なら、遠慮なく決めさせてもらうわね。ええっと、バーサスコルブス？　だったかしら。それで勝負してもらうわ」

「ん、わかった」

「あぁ」

　これで勝負が成立するラインには立てた。

　あとは、どこまでやれるかだ。

　バーサスコルブスの筐体がある島へ行き、衣通と向かい合わせに座る。

「南殿さん、そこのモニターに対戦の画面が出るよー」

「ありがと。じゃあ、ここで見させてもらうわ」

　島のすぐ脇にある、ギャラリー用のモニター前にひまりと荒川が陣取った。

「いつもの形式でいいな？」

「ん、それでいい」

　衣通がヘッドホンを装着した。『ＶＣ』の筐体には、自前のヘッドホンを接続する用の端子がある。

　コインを入れて、プレイヤー情報をカードで読み込み。登録済みの機体データを呼び出して、そのまま選択。

　いつも通りの、軽量格闘カスタム機体。

　試合前のカスタマイズもできるが、そのまま準備を完了する。

　衣通も準備を終えたのか、すぐに一ゲーム目の開始演出が始まった。

　ランダムに選ばれた廃墟地帯のステージをバックに、それぞれの機体が大写しになる。

　衣通の機体は、こっちも普段よく使っている重量型の砲戦機体だった。髪と同じブルーにペイントされたシルエットは、良い意味でおもちゃっぽい。

　操作画面に切り替わってカウントが始まる。

　——三、

　——二、

　——一、

　スタート！

　距離を詰めるのが第一。ブースターを噴かせ——

「っ!?」

　バッタみたいな勢いで駆けていく機体に動揺した。

　衣通が撃ってきたミサイルをかわそうとしても、機体が速すぎて逆に回避のタイミングがズレる。

　ミサイルが直撃、耐久力がめりめり減っていく。

　レバガチャで即座に硬直から復帰し、もう一度ブースター。一気に射程内まで近づいたところで、

「っだぁ！」

　行き過ぎた。衣通側は当然距離を取ろうとするから、行き過ぎてしまった隙はそれだけで致命的だった。

　まずいまずい、これはまずい。

　しばらく触ってなかったせいで、機体のスピードに操作が追い付かなくなってる！　

　ロボットアニメでたまにあるみたいな、機体の性能についていけずに振り回されるパイロット。今の僕はまさにそれだ！

　焦ってますます操作がブレる。その間にミサイルやレールキャノンを浴びせかけられ、僕の機体はあっという間に半壊状態まで追い込まれる。

　懐に入りさえすれば。その一心で距離を詰める。

　操作が追い付かないなりに、ステージに点在する廃墟を壁になんとか近寄る。

　そうして辛うじて後ろへ回りこんだところで、ビームランスのチャージ攻撃を起動した。

　チャージ攻撃の突進に本体の速度が加わり、ものすごい勢いで距離を詰め、

「あっ……」

　

　ひまりの呆けた声が聞えたと思った時には、僕の機体は爆散していた。




　肉迫したところで、衣通の迎撃武器を正面から喰らってしまったんだと悟る。

「達人……」

　ひまりのか細い声が聞えたけど、今はそっちを見る気にはなれなかった。

　二ゲーム目のカウントダウンが始まる。やかましいゲーセンの環境音の中で、その音だけがやたらうるさく聞こえた。

　二、

　いきなり後がなくなった。

　一、

　衣通は、実際どこまで本気なんだろう。この勝負に勝ったら、ほんとに僕と付き合う気なんだろうか。

　だとしても、それでひまりと付き合う前と、どれくらい変わるんだろうか。ゲーセンに行く頻度が、多少増えるくらいなんじゃないのか。

　今さらみたいに、この勝負にどこまで本気で臨めばいいのかがわからなくなった。

　スタートの瞬間、それでも手は自然とコントローラーを操作していた。

　相変わらず、機体の速度に操作は追いつかない。ミサイルを、レールキャノンを、手持ちの武器をぎこちなくかわしながら距離を詰める。

　避け切れずに削れていく体力は、接近するまで持つかどうか。

「やべっ」

　漫然と噴かせていたブースターが、エネルギー切れを起こした。

　その隙にレールキャノンを撃ち込まれ、機体が硬直する。

　追撃を食らえば、たぶんこのまま負ける。反射のレバガチャが、間に合うかどうか。

「っ……！」

　その時、ひまりが息を呑むのが聞こえた。気のせいだったかもしれない。

　ゲーム中だっていうのに、僕の視線は一瞬だけひまりを見ていた。

　祈るみたいに、胸の前で両手を組んでいた。指の関節が真っ白になるくらい強く。濡れた瞳が、くしゃっと揺れている。

　なんで、そんな顔するんだよ。

　これに負けたら、もう全部おしまいみたいな。

「そんな顔、するなよ」　

　——そんなの見たら、負けるわけにはいかなくなるだろ。

　硬直が解けるのと同時に、ブースターが回復。

　ミサイルが着弾する寸前にブースト、追ってくるミサイルは機体の切り返しで空振らせ、そのまま接近する軌道を取る。

　衣通の機体がブースターを噴かせ、視界から消えた。

　レールキャノンの発射音が聞こえる。他のゲームの音は、まったく聞こえなくなっていた。

　ブーストしてキャノンを避けながら、右腕と左肩のマシンガンを連射して、少しでも削りを入れながら接近。

　もう一度ブースターを噴かせて、側面から一気に距離を詰める。

「だめだよ染井、それじゃ——」

　荒川の声と、衣通の機体の軸合わせの動きが重なる。

　迎撃武器を振りかぶるのが見えた瞬間、僕は右腕と左肩の武器をパージ。チャージしておいたランスを起動した。

　爆発よりも一瞬速く、パージで通常の限界以上に加速した機体が衣通の背後に回り込む。

　右肩の自動機銃を起動しながら、即座に機体を切り返してキック。硬直したところに右腕のパージ後パンチを撃てなくなるまで撃ち続ける！

　——ブゥン。

「っ！」

　耳の奥に響くような嫌な音を捉えて、僕は機体を後退させる。

　迎撃武器のチャージ攻撃、円形の爆発が炸裂した。

　——が、ギリギリ遠い！

　弱判定のエリアに辛うじて退避した機体に、ダメージはほとんどない！

　その間に、ランスの再チャージは済んでいる。

　爆発に紛れて後退する衣通の機体に、もう一度ランスで飛び込む。旋回に合わせて軌道を変えて、ギリギリで喰らいつく！

　ランスの多段ヒットで拘束している間に、回復したパンチと自動機銃を叩きこむ。

　耐えきった衣通が後退した瞬間、さらに自動機銃とランスをパージしてブースト！

　限界まで軽くなった機体でパンチを一発押し込んだ隙に、最初にパージした右腕のライフルを拾い上げ、チャージ。

　タイムアップ一秒前に、チャージショット発射。

　そして、命中と同時にタイムアップ。　

　爆散はさせられなかったが、耐久力の残パーセントで僕の判定勝ちになる。

　その表示を見た途端、ゲーセンの環境音が耳に戻ってきた。

「っ、ふうー……」

　生まれて初めてじゃないかってくらい、大きく深く息を吐きだした。息が熱い。心臓がバクバクする。

　環境音に混ざって、ひまりと荒川の声が聞えてきた。

「ね、ねぇ荒川くん見た!?　見たでしょ!?　達人が勝った！　勝ったわ！」

「見てる見てるー。これで三ゲーム目にもつれこん、ちょっと落ち着いて南殿さん、そんな肩ゆすらないで回る回る目が回る」

　二人の方は見ないまま、三ゲーム目に備える。

　今ので感覚は取り戻せた。パージ戦法は二度も通じないだろうから、次は小細工抜きだ。

　そしてカウントダウンが始まり、三ゲーム目の火蓋が切って落とされた。
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　頭上からのランスチャージが衣通の機体を捉えた。

　怯み拘束に合わせてトリガーした自動機銃とマシンガンの一斉射撃が、残りわずかな耐久力を根こそぎに吹っ飛ばす。

　衣通の機体が爆散し、僕の画面に『ＹＯＵ　ＷＩＮ』の六文字が躍った。

　三戦目の間、ずっと詰めていた息を吐きだす。

「勝った……」

　コントローラーを掴んだまま、ゲーセンの天井を仰ぐ。身体の時間が急に動きだしたみたいに、全身から汗がどっと吹き出すのを感じた。

「達人ぉッ！」

「うわっ!?」

　ひまりの声が聞えたと思ったら視界が真っ暗になって、柔やわくてあったかいものに、それにふんわりした甘い香りに包まれた。

　あ、あの、ひまり？　ひまりさん？

「わぁー、南殿さん大胆だねー」

「勝った、勝ったわ！　よくやったわ！」

　くぐもって聞こえる弾んだ声。そのたびに顔に押し付けられる柔らかい感触と甘い香りに、勝利の余韻は吹っ飛ぶし顔というか頭が熱い。　

　頭くらくらしてきた。どかしたいけど、下手に手ぇ動かしたら変なとこ触りそうで怖い！

「マイスター」

　衣通の声がして、視界がパッと光を取り戻す。

　僕の真上で、ひまりが微かにうつむくのが見えた。

　茹ったみたいに熱くなった頭を手うちわしながら、声の方へ顔を向ける。

　相変わらずの無表情のまま、ヘッドホンのイヤパッドを掴むみたいにした衣通がそこに立って、僕を見下ろしている。

「今日のマイスター、今までで一番強かった」

　衣通の口の端が、震えるみたいに持ち上がった気がする。

「楽しかった」

　言葉とは裏腹な、いつにもまして平坦な声。

　自分の筐体に戻ろうと背を向けた後ろ姿は、見るからに肩を落としていた。

　あぁ、そうか。

　僕が勝ったということは、衣通は少なくとも一学期の間、距離を置くことになるわけで。

　そんな衣通を、ひまりは腕組みしてじっと見つめていた。

「なぁ」

「ねぇ」

　ひまりと声がハモった。

「……お先にどうぞ？」

「お前からでいいよ」

「……私、アンタがゲームセンターに行ってることは知ってたけど、何やってるのかとか全然知らなかった。ゲームセンターに居る時のアンタが、どんな風なのかも」

「それで？」

「今日の見てて、思ったのよ。ゲームに集中してるアンタ、カッコいいなって」

「急に何言いだすんだよ」

　むずむずするだろ。

「それでね、ちょっと考えたわけ。たまにはゲームセンターもいいなあって」

「……つまり？」

　ひまりは筐体の方を見て言った。和らいだ目つきで、柔らかい声で。

「アンタがゲームセンターに来る時間も、大事にしなきゃねってこと。なるべく私もついてくけど、それはいいわよね？」

「でもお前、僕がゲーセン行くの……」

「別に、それ自体が嫌だったわけじゃないのよ。それに、アンタのカッコいいところが見られるなら、悪くないかなって」

　それからひまりは、衣通の方へ歩いていった。椅子に座ってる衣通に目線を合わせようとしたのか、ひまりはそっとその場にしゃがむ。

　それからまた、柔らかい声音で。

「ねぇ、乃蒼さん。これからは、私も達人と一緒にここに来ていいかしら」

　ガタッと、たぶん椅子が揺れた音。

「うん」

　衣通の声が聞える。筐体の陰になっているから、衣通の表情はわからない。が、声のトーンが少し高い気がした。

「あと、ごめんなさい。君が達人と遊びたいのだって当然なのに、ムキになっちゃって」

「大丈夫、気にしてない。……それに、ノアもセンパイたちのデート邪魔しちゃった。ごめん」

「いいの、気にしないで。あと……」

　ひまりの柔らかい声が、筐体越しに聞こえてくる。

「これからは、乃蒼って呼んでもいい？」

「うん。ノアもそっちのがいい。——そだ」

　声を弾ませた衣通が、バッと立ち上がって僕にぺこりと頭を下げる。

「マイスターもごめん」

「気にするなよ。僕がもっと早くに、バシッと話してればよかったんだ」

　ひまりが嫌がってたのは確かだけど、さっさと説得してれば早々に丸く収まってたんじゃうわっ!?

「冷たっ！」

「あはは、びっくりしたー？」

　心臓止まるかと思った。

　いつの間にか居なくなっていた荒川が、瓶コーラを四本持って戻ってきた。

　……待って？　右手と左手の人差し指、中指、薬指で二本ずつホールドしてるのすごくない？　瓶だよ？　指の保持力どうなってんの？

「というか、その瓶コーラ何？」

「いい試合見させてもらったし、ぼくからのおごりってことでー」

　そう言うと、荒川は一本を僕の手元に置いた。

「サンキュ」

　ご丁寧に開栓済みの瓶コーラを一口飲む。炭酸の弾ける爽やかさが喉を通り過ぎていくと、全力のマッチを終えて疲れた身体に、エネルギーが注がれていくみたいだった。

　何故かは知らないけど、瓶のコーラって缶やペットボトルより美味しく感じるんだよな……。

「南殿さんとー、えっと、衣通さんもどーぞ」

「あら、ありがと」

「ありがと」

　ひまりと衣通が乾杯したのか、瓶をぶつける澄んだ音が耳に届く。そのまま、二人が雑談に花を咲かせ始める声が聞えてきた。

「そだ、ヒマリセンパイはゲームする？」

「私？　私はゲームはしない……というか、機械音痴過ぎてできないのよね。でも、達人や乃蒼がゲームしてるところを見るのは楽しいなって、今日思ったの」

「つまり、ヒマリセンパイは実況動画派？」

「じ、実況……？？？」

　ひまりが戸惑っているのが、声だけでわかった。実況って言われても、かろうじてスポーツが浮かぶくらいだろうしなあ。

「ごめんなさい、よくわからなくて……」

「じゃあ、ノアのオススメの人教える。『ＶＣ』だったらこの電気棺でんきひつぎさんって人が——」

「あ、ちょ、ちょっと待ってくれない!?」

　そうやって、ひまりはしばらく衣通のオススメ実況者語りを聞かされていた。







　しばらくして、ようやく衣通から解放されたひまりが、ちびちびとコーラを飲みながら戻ってくる。

「そういえば言ってなかったわね」

「何が？」

「おつかれさま」

「そういえばそうだっけ」

　ひまりの差し出した瓶に、自分の瓶を軽くぶつけた。炭酸が弾けるのと同じくらい爽やかな音が、僕らの耳を通り抜けていく。

「それにしても、達人？」

「今度は何だよ」

　にまぁ。

　ひまりは満面の笑みを浮かべると、屈んで僕の顔を覗きこんだ。

「ゲーム中、私のことチラッと見たでしょ」

「……いや？」

　うわ、気付かれてた。思いだすと急に恥ずかしくなってきて、背中がむずがゆく……。

　思わず目を逸らした僕に、ひまりは立ち上がってふふんと胸を張る。ちょっとひまりさん、貴女でかいんだから、胸張ると圧が凄いんだから。

「その後、あのすっごい逆転劇でしょ？　私の顔見て、あんなやる気出しちゃうんだから——」

　どむ、と頭のてっぺんから首にかけて、重たい衝撃が走る。

　その正体は、頭の上にどっかりと乗せられた柔くて重いものだった。

「アンタ、やっぱり私のこと大好きよね♪」

　弾けるコーラみたいな、爽やかで甘い声。

　ゲーセンの喧騒の中で、囁くようなその言葉はやたらとはっきり聞こえた。頭の上から発されたはずなのに、まるですぐ耳元で告げられたみたいに。

「……言ってろ」

　そりゃ、大事な幼なじみなのは確かだし。

　背中と頭がむずがゆくなってきて、重たいものから逃げるように椅子から立ち上がる。

　振り返ると、ひまりは妙に凪いだ印象の穏やかな顔つきをしていた。その時何故か思いだしたのは、衣通が最初に教室へ来た時のひまりの微かな呟きだった。

　時間をあげられないとか言ってたけど、何だったんだろアレ。……今の「ごっこ遊び」が一学期が終わるまでだから、そのことかな？

「どうかした？」

　視線に気づいたひまりに、僕は「いや」と首を振った。

　まあ、今聞くことでもないか。
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　乃蒼とのことがあってから、私は悩んでいた。

　ズレてるけどまっすぐ達人にぶつかってきたあの子を見ていたら、来春のサインで、つまり物で釣って今の関係を保っている自分が、ひどくズルいような気がして。

　……ううん、気がするんじゃない。実際ズルいのよ。

　黒くてもやもやしたものがこみ上げてきて、思わず胸を押さえる。

　少し、息苦しい。

　もう時間がないからって、物で釣って。そのうえ、「ごっこ」なんて予防線まで張って。

　そんなだから、いつまで経っても達人は私のことを好きに——

　違う。

　自分自身の耳にさえ、届かないくらいの呟き。違う。違う。そうじゃない。

　そうじゃない、はず——なのに。

　……こんなだから、いつまで経っても達人は、私のことを好きだと認めてくれないのかも。

「——さん」

　でも、どうすればいいのかしら。

　指先が、桜のヘアピンに伸びていた。悩んでいる時、不安な時、気付くといつもこうしてしまっている。

「——んさん」

　本当はわかってる。こんなこと、もう辞めにすればいいだけで。

「南殿さん」

「はいっ!?」

　頭上から降ってきた苛立ち混じりの声に、身体がビクっとなった。ヘアピンから電流でも走ったみたいに、反射で指先が離れる。

　錆びた蝶番みたいにぎこちなく視線を上げると、数学の先生が私を見下ろしていた。眼鏡の奥の、ただでさえ三角定規みたいに鋭い目がますます鋭くなっている。

　静まり返った教室の中、同級生たちの「あーあ」って感じの憐れむような視線が痛い。

　梅雨入りを告げる雨が窓を叩く音が、じわっと熱を持った耳に反響する。

「どこか具合でも？」

　隠しきれないしかめ面で、それでもいきなり怒られたりしなかったのは、普段真面目にやってるおかげかしら。

「……すみません、少し頭痛がして」

「そうですか。ひどいようなら、無理せず保健室に行ってくださいね」

　大げさなため息をひとつこぼして、先生は教壇へ戻っていった。

　内申とかどうでもいいし、もう意味もなくなっちゃったけど。優等生やってると、こういう時は楽でいいわね。

　黒板にチョークが走る、短く硬い音が何度も教室に響く。

　自分の額を自分でこづくと、私は誰にも聞こえないようなため息をこぼした。

　何やってんのよ、私。

　授業中はちゃんと集中……あぁでも、もうその必要もないのかしら。

　それでもノートを取る手が動くのは、優等生してきた身体に刻み込まれた、ルーチンみたいなものなのかもしれない。
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　教室よりも遠く雨音が聞こえている、カフェなんて名ばかりの自販機前ラウンジスペース。

　お弁当箱の蓋を開けると、今日はから揚げの南蛮づけだった。普通のから揚げよりもさっぱり食べられていいのよね、これ。

「ヒマリセンパイのお弁当、今日も美味しそう」

　斜向はすむかいの椅子に座った乃蒼が、物欲しそうな目で私のお弁当を見つめてくる。

　ゲームセンターの一件以来、何故か私まで乃蒼に懐かれてしまっていた。いや、その前からだったかしら？

「ふふん、から揚げ一個ならあげてもいいわよ？」

「ほんと？」

　乃蒼の背筋がピンと伸びて、その勢いが乗ったみたいに声が弾む。

　表情がかわらないだけで素直だし、声や仕草に気持ちが出てて可愛いし、懐かれて悪い気はしない。後輩っていう以上に子供っぽいし、妹ができたみたい。

「来春も食べる？」

「んー……。染井くんのご飯は気になりますけど、もらうとこっちを残しちゃいそうですから。交換できるおかずもないですし」

　私の隣に座った来春が、サンドイッチの袋を振る。私のお弁当の半分もボリュームなさそう。来春ってば、よくこれでお昼持つわよね。

　乃蒼がハッと小さく口を開けて、目を瞬かせた。

「ノアもノアのご飯、ヒマリセンパイにあげなきゃ」

「いいわよ別に。そもそも、アンタだっておかずはないじゃない」

　言って、私は乃蒼のお昼ご飯に目を向ける。

　乃蒼の手元には、ビッグサイズのカップ麺がひとつきり。

　このところ学校では毎日お昼を一緒してるけど、乃蒼がカップ麺以外のものを食べてるところは見たことない。食生活大丈夫なのかしら、この子。

「そうだった、失敗」

「というか乃蒼ちゃん、カップ麵以外のご飯も食べた方がいいですよ？　確かに楽で美味しいですけど、身体悪くしちゃいます」

「大丈夫、家では果物も食べてる」

「デカ盛りのカップ麺と果物の組み合わせ、むしろ糖質ヤバくならないかしら」

　その食生活で、どうやってそのスラっとした体つき維持してるの？

　とりとめのない話をしながらご飯を食べていると、ふと来春が言った。

「そういえばひまりちゃん、頭痛の方は大丈夫なんですか？」

「ヒマリセンパイ、頭痛いの？」

　カチ、カチ。手元のお箸が、何もない所を二度ほどつかむ。

「ああ、数学の時の？　あれホントは、ぼーっとしてただけ。ま、梅雨入りしたせいね」

　私は努めて笑顔で答えた。

　あんな話、二人にできるわけがない。来春はあの事・・・は知ってるけど……。

「それならいいんですけど。ひまりちゃんが授業中にうわのそらなんて、珍しいですから」

「大丈夫、ノアなんて授業中しょっちゅうぼーっとしてる。ちょっとくらいきっと平気」

　なに親指立てて得意げに言ってるの、この子。

「乃蒼ちゃんは、もうちょっと真面目に授業受けましょう？　あたし色々心配になってきました」

「追試とか補習とか、気をつけないとプロ活動にも響くわよ」

　麺をすすろうとしてた、乃蒼の動きがピタっと止まった。ふっと目をそらして、

「追試……補習……頭が痛い……」

　もうダメじゃないの。

　目を伏せた来春が小さく首を振ると、淡い色をした二つ結びの髪もつられて揺れた。乃蒼の方に身を乗り出して、優しく言う。

「大丈夫ですよ、期末試験で挽回しましょう。ね？」

「うん……」

「ちなみに、中間テストの結果って」

「忘れた」

「嘘ですよね、今目を逸らしましたよね」

「わ、忘れた……」

「乃蒼ちゃん？」

　言動で察しがついているからか、乃蒼を詰める来春はどこか悪戯っぽい目つきをしていた。この二人も、すっかり仲良くなったわね。

　そんな二人のやり取りを聞き流しながら、私は少し考える。

　さっきの授業でぼうっとしてしまった原因、自分のズルさについて。

　物で釣るなんて辞めればいい。

　それはわかってるんだけど、でも最初に自分から持ち出したことだから、「やっぱなし」なんて言うのも、それはそれでズルいというか、達人に対して不義理な気がする。

　そんな時、来春がため息まじりに呟く声が聞えた。

「ごほうびでもあれば、乃蒼ちゃんもちゃんと授業を受けられるんでしょうか」

　ごほうび。

　頭の中で、回路が繋がるみたいな感覚。

　そっか、その手があったわ。ちょうどあったじゃない、ご褒美の口実になりそうなこと。

　あとは、ごほうびそのものの調達よね。

「ごほうび……スキンが出るまで回せる石が欲しい……。この間のファイトマネー溶けた……」

「何の話ですか？」

「ねぇ、来春」

「どうしました？」

　振り向いた来春と目が合って、すこしソワソワした。お箸を持つ手に、少しだけ力が入る。

　親友相手とはいえ、ううん、だからこそ？　気が引けてしまうけど。

「サインくれない？」

「へっ？」

　来春の小さな口から漏れた声は、裏返りかけていた。それを恥ずかしがるみたいに口元を左手で覆うと、何度も瞬きしながら聞き返してくる。

「サイン、ですか？　あたしの？　つまり……色宮ペンネームの？」

「うん、来春の。あっ、欲しいのは私じゃなくて、いやでもこれって私が欲しいのかな。ええと……」

　人にあげるサインが欲しい、なんて言っていいものか。口にしてからそんなことを考えて、私はしどろもどろになってしまう。

　すると来春が、はっと指を立てる。

「もしかして、染井くんにですか？」

「え、えぇ。察しが良くて助かるわ」

「ひまりちゃんがあたしにサイン頼む理由なんて、染井くんくらいしかないでしょう？　ひまりちゃん、そういうのには興味ない方ですし」

　来春の言う通りで、私はサイン入りグッズとか、そういうのにはあまり興味がない。

「はい」

　乃蒼が手を挙げた。カップ麺は、いつの間にか食べ終わっている。

「なにかしら。……の前に、口元汚れてるわよ。ちょっと顔貸しなさい」

「ん」

「はい、キレイになった。で、何？」

「ん、ありがと。マイスターがコハルセンパイのファンって？」

　さっき挙手した姿勢のまま、乃蒼はこてんと首を傾げた。なんかフクロウみたいね。

「そういえば、乃蒼ちゃんには話してませんでしたっけ。あたし、色宮しきみやって名前で一応作家やってるんです」

「そ。で、あいつ結構なファンなのよ。ちょっとめんどくさい感じだけど」

「ストイックな姿勢はあたし嫌いじゃないですよ？」

「作家」

　そこだけ繰り返した乃蒼は、咀嚼するみたいな間があってから、少しだけ目を見開いて来春を見た。

「コハルセンパイ、凄い」

　視線と同じくまっすぐな乃蒼の称賛に、来春がおさげをいじって「あはは」と笑う。あら、照れてる。

「乃蒼ちゃんに言われると、なんだか照れちゃいますね」

「ジャンルが違うだけで、どっちも凄いのは一緒よね」

　しかも、二人とも学生しながらだし。

「ノア、普段ゲームのノベライズとかしか読まないけど読んでみたい。タイトル教えて」

　スマホを手に身を乗り出す乃蒼の圧に負けて、来春がちょっとのけ反り気味に身体を引く。両手で軽く乃蒼を制すみたいにしながら、来春はほんの少しだけ首を傾げて笑った。

「えーっと、『ウォーロックの円盤』っていうファンタジーもので……一応、今二巻まで出てるんですけど」

「わかった」

　乃蒼の指先が、ものすごいスピードでスマホを操作する。ちょっと間があって、そこの自販機とか、スーパーとかでたまに聞く声がした。達人もさせてたような……電子マネーの決済音だったかしら。

「買った」

「は、早いですね？　一巻のお試しも電子書籍で一応あるんですけど……」

「そんなんだからファイトマネー溶かすんじゃないの？」

「ヒマリセンパイ、事実陳列罪は重罪」

「何よその罪。……あら？」

　履き古した靴のソールに、石が食い込んだ時みたいな違和感。

　さっき来春が言ったタイトル、二作目だったような。

「どうかしました？」

　来春の視線に、私はなんでもないと首を振る。今走ってるシリーズの方が見つけやすいし、別におかしなことでもないかしら。

「そうですか？　っと、そうそう。サインの件ですけど」

「そうだったわね。で、どうかしら？　やってくれる……？」

　来春の細くて繊細そうな指先が、こめかみをトン、トンと叩く。二回目のトンでこめかみに留まった指先は、たっぷり数秒経ってからそこを離れた。

「いいですよ」

「ほんと？」

「よかったね、ヒマリセンパイ」

　うなずいた来春が、でもと二本指を立てる。

「二つ条件があります。それで良ければ」

「テスト勉強に付き合うとか？」

「それは魅力的ですけど、違います。まず、サインはひまりちゃんからではなく、あたしが直接渡すこと。それから、その場はあたしと染井くんの二人だけにしてほしいんです」

「一つ目はともかく、二つ目は……？」

　そう言う私がどんな顔をしていたのか、来春はくすっと胸に顔をうずめるみたいに笑う。

「安心してください、ちょっかいかけようなんてつもりはありませんから」

「わ、わかってるわよ」

　いくら私でも、来春がそんなことするとは思わないし。

「ちょっかい？」

「乃蒼はわからなくていいわよ」

「ほら、染井くんってあたしとあんまり話してくれないじゃないですか」

「そうね」

　幼馴染の親友だからって一ファンが気安くー、とか何とか言って、来春が居ると急に口数が減るのよね。

「でも、やっぱりあたしとしては気になるわけですよ。親友の幼馴染兼自分のファン、さらに兼親友の彼氏となると。それで、一度くらいしっかりお話してみたいなと」

「二人きりなら、話しをせざるを得ないだろうってこと？」

「そういうことですね」

「わかったわ。私からは問題なし」

　ひらっと手を振って答えると、来春は目を細めてしっとり微笑む。同性の私から見ても、胸がぞくっとする蠱惑的な、だけど一番素の笑顔。

「……おぉ」

　乃蒼も見惚れてるし。

　そういう子じゃないのは知ってるけど、やたら不安を誘うのよね。この笑顔だけは……。

「では、そういうことで。場所を決めたら、また後で連絡しますね」

「えぇ、お願い」

「そうだ、コハルセンパイ」

「なんですか？」

「ノアもサインほしい」

「言っておきますけど、あたしのサインってそんな大した価値ありませんからね？　末席も末席、書店の棚の賑やかし程度ですからね、あたし」

「……ぷっ」

　二人のやり取りに、私は小さく吹き出してしまった。
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　朝から降り続いていた梅雨入りの雨の音は、夕飯を済ませる頃になると聞こえなくなっていた。

「四季咲さ……色宮先生のサイン？」

　冷凍室を漁るひまりが言ったことに、僕は耳を疑った。

「そ。明日もらえる手はずつけてきたから。サインしてもらうものは、アンタの方で持ってきてほしいって」

「……」

「……何よその顔、嬉しくないの？」

「いや、嬉しい。嬉しいが……いいのか？」

　本当にもらえるのかという驚きもあったが、それだけじゃない。

　四季咲さんのサインがもらえるのは、僕がひまりのことを好きだと認めずに——そもそも好きなわけじゃないが——一学期の終わりを迎えたらって話だったはずだ。

　今は六月上旬。一学期が終わるまでは、まだ一か月と少しある。

　……ひまりが諦めてくれたっていうなら、僕はそれでも構わないんだが。

　そんな僕の考えを見透かしたみたいに、ひまりはアイスの袋で僕の頬をつついた。

「冷たっ！」

「勘違いしないでよ。これで終わりってわけじゃないんだから。はいこれ」

「さんきゅ。じゃあなんでだよ」

　アイスを受け取って、僕は食洗器のスイッチを入れた。機械の駆動音がして、中の食器に水が勢いよく吹き付けられる音が続く。

「気が変わったのよ。乃蒼との勝負の時、アンタはがんばってくれたし？　だから、ごほうびあげないとなって」

「それで前倒しってわけか？」

　まぁ、ひまりがそう言うならいいのか？

「今くれるっていうなら、ありがたくもらうよ。実際、欲しいのは欲しかったし」

　……色宮先生のサインか。

　噛み締めるみたいに心の中で呟くと、ちょっとずつドキドキしてきた。

　そりゃまあ同級生だし幼馴染の親友だし、ひょっとするとお願いしようと思えばできたのかもしれない。が、こっちからお願いしに行くのは図々しいし、かといって公式からのそういう機会はなさそうだし、チャンスなんてないもんだとばかり思っていたから。ひまりに今回の交換条件として切り出された時も、実際のとこアテにはしてなかったし。

　ひまり経由って時点で、ズルい気はしなくもないが……。

　ダメだ、どんどんドキドキしてきた。落ち着こう。

　深く息を吸って、息を止める。そのまま数秒呼吸を止めて、大きく息を吐きだす。

　よし、これで落ち着い無理ですね、全然落ち着かないやこれ。

「アンタそれ、アイス溶けるわよ」

　ひまりの声に、僕は自分がアイスの袋を握り締めていることに気付く。感触が既にちょっと柔らかい。

「ごめん、ひまり。僕帰るわ」

「えっ、なんでよ。アイスは？」

「また今度もらうよ。ちょっと……ちょっとダメだ、今すぐ本棚に向き合いたい」

「本棚？　どういうこと？」

　アイスを冷凍庫に戻すと、僕はリビングから通学カバンと制服の上着を回収して、そのままひまりん家を後にした。

　手洗いうがいを爆速で済ませ、自分の部屋へ。

「達人、階段走ると危ないわよ」

「ごめん、気を付ける！」

　母さんの小言は適当に流して部屋に戻った僕は、カバンを放ってすぐさま本棚に向き合った。

「ええっと、四季咲さんのどこに入れてたっけ……あっ、あった！」

　スライド式本棚の奥の棚に、目的のタイトルを発見した。

『ウォーロックの円盤』の一巻二巻と、彼女のデビュー作の『ナハトファルター』。

　後者のナハトファルターを本棚から取り出す。表紙に描かれているのは、昔のＳＦ映画に出てきそうな、ちょっとくすんだ銀灰色の厳ついパワードスーツ。スーツ自体の劇中における通称も、タイトルと同じ『ナハトファルター』。

　ジャンルはＳＦアクション。

　荒廃した未来の世界で、正体不明の怪物たちと戦うパワードスーツ乗り達の話。パワードスーツ乗りになったばかりの新人が、怪物の中のはぐれものと出会って——なんて、実物の色宮先生、もとい四季咲さんを知ってるとギャップでビックリするような内容だ。

　個人的にはとても応援していたんだが、二巻は出なかった。

　円盤の方は二巻が出てホッとしたけど、やっぱりこっちの続きも見たかったな。

　開こうとすると、何度も読み返したところがクセになってて勝手に開く。

　ページから目を離さないまま、ベッドに寝転がる。

　クセになっていたところの前後を一通り読み返した後、今度は頭からナハトファルターを読み始めた。
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　僕の読書速度は、あまり速くない。

　なのにナハトファルターの後、円盤の一、二巻まで一気に読んだ。読んでしまった。

　読み終える頃には、カーテン開けっ放しの窓の向こうには、小雨の降る薄明るい曇り空が広がっていた。

　完徹だった。

　なんならお風呂すら入り忘れてたから、慌ててシャワーを浴びて数十分の仮眠を取る。

　眠気だけは、ほんの少しだけマシになった。が、とてもじゃないけど調理器具を扱える頭の動きをしてない。

　今包丁でも使ったら、たぶんソーセージ感覚で自分の指切るよ、僕。

「ひまり、ごめん。今日はお昼購買でもいいふぁ……」

　トーストとバター、それとジャムだけは用意した食卓。

　まったく噛み殺せてない大あくびを漏らした僕に、ひまりは怪訝そうな目を向ける。

「私は別にいいけど……アンタ、どうしたの？」

「いやちょっと読書で……ふぁ。完徹、くぁ……しちゃって」

「ばっかじゃないの!?」

　ガシャン、とお皿とバターナイフが音を立てる。テーブルに手をついたひまりが、身体を乗り出すように勢いよく立ち上がっていた。

「アンタ、サインもらうのは今日なのよ。なのに、そんな有様でいいわけ？」

「ご、ごもっとも」

　ごもっともすぎて、何も言い返せない。

　けど、しょうがないじゃないか。嬉しくなって寝るテンションじゃなくなってたんだ。

「……放課後までには、なんとかするよ」

「なんとかできるならいいけど、ね」

　腕組みしたひまりが、小さく鼻を鳴らして半目で僕をにらむ。

「徹夜しちゃったものはしかたないけど、来春に失礼ないようにはしなさいよ」

「わかっくぁ……」

「ほんとにわかってる？」

「わ、わかってるよ」

　濡らしたタオルを頭へ何重にも巻き付けたみたいに重たくまとわりつく眠気を、首を振って少しでも振り払う。

　通学路でも何度か目が閉じそうになって、その度に腕を組んだひまりの零距離エルボーを食らう羽目になった。アバラ痛ぇ……。
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　そして迎えた放課後、僕は部室棟を訪れていた。

　廊下ですれ違うのが明らかに先輩後輩の組み合わせだったり、何に使うのかわからないような備品を運んでいたり、部室のドアに主張の強い掲示物が貼られていたり。

　帰宅部の僕には普段まったく縁のない光景が広がっているからか、同じ学校の中なのに別の世界みたいに感じられた。中学も帰宅部で部活絡みのアオハルとは無縁だったから、余計にそう思うのかもしれない。

　並んだドアの覗き窓から、それぞれの部室の中の様子が通りがかりに見えた。人が居る部室もちらほらあるわりに、廊下に声や音は全然漏れてこない。

「防音には力入れたって話だっけ、確か」

　旧部室棟が各部室から漏れる音でひどくうるさかったとかで、建て替える時に相当しっかりした防音設計にしたらしい。

「ふぁ……っ、くそ」

　目元ににじんだ涙を拭う。授業中に居眠りしてしまったせいで、いやおかげで？　眠気はかなり取れてきたが、まだ少しあくびが出る。

　四季咲さんと話す間くらいはこらえないと……。

　眠気を追いだすように頭を軽く振って、カバンを背負いなおす。

「えっと、三階の端だったよな」

　目的の部室は、三階へ上ったすぐそこにあった。廊下に突き出した黒プレートには、白抜き文字でこう書かれている。

『模型部』

「模型部……で、いいんだよな」

　四季咲さんに指定されたのは、何故か模型部の部室だった。最初はひまりが聞き間違えたのをそのまま言ってるのかと思ったんだが、模型部で間違いないらしい。文芸部とかじゃなくて？

　念のため、覗き窓から中の様子を覗く。

　右も左も、壁には模型が飾られた天井まで届くくらいの棚。真ん中には、ここからでもわかるくらい年季の入った作業台。あちこち汚れてるのは、たぶん塗料かな？

　そしてその奥には、長机がひとつ。

　四季咲さんはそこにノートパソコンを広げ、画面をにらんでいた。手元はノートパソコンで見えないが、たぶん執筆中なんだろう。……模型部で？

　というか、書いてるところにお邪魔しちゃっていいんだろうか。

　僕が迷っていると、画面から顔を上げた彼女と目が合った。パソコンを閉じ、おさげを揺らして駆け寄ってきた。

　部室のドアが開く。

「お待ちしてました、染井くん。さ、どうぞ入ってください」

「あっ、はい。失礼します」

　カーディガンの袖にすっぽり隠れて見えない手招きに、僕は招かれるまま模型部部室へ足を踏み入れる。扉が閉まる直前、外から小走りの足音が聞こえた気がする。

「おぉ……」　

　さっき覗き窓から見た棚が、部室に入るとまるで中の模型たちごと迫ってくるみたいだった。素人目にも、ここの模型が気合いを入れて作られていることがわかる。

「あれ？」

　これって、もしかして——

「どうぞ、そこの椅子を使ってください」

「あっ、はい。どうも」

　袖口からちまっとはみ出した手が示す椅子に座る。作業台の右奥、長机とは椅子をちょっと斜めにすれば向き合える位置。

　長机のとこの椅子に腰を下ろした四季咲さんが、ほのかに悪戯っぽく笑う。

「驚きました？」

「そりゃまあ、模型部に呼び出されるとは思ってませんでしたし。僕はてっきり——」

「文芸部だと？」

「っす」

　長机に両肘をついた四季咲さんが、組んだ手の上にちょこんと乗せる。吐息だけの苦笑。

「あたしも、最初は文芸部に入るつもりだったんですけどね。でもうちの文芸部、カードゲームと……なんですっけ、あのテーブルを囲んでジャラジャラする……」

「麻雀ですか？」

「それです、たぶん。普段はずっとそういう感じで。部誌の作業がある時はちゃんとしてるので、兼部でその時だけお手伝いさせてもらってるんですけど」

「そうなんですか……」

　思わず乾いた笑いが漏れた。うち校則緩いけど、それにしたって文芸部自由過ぎない？

「けど、だからって何で模型部に？」

「あたし、メカ好きなんですよ。それも、昔のＳＦ映画に出てくるような、レトロな雰囲気のものが特に。画面の中のを見るのもいいんですけど、手に取れる立体物で見るのもすっごく好きで」

「それで、自分でも作ろうと？」

「そういうことですね」

　瞳を閉じて、四季咲さんはゆっくりとうなずいた。

　その様子を見たら、作品のことも、さっき目にしたものの存在もすとんと腑に落ちた。

「あぁ、だからナハトファルターがあるんですね」

「えっ？」

「そこ、右の棚の。上から四番目の棚の、右から……五番目かな。あれ、きっとナハトファルターですよね。四季咲さんが作ったんですか？」

　四季咲さんが目を何度も瞬かせた。組んでいた手が解けて、胸の上で握り締められる。

「そ、そうですけど……よくわかりましたね」

「わかりますよ。……まぁ、確かに表紙のイラストとは、少し印象違いますけど」

　そこにあるナハトファルターを見る。ぶっちゃけて言うと、ちょっと丸っこくて不格好だ。半端にデフォルメ入っちゃった、みたいな。

　けど、だいたいのシルエットは一致してると思う。

「プラモもフィギュアも出てないですよね？　もしかして自作ですか？」

「え、ええ。既製品のプラモデルから似た形のパーツをかき集めて、あとは自分でパテを盛ったりプラ板を加工したりして、なんとか。……見ての通り、あまり上手くいかなかったんですけどね」

　四季咲さんの声は、段々小さくしぼんでいった。……あれ、何かマズい話したかな。

　振り返ると、四季咲さんは顔をうつむけておさげをいじっていた。表情はよく見えない。

　四季咲さんの、軽い咳払い。

「サイン、しましょっか」

「あっ、はい！　お願いしますっ！」

　持ってきた文庫をカバンから取り出し、ほとんど直角のお辞儀と一緒に差し出した。

「これにお願いします！」

「そんなにかしこまらなくてもいいんですよ？」

　苦笑の気配。手の中から文庫本が抜けていく感覚。

「これ……」

　ぷかりと宙に浮くような、震えたような、どこか覚束ない声。

　もしかして、寝ぼけて持ってくる本間違えた？　胃のあたりがふっと軽くなって冷や汗が出て、たまらず顔を上げる。

　四季咲さん、いや色宮先生は、僕が差し出した文庫をじっと見つめていた。間違いなく、家から持ってきた『ナハトファルター』だ。

「しきざ、色宮先生……？」

　肩がぴくっと揺れて、色宮先生が僕へ目を向ける。

「四季咲のままでいいですよ。サインするからって、そんなかしこまらないでください。さっきも言いましたけど」

　文庫を長机に置いた四季咲さんが、置いてあった筆箱からサインペンを取り出した。キャップを外しながら、

「……この『ナハトファルター』、開き癖がついてます。そんなに読んでくれたんですね、この子のこと」

「まあ……好きなんで。『ウォーロック』もですけど、僕は『ナハトファルター』のが好きですね」

「この子のこと読んでくれてたのは、ひまりちゃんから聞いてはいましたけど……」

　キュッキュッキュッ、とサインペンの走る音が部室内に響く。

「はい、書けましたよ。どうぞ」

　差し出された『ナハトファルター』を受け取る僕の手は、自分の意思とは無関係に震えていた。

　震える指先で表紙をめくる。

　カバーの折り込まれた部分、よく著者紹介とかが載ってる場所。その下の方の空白に、『色宮』のサインが書き込まれていた。

　色宮の字体を崩した、シンプルなサイン。

「ごめんなさい。サインを書く機会なんて全然ないので、凝ったものは書けなくて」

　その代わりなのか、宮の字の右下に小さな猫が描かれていた。なんで猫なんだろうと思ったが、もしかして「宮→みや→みゃ→みゃー→猫」ってこと？

「それでもよかったですか？」

　四季咲さんの声が、耳を通り抜けていく。さっきまで震えていた指先が、ひとつひとつに心臓があってどくどく言ってるみたいにうずく。

　本を閉じる。

　角を額にぶつけるみたいに押し付けて、目を閉じる。

「……染井くん？」

「やっ……」

「やっ……？」

「ったぁぁぁぁぁッ！」

　天を仰いで叫ぶ。

　生まれて初めてのサイン本。しかも自分のためだけに書かれた、そしておそらく色宮先生にとっても初めて書いたサイン！

　嬉しくないわけがない。

　ここが僕の部屋なら、今すぐベッドに飛び込んで転げまわりたい。やば、ちょっと涙出てきた。なんだか視界がいつもより明るい。嬉しいってすごい。

　ってそうだ、お礼言ってない！

「ありがとうございます、四季咲さん！　色宮先生！　ほんっとにありがとうございます！」

　両手で『ナハトファルター』を掲げて、何度も頭を下げる。残像出るんじゃないかって勢いで。

「そんなに喜んでもらえると、あたしとしても嬉しいですね」

　おさげで自分の頬を撫でるみたいにして、四季咲さんが笑う。

　椅子から立ち上がった彼女は、そのまま窓際へと歩いていく。朝から降り続ける雨に濡れた窓へもたれかかると、雨音に耳を傾けるみたいに目を閉じた。何かをこらえるように、そっと唇を噛むのが見える。

「……四季咲さん？」

　少しして、彼女は静かに息を吐きだした。

「その子のことナハトファルターを好きな人がいてくれて、良かったです」

　なんで、そんな。

　誰もこの本のこと、好きじゃなかったみたいな。

「……どうして」

　続きを出さなかったんですか、と言いかけて飲み込む。

「ジャンル、がらっと変えたんですか」

　四季咲さんが笑う。小首を傾げた、曖昧な笑みだった。

「染井くんは、普段から本は買う方の人ですか？」

「……そう、ですね」

「それなら、ある程度察しはつくかもしれませんが」

　四季咲さんが目を開くと、曖昧な笑みが輪郭を持つ。

　それはたぶん、自嘲だと思う。

「売れなかったんですよ、ナハトファルター」

　もたれていた窓から離れて、四季咲さんは棚へ歩み寄る。自作のナハトファルターへ伸ばした指先が、棚のガラス戸に触れる。

「要するに、あたしの『好き』は伝わらなかった……それを押し通すだけの力が、あたしには足りなかったんです」

　四季咲さんの指先が、ガラス戸越しにナハトファルターを撫でる。指とガラスの擦れる音が、ひどく寂しげに部室に響いた。

　四季咲さんが小さく肩をすくめる。

「売り物ですからね。それで数字が取れないなら、『好き』に蓋をするのも仕方ありません」

　でも、と四季咲さんはまた小首を傾げて笑ってみせた。

「書くこと自体好きですから、そんなに気にしてませんけどね」

　たぶん、それは彼女の本心なんだろう。そうじゃなきゃ、学生との二足の草鞋を履いてまで続けないはずだ。仕方ないって思ってるのも、きっと本当にそうなんだろう。売り物だからっていうのも、確かにそういうものなんだろう。

　けど、四季咲さんはひとつだけ間違ってる。

「……『伝わらなかった』って、言いましたよね。四季咲さんの『好き』が」

「……えぇ」

　ちくちくする指先ごと、両手を握り締める。

「伝わってなかったら、持ってこないですよ。『ナハトファルター』」

　これだけは、どうしても伝えなきゃいけないと思った。

「僕が今日『ナハトファルター』を選んだのは、『ウォーロック』とどっちが好きかって言われたら、こっちだったからです。これは、さっきも言いましたよね。……でも、話やキャラだけならどっちも同じくらい好きですよ。そこだけなら、正直めちゃくちゃ迷います」

　それでも『ナハトファルター』を選んだのは、こっちの方が好きだと言った理由は、話だけでも、キャラだけでもない。ましてやイラストでもない。

　デビュー作だから？　それも多少はあるかもしれないが、決定的なものじゃない。

「『ナハトファルター』の方が、伝わってくるんです。出てくるメカの外観や動きの描写、ダメージ描写の時のメカの痛々しい感じとか、メカが活躍する場面の……何て言えばいいのかな。キラキラした目で見つめてるみたいな、その瞬間を隅から隅まで逃さず映そうとしてる感じ、って言えばいいのかな。あと、僕は昔のＳＦとかは全然詳しくないですけど、それでもどっかで聞いたことあるなってヤツのネタがさりげなく入ってるところとか。他のも元ネタがあるのかなって思って、調べてみたくなるところとか」

　頭が熱い。もっとまとまったことを言いたかった気がするのに、考えるよりも先に口が動いて言葉が止まらないし、全然まとまらない。

　とにかく、僕が言いたいのは。

「読んでたら伝わってくるんですよ、四季咲さんの『好き』が！」

「——……っ」

　四季咲さんが、かすかに背筋を伸ばした気がした。

　わかる。わかるんだ。売り物なんだから、一部にだけ伝わっても、それが人気に繋がらなきゃどうにもならないってことは。

　それでも、思ってほしくなかった。

　四季咲さんの『好き』が伝わらなかったって、『ナハトファルター　この本　』を好きな人は居なかったんじゃないかって、そんな寂しいことは。

「……常に芯を通せるとは限らない。だからこそ、絶対に捨てるな」

　僕の呟いた言葉に、固く結ばれていた四季咲さんの唇が微かに解ける。

「それ……」

「はい。開きクセがついちゃったページの」

　雲をつかむような理想のために、仲間からも敵からもはぐれものを護ろうとする主人公に、パワードスーツ乗りの先輩がかけた言葉だった。

「四季咲さんの『芯』はきっと、メカが好きってところですよね。なら、その芯は捨てないで欲しいです、一人のファンとして。……今は、フタをするしかなくても」

　ずい分生意気なことを言ってしまった気がして、お腹の奥の方が頼りない感じにそわそわしてくる。首筋もじっとり熱い。

　何も言わずに僕を見つめていた四季咲さんの視線が、ふっと上を向く。それにつられるみたいに、彼女の口の端が持ち上がった。

「『ナハトファルター』を出した時、ひまりちゃんが言ってくれたんですよ」

「なにをですか？」

「メカの良さはよくわからないけど、わからないなりにあたしのメカ好きは伝わってきたって」

「あいつ、そんなこと……」

「たった今、思いだしました。染井くんの話を聞いて。……押し通せる力はなくても、あたしの『好き』はちゃんと伝わってたんですね。染井くんのおかげで、それが思いだせました」

　模型の棚から離れた四季咲さんが、目を細めてしっとりした感じの笑みを浮かべる。

「あたし、ホッとしました。ひまりちゃんの〝恋人〟が、染井くんみたいな優しい人で」

「いや、別に僕は……」

　四季咲さんの役に立ったなら嬉しいが、今日の僕はファンとして思うところを言っただけだ。優しいとか優しくないとか、そういう話じゃ。

「というか、四季咲さん僕らのこと知って……？」

「そりゃあ親友ですからね、お付き合いの報告くらいはされますよ？」

「そういうもんなんですか」

「えぇ。そうそう、それでひとつ染井くんに聞きたいことがあったんです」

「僕に？」

　わざわざ二人きりでサインを渡すようにしたのは、もしかしてそのため？

　四季咲さんは、僕の顔を覗き込むようにして言った。




「ひまりちゃんのこと、本当に好きですか？」




　問われた意図がわからなくて、言葉に詰まる。

　本当のところを知ってて言ってるのか、知らないけど何か理由があって言ってるのか。

　四季咲さんの表情は凪いだ水面みたいに穏やかで、だからこそかえってどちらとも読み取れない。

「僕、は……」

　ひまりの親友に嘘をつく少しの罪悪感と、自分で口にする気恥ずかしさのせいで、答えるのには深呼吸と少しの時間が要った。

　息を吐いた後、なるべく間を置かずに僕は言った。言葉が引っ込んでしまう前に、どうにかして押し出すように。

「好き、ですよ。だから恋人になったんです」

　一学期の間だけ、それも「ごっこ」だけど。そう、ざわざわする内心で付け足す。

　四季咲さんが身体を引いて、柔らかく微笑む。

「それなら良かったです」

「でも、どうしてそんなこと？」

「だって、ひまりちゃんは——」

　——ゴン。

　部室の扉の方から、そんな鈍い音がした。

　身を翻した四季咲さんは真っすぐ扉に向かい、秒ほどの躊躇もなく扉を開け放った。

　内開きの扉が急に開いたことで、二つの人影が部室に転がり込んでくる。

「ひまりに衣通!?　お前ら、何やってんだ？」

「バレた。ヒマリセンパイがドアにぶつかったせい」

「アンタが押すからでしょ！」

「ノア押してないよ。……うそごめん、くしゃみ出そうになった時にちょっと押したかも」

「やっぱ押してるじゃない！」

「ひまりちゃん、乃蒼ちゃん？」

　四季咲さんの声に、二人が固まる。無言で正座させられる二人。

「この場は二人でお願いしますって、あたし言いましたよね？」

「ご、ごめん」

「の、ノアはヒマリセンパイが面白そうだったからついてきただけ……」

「乃蒼ちゃん？」

「ごめんなさい」

　四季咲さんの後ろ姿が、ため息まじりに首を振る。おさげがふわふわと揺れた。

「まあいいです。人の彼氏と二人だけにしてほしいって言った、あたしも悪いかもですし」

　僕を振り返って、四季咲さんが苦笑する。

「サイン会はここまでにしましょう」

「は、はい……？」

　まぁ、目的のサインは早々にもらってるし。

　パソコンを回収しようと長机に向かう四季咲さんが、すれ違い様、僕にささやいた。

「あたしの親友、大事にしてあげてくださいね？」
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　緑色の謎溶液で満たされたシリンダーがいたる所に置かれた、血みどろの研究施設。その最深部へと続くセキュリティゲートを守る、ガチガチ重武装の改造ゾンビに、弾丸を撃ち込み続ける。これで倒れなければおしまいだ——と思ったのもつかの間、時間切れを告げるようにゾンビの鋭いクローが迫った。

「あっ」

　ヒットエフェクトが明滅し、ダメージ音が響く。

　ライフがゼロになった衣通側の画面に、コンティニューするかどうかを確認するテンカウントが表示された。

「うおっと」

　直後、改造ゾンビの追撃で僕のライフもゼロになった。

「どうする？　続けるか？」

「や。マイスターも死んじゃったし、キリ良いから終わろ」

「りょーかい」

　銃型コントローラーを元の位置に戻して、僕らは箱型の筐体きょうたいから外に出た。

　電子音の喧騒の中、筐体後ろの覗き窓から見ていたひまりが、意外そうな顔で言う。

「アンタたちでもクリアできないことってあるのね」

「こいつはともかく、僕は『ＶＣ』以外はボチボチくらいだからな」

「これは出たばっかりの新作。ノアもまだそんなに慣れてない」

「へぇ、新作なんだ。あっ、だからこの箱は周りよりもキレイなのね」

「まぁ、年季の入ったヤツに比べるとな」

　ちょこちょこ古いアーケードゲーム置いてあるんだよな、ここ。

　——四季咲さんと別れた後の帰り道。僕らは、三人でゲーセンに立ち寄っていた。ひまりはもっぱら見る専だが。

「次はどれやるの？」

「僕はちょっと休もうかな……。寝不足が足と目にじわじわキてる」

「じゃ、ノア向こうで世界救ってくる」

　言うのが早いか、衣通は正面にある古いシューティングの筐体に向かっていった。あれって確か、相当年代物だよな。あいつ、ああいうのもできるのか。

「お前は？」

「アンタと居るわ。あのゲーム、横から覗いたりできなさそうだし」

　筐体に視線を投げて、ひまりは小さく肩をすくめた。戦闘機のコクピットに乗り込むみたいな形式だから、周りからプレイの様子を覗くのは確かにかなり難しい。覗き窓もないし。

　衣通が遊んでる筐体の近くの、誰も居ない待ちベンチに二人並んで座る。

「ねぇ達人」

　ゲーセンの騒がしさで、危うく聞き逃してしまいそうな声。

「あぁ、どした？」

「私と乃蒼のことがバレた後、アンタ来春に何か言われてたわよね。あれ、何言われてたの？」

「別に大したことじゃないよ。お前のこと、大事にしてくれだって」

「あの子、そんなこと言ったの？」

「それだけ大切なんだろ、お前のこと。まぁ、言われなくてもそのつもりだけどさ」

「またそういうことさらっと言って。私のことほんと好きね」

「好きとかそれ以前に、大事な幼馴染ではあるからな」

「……そ」

　おい、いきなり照れるな。

　そういえば、僕の方からも聞きたいことがあるんだった。

「お前、なんであそこに居たんだ？」

「それは、その……」

　唇をとがらせるひまり。右手の指先が桜のヘアピンをしきりといじっている。

「……まさか、僕と四季咲さんがどうにかなるとでも？」

　視線を逸らされ、思わずため息が漏れた。

「……お前さぁ」

「ち、違うのよ。別に疑ってたわけじゃなくて。でも二人きりだから、やっぱりちょっとは気になっちゃって」

「はいストップ」

　目を逸らしたまま早口で喋りだしたひまりの頬に、僕は手の甲で軽く触れた。柔らかくてすべすべだった。

「僕はお前のこと好き過ぎなんだろ？」

　僕の言葉に、ひまりは何度も目を瞬かせながら振り向く。

「まぁ、まだ認めたわけじゃないけどさ。それに一応、今の僕はお前の……恋人・・だろ。だったら心配するなよ」

　じわっと目を見開くひまり。……そういえば、自分から言ったのってさっきが初めてだったっけ。

「……そうね」

　柔らかく微笑むひまりを見た時、胸が少しだけドキっとした。……気がする。鼓動が速い。というか、速くなった。

　寝不足で感じたドキドキとは違う。身体の奥が、あったかくなるような。

「大丈夫？」

　思わず胸を押さえた僕を、ひまりが覗きこむ。

　体勢の関係で上目遣いに僕を見上げるきょとんとした顔が、今はやけに可愛らしく見えた。いや、そりゃもともと可愛いとは思っていたけど、それとは何か違うような。

「ねぇ、顔赤いわよ。具合でも悪い？」

「いや、別に」

　口元を覆う。手に触れる自分の体温が、少し熱い。

「ほんとに？　今日はただでさえ寝不足だったんだから、ムリはしちゃダメよ？」

　ひまりの白くて細い手が伸びる。その指先が額に触れる寸前、

「っとコーラ買ってくる！」

「きゃっ!?」

　逃げるように席を立ち、僕は瓶コーラの自販機へ向かった。鼓動が速いのがおさまらなくて、ひどくうるさい。

　待て、待てよ。待ってくれ。これじゃあまるで、ひまりのことを——

「……別に、僕はまだ」

　取り出した瓶コーラに口をつける。炭酸ごと、浮かんだ言葉を飲み込んだ。










第五章　彼女の思い出









　課題を片付けていると、スマホがぶぶっと揺れた。

　通知を確認すると、表示されているのは謎の丸くて白い生命体のアイコン。

　四季咲さんからだ。

　サインの後でＲＨＩＮＥラインを交換したけど、実際にやり取りするのはこれが初めてな気がする。

『聞きたいことがあります』

『なんですか』

『染井くんからデートに誘ったことってあります？』

『……ないですね』

　スタンプが送られてきた。アイコンと同じ謎の白い生命体が燃やされている。どういう感情？

『じゃあ誘いましょう』

『えっ』

『女の子はですね』『自分から誘ってばかりだと不安になるものなんです』

　さっきの生命体が、高速振動しているスタンプ。……不安で震えるってこと？　スタンプのセンスが独特だな、この人。

『ですから誘いましょう』

　謎の生命体が、窓に密着してこっちを覗いているようなスタンプ。圧をかけてるのか……？

　どうして急に言い出したのかはわからないが、まぁ言いたいことはわかるし、もっともだと思う。スタンプのセンスはわからない。

『わかりました』

　次いでＯＫのスタンプを送ると、白い生命体が、チアガールの持ってるふさふさしたアレを振るスタンプが返ってきた。多芸だな、この生命体。

　敬礼してるスタンプを送ってＲＨＩＮＥラインを閉じる。

　先に課題を片付けた後、僕はデートの件について考えることにした。

「ネクサスシティはダメだよなぁ……」

　ひまりに誘われて何回か行ってるけど、逆に今さら僕から誘ってもなぁ。

　今までのデートの行き先を思い出す。

　ネクサスシティに映画館、カフェにアクセショップに……そこそこ色んな所に行ってきたけど、それがかえってひまりの喜びそうな行き先をわからなくしている。

　スマホで検索して出てくるこの辺のデートスポットも、行ったことがあるのがほとんどだ。

「……僕ら、ずいぶんデート行ったんだな」

　今の関係が始まったのが四月半ば。今は六月の半ばだから、だいたいちょうど二か月。

　土日はもちろん、平日の放課後もたいていひまりに連れまわされてる。デートの頻度としては、かなりのものじゃないだろうか。

「詰め込み過ぎな気もするな？」

　ただ、この関係は一学期の間だけだ。

　ひまり的には僕に認めさせるっていう目的もあるし、そう考えると詰め込むのもわかる話か。

　しかし、困った。

　あいつに連れていかれた所に僕から誘っても、それはイマイチな気がしていて。無難ではあるし、こういうとなんだけど、あいつはたぶん僕から誘ったって時点で喜んでくれるとは思う。

「……ここは女子の知恵を借りてみるか」

　衣通にＲＨＩＮＥラインを送ってみる。あいつも女子だし、パフェの美味しいお店だって知ってたし……？

『参考として聞きたいんだが』『もし誰かとデートと行くってなったら』『お前どこいきたい』

『ここ行きたい』

　即答で張り付けられたＵＲＬは、ゲーム系のキャラカフェだった。

『ここも』

　次はＥ-Ｓｐｏｒｔｓカフェだった。頭痛くなってきた。

『まだある』『ちょっと待って』

『いやごめん、もう大丈夫』

　衣通に聞いたら、そりゃこうなるか。けど、四季咲さんに聞くのはなんかはばかられるし。

「……どうするかなあ」
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「ひまり、お前どっか行きたいところある？」

　デートスポットの検索履歴が増えるばかりの一晩を過ごした翌朝。

　二人で囲むいつもの朝食の席で、僕は開き直って直接聞いてみることにした。

　サプライズはよくないって話も見たし、もうこれが一番確実だろう。

「行きたいところ？」

「ほら、デートの。いつもお前から誘われてばっかりだったからさ。たまには僕からもどうかと思って」

　……あれ。でもこれって、僕から誘ったことになるのか？　

「ほんとに？」

　今さら疑問を覚えた僕の心配とは裏腹に、聞き返すひまりの声は明らかに弾んでいた。

　ハムチーズオムレツを切り分けていたナイフとフォークを持ったまま、椅子から半分立ち上がって身を乗り出してくる。

「あぁ……っと、ちょっとひまり。胸、オムレツつきそう」

「へ？　あ、あぁ。ごめんなさい」

　今朝のオムレツの中身と、どっちがとろとろだかわからない笑顔。

　こっちの心配も丸ごと包み込むような表情から目を逸らすように、僕は牛乳を注いだコップに手を伸ばした。

「で、どう？　どこでもいいぞ、今まで行ったことのある場所でも」

　これで行ったことのある場所が挙がるなら、それだけひまりが行きたい所なわけだし。

「そうねぇ。それなら……」

　切り分けたオムレツを口に運んで、そのままフォークをくわえて数秒ほど。

「……トゥモローパーク」

　懐かしむような調子で口にした名前に、僕は首を傾げた。

「聞いたことないな。どこでもとは言ったけど、あんまり遠いところは……」

「何言ってるのよ、アンタも行ったことあるじゃない」

「えっ、マジ？」

「マジよ。でも、覚えてないのも仕方ないかしらね。あたしたちがまだ六つか七つか、そのくらいに行ったきりだもの」

「ってことは、だいたい十年前か。えっと……」

「ほら、展望塔のアトラクションがあるところ。……って言って、わかるかしら」

「展望塔？　……あっ！」

　思わず食卓で手を打った。

「行った、確かに行ったぞ！　あのショボい遊園地か！」

　確か展望塔の近くで……なんだっけ。なんかあった気がするんだけど、ってヤベ。行きたいって言ったひまりの前でショボいとか言っちゃった。

　気を悪くしてないかと様子をうかがうと、ひまりは頬をかいて苦笑いを浮かべていた。

「まあ……そうね。ショボいわね。当時の私ですら、ちょっとショボいなって思ってた気がするもの」

　行きたいって言いだした当人にここまで言われるって、相当じゃない？

「そのうえ、微妙に遠いのよ。ネクサスシティのアトラクションエリアができてからは、比較的近場のテーマパークっていう利点も薄れちゃったし。そのせいか話題も見なくなったから、アンタが忘れてるのも当然よ」

「むしろお前、よく覚えてたな。けど、あそこってまだやってるのか？」

「ちょっと調べてみないとわからないわね。ＣＭとかも見ないし……」

　正直潰れてそうなんだが、大丈夫かな。

　だけど調べてみると、予想に反してトゥモローパークはまだ営業していた。公式サイトに、ちゃんと今日のチケットと開園情報も載ってる。

「やってるんだ……。経営どう成り立たせてるんだろ」

「どこかのおっきなグループが、道楽でやってるんじゃない？　知らないけど」

「うわなんか絶妙にありそうなライン」

　アクセスを確かめる。最寄りから電車で一時間。そこから本数が微妙なバスに乗り換え。……ショボいうえに、アクセスも微妙だな。

「本当にここでいいのか？」

「うん。そこがいいの」

　うなずいたひまりの表情は、アルバムを眺めているみたいだった。

「私は、トゥモローパークがいい」

「……そっか。そこまで言うなら、トゥモローパークで……いや、トゥモローパークがいいんだよな。じゃあ、そうしよう」

「いつにする？」

「どうせ行くなら雨の日は嫌だし、天気予報みてよさそうな週末でいいんじゃないか。混雑は気にしなくていいだろうし。ちょっと流れで日を決める感じにはなっちゃうが」

「それもそうね。じゃあ、予報チェックしつつまた決めましょ」

「あぁ」

　それにしても、ひまりがそんなに行きたがる理由はなんなんだろう。
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　予報通りの晴れ空の下、僕はひまりの家の玄関を鳴らした。

　朝からデートに行く日に限っては、ひまりは僕よりも早く起きる。だから平日とは違って玄関先に出てくるし、今日もそうだろうと思っていた。

　が、少し待ってみても、ひまりは出てこない。

「……まあ、そういう日もあるか」

　平日のように、合鍵を使って玄関を開ける。

「——だからって勝手過ぎるでしょ!?」

　途端に飛び込んできたのは、ひまりの怒号だった。

　誰か来てるのかって思って土間を見ても、そこにはひまりの靴しかない。じゃあ、電話か？

「いっつもそう！　自分で言ったこと守る気なんてないんだから！」

　続くひまりの声を聞いて、僕はなんとなく察した。

　相手はひまりの両親だ。

　あんまり人ん家の親のことをとやかく言いたくないけど、あの人たちが言ったことを守ったことは——ひまりとのことに限って言えば、たぶんない。

　ひまりが生活に困らないように気を使ってはいるし、うちの両親にひまりのことを頼んでもいる。だから、愛情がないってことはないんだろうが。

　いったん外に出て、聞かなかったフリをするべきだろうか。それより、素直に聞いてしまったことを打ち明けて、デートのリスケを提案した方がいいか？

「——もういい。わかった、わかったから。それでいいんでしょ。じゃあね」

　スマホをソファにでも投げつけたような音がした。

　肩をいからせてリビングから出てきたひまりが、僕に気付いて硬直する。

「……あっ」

「……おはよ」

「……おはよう」

　うっわ、気まずい。

　バツが悪そうに目を逸らしたひまりが、落ち着かなさげに自分を抱きしめるみたいにする。

　晴れ空の下なら映えそうなレースのカーディガンとデニム姿が、今この場ではやけに浮いて見えた。

「さっきの、聞いてた？」

「終わりの方、ちょっとだけ」

　素直に伝えると、ひまりはため息まじりにくちびるを噛んだ。

「なぁ、大丈夫か？」

「大丈夫って、何がよ」

「このままデートに行ってだよ。ちょっとしか聞こえなかったけど、電話」

「大丈夫よ」

　食い気味に、ぴしゃりと言い放つひまり。

「っていうか、朝からヤな気持ちにさせられたんだもの。デートで気晴らししなきゃ、やってられないわ。でしょ？」

　半目で小さく鼻を鳴らすひまり。確かにその言い分には一理ある。一理あるが。

「やっぱ気分じゃなくなってきたら、遠慮なく言えよ」

「えぇ、そうするわ」

　そう言って笑うひまりの表情は、どこか寂し気だった。
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　最寄りから電車に揺られ、そこからさらにバスに揺られ、乗り換えの時間込みで二時間弱はかけて到着した頃には、もう若干疲れた感じがしていた。

「やっぱアクセス悪くない？」

「車で行ければ、もう少し楽なんでしょうけどね」

「かも。……というか、やっぱ人居ないな」

「まぁ、しょうがないんじゃないかしら」

「悲しいこと言うなよ、お前が自分で選んだ場所だぞ」

　近未来風なデザインの入場ゲートには、受付のスタッフさん以外に人の姿はなかった。

　事前にネットで購入済みのチケットコードを見せて、スムーズに入場する。

「おおー……」

「意外としっかりしてるわね」

　エントランスは未来の工場をイメージしたデザインで、万年閑古鳥とは思えないくらいしっかりしていた。

　もっとも、人は居ない。エントランスにも居ないし、エントランス奥のアーケード街や広場にも居ない。本当に居ない。

「いやほんとに誰も居ないな……」

「いいじゃない、貸し切りみたいで」

「そういう解釈もあるか」

「せっかく来たんだもの、楽しい方に受け取らないと損じゃない？」

　言いながら、ひまりは僕の腕に体を預けてきた。腕に触れる柔らかい感触にも、ふわりと漂う香りにも、この二か月ですっかり慣れてきた気がする。

　公式サイトから落としてきた園内マップをスマホで開く。紙のマップの配布はずいぶん前に廃止されたらしい。

　横から画面を覗くひまりが、あるアトラクションに興味を示した。

「ねえ、これって昔はなかったやつじゃない？　このエアフォースライドっていうの」

「えっ、どうだろ。そう言われたらそんな気もしてくるけど……」

「とりあえず行ってみましょうよ。どうせ待たないんだし」

「それもそうか」

　土曜日なのにガラガラの園内を、エアフォースライドに向かって進む。並んでいる人も居なくて、待ち時間ゼロで通された。ライドはライドでも、その場で座席が動いたりするタイプみたいだ。

　それぞれの座席には、目元をすっぽり覆うゴツいヘッドセットが用意されている。

「これ何かしら？」

「ⅤＲゴーグルだな。ってことはこれ、ＶＲライドなのか」

「ぶいあーる？」

「被ればわかるよ。被り方はこうな」

　ひまりに実演ついでに装着。開始前だからか、ディスプレイには注意事項が流れているだけ。

　すぐにアナウンスが入って、アトラクションが始まる。途端、ディスプレイの映像が切り替わった。

　僕らは、どこかの秘密基地のような場所に居た。

「わっ、えっ、何これどうなってるの!?」

　ひまりの興奮した声が聞えてくる。予想よりも遥かにしっかりした作りの映像で、僕もゲーセンでＶＲを触ったことがなかったら、声が出てたかもしれない。

　状況説明の寸劇を遮る、緊張感を煽るアラート音。あれよあれよと言う間に僕らはＳＦ風味な戦闘機に乗せられて、敵を迎撃するべく発進！

「お、おぉ……!?」

「すごいすごいすごい、何これ速い！」

　そこからは、スピード感あふれる空中戦の連続であっという間だった。

　映像が終了し、ＶＲゴーグルを外す。

「ふぅ……」

　思わず、口から満足の息が出た。

　隣を見ると、ひまりはヘッドセットを外すのに手間取ってわちゃわちゃやっている。

「あ、あら？　これどうやって外せば……？」　

「ちょっとじっとしてろ——っと、外れた」

「ありがと。それにしてもすごかったわね！」

　ゴーグルが外れるなり勢いよく振り向いたひまりの頬は、ほんのり紅潮していた。両手をぐっと握り締めて目を輝かせて、よほど気に入ったらしい。気持ちはよくわかる。

「だな。正直舐めてたよ」

「後でもう一回乗ってもいいかもしれないわね」

「めちゃくちゃ気に入ったな」

　エアフォースライドの次は、近くにあったフロンティアボート——水上ライドのアトラクションへ。

　入る前に、注意書きの前でサイトのアトラクション情報を確認する。

「ボートにはエネルギーがあって、それを管理しながら進まないといけないんだってさ」

「エネルギーの補充はできるの？」

「道中のエナジーリングってのをくぐればいいんだってさ」

「ゴール前にエネルギーがなくなったら？」

「書いてない。ほんとにボート止めるわけでもないだろうし、気にしなくていいんじゃないか」

　今回も待ち時間ほぼなしで乗り込む。

　定員四名のボートには、右にハンドルが、左に据付すえつけタイプの銃型コントローラーがあった。

「鉄砲の方はアンタに任せていい？」

「まぁそうなるよな」

　ひまりがハンドル、僕が銃。分担を決めてシートに座ったところで、ボートが出発する。

　ハンドルと銃の間、『ＥＮＥＲＧＹ』と書かれた円形のメーターが早速ちょっとずつ減っていく。

「けっこう減り速いな」

「ゴールまで持つかしら」

「エナジーリングくぐれなかったら持たないんじゃないか。っと、分かれ道だ」

　カーブを過ぎてすぐ、岩山が現れる。岩山の前でルートは二つに分かれていた。

「ど、どっちに行けばいいの!?」

「どっちでも別にかわらな——いや、違う。右だ、奥にリングっぽいのが見える！」

「えっ、どれ!?」

「ほら向こう、岩山の陰のところ！　なんか丸いの、あるだろ！」

「あれね！　よーし……！」

　意気込んだひまりが、勢いよくハンドルを右に倒す。岩山を右へ迂回したボートがリング状の物体を潜り抜けると、メーターがピロピロ音を立てて回復した。

「おおー……。音がするの楽しいわねっとわぁ!?」

　左右のルートが合流した矢先に、ほんの少しの高さの降くだり坂に差し掛かる。大した高さじゃないけど、メーターに気を取られていたひまりがちょっとだけバランスを崩した。

「っと！」

　ひまりの手をつかんで、軽く引っ張る。

「大丈夫か？」

「え、えぇ。ありがと」

　僕の胸に寄りかかるみたいになったひまりが、僕を見上げる。大したことはなくても、不意打ちだったからだろうか。密着したひまりの胸元から、激しくなった鼓動を微かに感じた。

　ライドの上って状況のせいなのか、それとも何か別の理由のせいだろうか。くっつくのなんてとっくに慣れてきてるはずなのに、やけにドキドキしてしまう。

「あっ、ひまり。前、前！」

「ふぇっ？　あっ、また来た！」

　今度は小さな遺跡が現れた。しかも分岐は左右だけじゃなく、遺跡のど真ん中を突っ切る真ん中もある。

「どっち、どれ!?」

「これは真ん中……いや、違う左だ左！」

「左ね!?」

「うぐっ」

「達人!?」

　体全体でハンドルを切ったひまりの肘が、思いきり脇腹に命中した。さすがに痛い。

「ご、ごめん。大丈夫？」

「あ、あぁ。大したことない。それよりほら、エナジーリングだ」

　リングをくぐって、エネルギーの回復音が響く。

「けっこう順調ね。……でもそういえば、鉄砲の出番ないわね？」

　その時、左手前方の茂みからいくつもの人形が現れる。

「なにかしら？」

「盗賊っぽい感じだけど……待てよ、あれ胸のとこターゲットじゃないか？」

『大変！　盗賊一味がボートを狙ってる！　攻撃されるとエネルギーが減っちゃうから、急いでやっつけて！』

「ですって。ほらがんばって！」

「そういうことかよ！」

　すぐさま盗賊人形たちに狙いをつける。据付型コントローラーは慣れないが、そもそもガチ向けのじゃないなら……！

「あっ、エネルギー減ってる！　早く早く！」

「一発二発は気にすんな！」

　ぎゃーぎゃー言い合いながら盗賊を撃退した後も、ルート分岐が二回と敵の出現が一回。僕らはなんとかエナジーリングを取りこぼさずにボートを進め、無事にゴールへと辿り着いた。

　乗り場を出るなり、ひまりがはしゃいだ様子でくるっと振り返った。黒髪をふわりとなびかせて笑う。

「ねぇねぇ、こんなにエネルギーいっぱいでクリアは珍しいですって！」

「あぁ、聞いた聞いた。お前がリング取りこぼさないでくれたおかげだよ」

　そもそも今までどのくらいの人が遊んだんだろう、という野暮なことは言わないでおく。

「アンタの指示が良かったのよ。盗賊もすぐ追い払ってくれたし」

「じゃあ、僕らのコンビネーションが良かったってことにしとくか」

「ふふっ、そうね。じゃあ、次は何に乗ろうかしらね？　アンタは何か気になるのある？」

「そうだなぁ……」

　マップを見る。どうせなら、この近くのアトラクションがいいが。

「これどうだ？　バイク型のジェットコースターだって。……あっ、でもひまりって絶叫系は大丈夫だったっけ？」

「たぶん平気よ。ＶＲライドの、すごく速いのも大丈夫だったし」

「あれは絶叫系とはまた違う気がするが……」

　一応座席は動くけど。

「まぁまぁ、いいじゃない。アンタ興味あるんでしょ？　だったら行きましょ！」

「あとで泣くなよ？」

「泣かないわよ！」

　やいのやいの言い合いながら、バイク型ジェットコースターへ。

　例によってガラガラですぐに乗れた。コースターは二人乗りの大型バイクみたいな形で、パっと見はかなりそれっぽくバイクだ。

「僕が前でいいか？」

「そうね。平気だとは思うけど、前はさすがにちょっと」

　乗り込むと、前後のプロテクターが僕らを包み込む。安全バー、じゃなくてハンドルをしっかり握りしめたのをスタッフさんが確認すると、コースターが動き出す。

　見た目はともかく、やってることはジェットコースターだから——

「ふううううううーーーーーッ！」

「ひゃぁぁぁぁぁぁぁぁッ!?」

　コースターのスピード感はそのまま、バイクレースのイメージまんまの鋭いコーナリングのあるレールを駆け抜ける！

　あっという間の、爽快なモータースポーツ体験だった。

「ふぅ……ひまり、大丈夫か？」

「だ、だいじょうぶ……」

　プロテクターが外れたっていうのに、ひまりは足をガクガクさせてハンドルにしがみついていた。なんなら、顔色もちょっと青い。

「ぜんぜん大丈夫じゃないな……。ごめん、休めるとこいくぞ」

　ハンドルを握り締めた手を取って、立たせてやる。

「ありがと……」

「どーいたしまし……？」

　そういえば、昔もここで——トゥモローパークのどこかで、立てないひまりに手を伸ばしたことがあった気がする。

「どうかした？」

「いや、なんでも」

　ひまりは昔から怖がりだったし、そういうこともあるだろう。

「それより、歩け……ないよな、その脚じゃ。ちょっと我慢しろよ」

「我慢って、アンタ何する気ふぇぁ!?」

　お姫様抱っこだ。

　ひまりは紅葉みたいに顔を真っ赤にしながら、大人しく僕の腕の中に納まってくれた。

「あ、アンタねぇ……」

「どうせ他のお客さんも居ないんだ、気にするなよ」

　あと、諸般の事情でおんぶは気が引けるんだ。

「……もう。ありがと」

「僕に付き合わせちゃったしな」

「気にしなくていいのに。——あっ、ちょっと待って。あそこ、写真あるみたい」

「あぁ、途中にフォトスポットがあったのか」

　乗り場を出口側の階段から降りてすぐの所に、記念写真の販売所があった。お姫様抱っこしてるうちに多少脚はマシになったようなので、ひまりを下ろして中で写真を見てみる。

　ひまりはほぼ即決だった。

「一枚、ううん。私とアンタで一枚ずつ買いましょうよ」

「いいのか？　僕はともかく、お前の方はあんまり写真写りよくない感じだけど」

　ちょうど叫んでるところだったのか、少し変顔っぽくなっちゃってるんだよな。

「いいの。私が欲しいんだから。……アンタのぶんは、無理にとは言わないけど」

「いや、せっかくだしな。僕も買っとくよ。——すみません、この写真二枚ください」

　店員さんに呼び掛ける僕の隣で、ひまりは表示されている写真をずっと眺めていた。

　手のひらを胸元に、どこか遠くを見るように写真を見つめるひまりは、まるでその光景を目に焼き付けようとしているみたいで。

　僕は、少しだけ胸がざわつくのを感じていた。
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　その後も、僕らはなんだかんだと夕方までトゥモローパークを楽しんだ。

　ひと休みしようと入ったショップ兼休憩所で、僕は不意にある事を思い出す。

「……中間のテスト勉強のお礼。そういえば、まだだったよな」

　アイスティーの紙カップを両手で抱えたひまりが、一瞬ポカンとした顔になった。

「……忘れてたわ」

「僕もだよ。ここで思いだしたのもいい機会だろ、何か欲しいものあったら言ってくれよ。ここはちょっと、って言うならまた今度でもいいし」

「んーん。ここで選ぶわ」

　お互いカップを空にして、ショップの方へ向かう。

　ショップのグッズ類を物色することしばらく、ひまりが手にとったのは桜のブレスレットだった。パークの一応近未来的なイメージに合わせてか、花びらが機械的なデザインになっている。

「へぇ、面白いデザインだな」

「ねぇ達人、私これがいい」

「あぁ、んじゃ——」

「待って。私は自分で買うから、アンタも同じの買って。それがテスト勉強のお礼ってことで」

「……それでいいのか？　あんまりお礼になってない気が」

「いいのよ」

　僕のぶん、ということなんだろう。もうひとつのブレスレットを差し出して、ひまりは微笑む。風が吹いたら消えそうな、それこそ桜の花みたいな微笑みだった。

「私がそうしたいの」

　そんな顔してこう言われたら、そうするしかない。

　ブレスレットを買ってショップを出ると、夕暮れ空へと高く伸びた建物が目に入った。高い塔に、昇降式の展望台みたいなのがくっついたヤツ。

「展望塔ってあれだっけ」

「そうね。行ってみる？」

「あぁ、せっかくだし行ってみるか」

　そうして展望塔の近くまで来たところで、僕は不意に強烈な既視感に襲われた。十年前にも来たことがあるんだから、当然と言えば当然だ。けど、それだけじゃないような——

「達人？」

　思わず立ち止まってしまった僕に、腕を組んで歩いていたひまりが呼びかける。

　その声が、僕の名前を呼ぶ声が、記憶を呼び起こす火花になった。

　——たつ、ひと？

「……なぁ、ひまり」

「なにかしら」

「お前さ、迷子になったことあったよな。昔、ここに来た時に」

「……ええ、そうよ。で、アンタが見つけてくれた。覚えてたの？」

「今思いだした。……あの時は、よく考えたら無茶したよ。子供が迷子の子供を探しに行ったんだから。迷子が増えるだけかもしれなかったのに」

　ひまりがくすっと笑う。

「おじ様とおば様も、よく許したわよね」

「普通に止められたけど無視した気がする」

「アンタね……」

　ひまりがこぼしたため息は、どこか軽やかだった。それから、懐かしむように。

「そこまでするとか、アンタ昔から私のこと大好き過ぎよね」

「……そりゃ心配するだろ。幼馴染が急に居なくなったらさ」

　吐息だけで笑ったひまりが、組んだ腕にぎゅっと力を込める。何故か僕には、ひまりの身体が少しこわばったみたいにも感じられた。

　かと思うと、僕を引き留めるみたいに軽く引っ張る。

　その直後、ついさっきとは反対に、ひまりの腕からわずかに力が抜けた。

　組んだ腕が、少し緩む。

「ねえ、達人」

　そして、腕が解けた。

「あの時みたいに、手を繋いで歩かない？」

「いいけど、腕組むのはいいのか？」

「それよりも、今はアンタと手を繋ぎたいの」

「わかったよ」

　あの時と同じように、ひまりと手を繋いで歩く。恋人繋ぎじゃなくて、普通の繋ぎ方。

　僕らはお互いに成長したけど、細くて柔らかくて、僕より少し冷たいひまりの手の感触は、あの頃と何も変っていないような気がした。

　そういえば、僕らが初めて手を繋いだのはあの時だった気がする。ひまりが何かと手を繋ぎたがるようになったのも、確かあの後からだ。

　十年前のあの日が、ひまりのきっかけだったんだろうか。

　展望塔は観覧車とかとは違って、座席は中央の塔を囲むようにぐるっと横並びに一周する形式だ。だから、僕らは手を繋いだまま座席に腰を下ろした。

　スタッフさんの案内が始まって、展望座席が少しずつ上昇を始める。眼下のトゥモローパークが、少しずつ小さくなっていく。

「あの時、どうして私を見つけられたの？」

「展望塔くらい高い所からなら、ひまりを見つけられるかもって思ったんだ。そしたら、お前が居た。……ま、つまり偶然だよ」

「そっか」

　上昇は続く。

　既にパーク内は一望できるくらいの高さになっていた。夕焼けの光が少し眩しい。

　不意に、ひまりが僕の肩に寄りかかった。僕の肩から腕にかけて流れるさらさらの黒髪の上で、オレンジ色の光が水面に反射するみたいに輝いていた。

　上昇が止まる。スタッフさんがここから見えるものの案内をしているけど、全く耳に入ってこない。

「偶然でも、アンタは居てほしい時に来てくれた。それが嬉しかったのよ、私は」

　ぐりぐりと肩に頭を押し付けられる。そこから電流が流れたみたいに、僕は身体の奥がうずくのを感じた。

　もう少し、このままでもいいか。

　そう思ってしまうのは、ひまりを意識してしまっているからなんだろうか。

　ふっとため息をこぼしたひまりの唇が、ゆっくり微笑みの形を描く。

　繋いだ手が、少し温かくなった気がした。

　僕の手か、ひまりの手か、それともお互いの体温が少し高くなったのかもしれない。

「ありがとね、達人」

「何が。十年前のことか？」

「それもだけど。……あの日から、アンタはずっと私と一緒に居てくれた。私が居てほしいって思った時には、いつでも」

「……なんだよ急に」

　陽だまりみたいな声で静かに告げられる感謝に、むずがゆくなる。

　わかってる。わかってはいるんだ。

　このむずがゆさは、ひまりを愛しいと感じているからだ。大切な幼馴染の延長線か、もっと別のものなのか、僕自身にもまだはっきりわからないけど。

　うつむくように額を肩へ押し付けて、ひまりがつぶやく。

「……今までずっと、ありがとね」

　その時覚えたのは、違和感だったのか。

　それとも、展望席が降下を始めた時の微かな浮遊感だったのか。

　たぶん、前者でよかった。

　降下していく座席の向こう。

　空に向かって落ちていく夕暮れの中で、ひまりは寄りかかっていた身体を離した。

「ひまり？」

　気だるげに天井を仰いで、ひまりはにじんで消えていくような微笑みを浮かべる。

「ごっこ遊びはこれでお終い。……もう、手は離さなきゃ」

　繋いでいた手が、そっと解ける。

　キレイだった夕焼けに、いつの間にか灰色の雲が忍び寄っていた。










第六章　彼女のさよなら









　動画で撮ったみたいに、今でもはっきり思い出せてしまう。

　あの日、私は夕暮れ時のトゥモローパークでひとりぼっちだった。

「おじさん、おばさん……たつひと、どこぉ……？」

　グッズかアトラクションに気を取られたとか、そんな些細なきっかけだった。

　達人とも、染井のおじ様おば様ともはぐれてしまった私は、泣きそうになるのをこらえながら、パーク内を走りまわっていた。

　園内放送を聞けていればよかったんだけど、まだ幼い当時の私は怖くて不安で、そんなもの耳に入らなかった。

　子供心にはとても広大に感じられるパーク内を、達人たちを探して私は必死に走りまわる。

　そうしてないと、胸にじくじくと広がる恐怖と不安に呑まれてしまいそうだったから。

「ねぇ君、お家の人は？」

　息切れして立ち止まってしまった私の頭上から、誰かの声が降ってくる。

　今思えば、その声の主はきっと親切な大人だった。

　だけど夕方特有の、昼と夜の混じった世界の中。恐怖と不安でいっぱいだった私には、その人はなにかとても怖いものに見えた。

　夕暮れ時のことを逢魔が時と言うけど、あれはきっと魔物に出逢う時じゃなくて、出逢う人や物が全部魔物に見える時って意味なんじゃないかしら。

「やっ……！」

「あっ、ちょっと……！」

　恐怖心に駆られた私は、声をかけてくれた人を振り切って駆け出していた。

　そのまま走って、走って、走り続けて。

　息ができなくなって目まいがするくらいになった頃、私は足をもつれさせて転んだ。展望塔の近くだった。

　転んだ痛みは、幼い私の心の糸を切るには充分で。

「う……うぁ……」

　燃えそうなくらいに目元が熱くなって、それまで見えていたものが全部涙でにじむ。

「う、うぅ……ひっ、ぐ……っ」

　一度こぼれると、もう止めようがない。

　ぼろぼろとあふれるのは、涙だけじゃなかった。じくじく広がって、でもまだぼんやりとしていた恐怖と不安が、はっきりとした輪郭を描いていく。

　このまま、ひとりぼっちになったら。

　お父さんとお母さんは、いつも家に居ない。クリスマスも、お正月も、私の誕生日も。

　いつもいつも、電話越しに申し訳なさそうな声で謝るだけ。

　私は家でいつもひとりぼっちで、でも染井のおじ様やおば様が、達人が一緒に居てくれた。達人たちのおかげで、私はホントのひとりぼっちにならずに済んでいた。

　でも、このまま達人たちを見つけられなかったら。

　このまま達人に、見つけてもらえなかったら。

「やだ……」

　このまま、ほんとのひとりぼっちになってしまったら。

「やだよぉ……」

　立ち上がることもできないまま、私は顔をぐしゃぐしゃにして泣きじゃくる。

「やだよぉ、たつひとぉ……！」




「ひまり！」




　自分の泣き声の隙間からその声が聞こえた時、もう私の涙は止まっていた気がする。

「たつ、ひと？」

　私と同じように……ううん、もっと汗だくで息を切らせた達人が、転んだままの私に駆け寄ってくる。

「おきれる？」

　差し伸べられた手に、私はまた泣きそうになった。

　そんな私を見て、達人が歩み寄る。

「どっかいたい？　だいじょうぶ？」

「いたく、ない。……けど、こわかった」

「こわい？」

　怖いものが居ると勘違いしたのか、達人がきょろきょろと辺りを見まわす。そんな彼が差し伸べたままだった手を、私は両手で握り締めた。

　達人が手を引いて、私を立ち上がらせる。転んだ時にこすれたのか、お気に入りだった白いワンピースには黒い跡がついてしまっていた。

「ひまり、こわいのはいないよ」

　私は首を横に振った。

「ちがうの」

　たどたどしい言葉で、私は自分が感じたものを口にする。

　はぐれてしまったと気付いた時の恐怖。

　このまま、達人たちを見つけられなかったらという不安。

　このまま、ほんとにひとりぼっちになってしまったらという恐怖と不安。

　口にしたことで、また泣きそうになってしまう。

「だいじょうぶ」

　そんな私の手に、達人はもう片方の手を乗せて包み込んでくれた。

「ぼくがひまりといるよ」

　達人の両手にめいっぱい力がこもる。私の手を、彼の手とくっついて離れないようにするみたいに。

　その手の温かさでまた泣きそうになった私は、ワンピースの肩に自分の顔をおしつけてソレをぬぐった。

　涙を拭い取った後の目に、達人の笑顔がはっきりと映る。夕暮れに照らし出されたその顔を、私は何故か真っすぐに見られなくて目を逸らした。

「いこ、ひまり。おとうさんとおかあさんがまってる」

「……うん」

　手を繋いで、夕暮れ時のトゥモローパークを二人で歩く。

　まだ私とそんなに背丈の変わらない後ろ姿を見つめて歩くうちに、私は少しずつ落ち着きを取り戻していた。

　そうなると不思議な余裕が出てくるもので、私はその頃読んでいたマンガのワンシーンを思い出していた。

　主人公の女の子が、ずっと片思いをしていた男の子に手を引かれて歩く。そんな恋愛マンガのワンシーン。

　女の子はもちろん男の子も顔が真っ赤で、二人ともお互いへの「好き」でいっぱいで。

　幼い私が「手を繋ぐこと」と「好き」をイコールで結んでしまうには、それだけで十分だった。

　しっかり繋いだ手を見て、私は言う。

「たつひとは、ひまりのことすき？」

「うん」

　振り返った達人が、屈託のない笑顔でうなずく。

　私は身体の一番奥がぽかぽかして、きゅうっと締め付けられたみたいになった。

　私は、達人が好き。

　達人も、私が好き。

　小さな子供がそう思うには、たったそれだけのことでよかった。




　　　　　＊




「なんで思い出しちゃうかな、今」

　トゥモローパークから帰ってきた私は、独りきりのリビングのソファの上で膝を抱えていた。

　自分からお別れをしたくせに、未練がましくあの日のことを思いだしてしまう。

　初めて繋いだ手の温かさと、屈託のない笑顔。そんな過去にひたったって、何にも変わらない。ただ、心が空しくなるだけなのに。

　じわっと目元が熱くなって、私は膝をさらに引き寄せた。少し息苦しくなるくらいに。

　どうして、素直になれなかったんだろう。もっと素直になってたら、お別れだって……。

　でも、もう告げてしまったから。最後まで、素直にはなれなかったから。

「……いいのよ、これで」

　目元がベタベタして、鬱陶しくて仕方ない。……まるで、私そのものみたい。




　　　　　＊




　——はぁ。

「なあ、染井」

「あんだよ」

「何かあったの？」

「別に」

　はぁ。

「いやー、それは無理があるっしょー」

「なんで」

「だって、明らかにため息多いもん」

「気のせいだろ」

　はぁ。

「ほら今ため息ついた」

「……はぁ」

「お、間髪入れず」

「うるせえ」

　ペットボトルを開けて、一気にお茶をあおった。

　週明けの教室、小雨が降り注ぐ昼休み。

　厚切りベーコンサンドイッチを食べながら、東が大げさなため息をついた。

「んなしょっちゅうため息つかれてたら、昼飯がマズくなるんよ。なあ？」

「まーね。明らかに元気ないし、多少心配にはなるよねー」

　やたらデカいぶどうパンをかじる荒川が、それに同調してうなずく。

「もっぺん聞くけど、何かあったのか？」

「相談に乗るとは言わないけど、話聞くくらいするよー？」

「別に」

　自覚はあった。

　トゥモローパークから帰ってきてから、腹の中が空っぽになったような感覚が続いている。

　すかすかの腹は何をやっても空気が溜まるばかりで、ため息で吐き出し続けないと破裂してしまいそうだった。

「別にってこたねぇだろ。南殿とケンカでもしたのか？」

「ケンカなら良かったんだけどな」

　しまったと思った時には、口にしてしまった後だった。

「……えっ、マジ？」

「これは……深刻なやつじゃないかなー？」

　引きつった顔を見合わせる二人。

　……あの日、展望塔を降りたひまりは、僕の方を見もしないで言った。

『もう私の面倒は見てくれなくていいから。ご飯を作るのも、朝起こしに来るのも、もう全部してくれなくていい。今までありがと、迷惑かけてごめんね』

　それ以来、ひまりの家には一歩たりとも入れなくなった。それどころか、顔を合わせるのもままならない。

　今朝もいつもの時間から玄関先で待ってたが、ひまりは出てこなかった。四季咲さんにＲＨＩＮＥラインしたら、教室には普通に居るらしい。……つまり、登校時間をずらされていた。

　休み時間に話そうと思っても、授業が終わると即どこかへ行っているようで、まったくつかまらない。お昼も四季咲さんたちと食べなくなってしまったらしい。

　意識してしまった途端に、これだ。

　好意の遠心力に投げ出され、僕はどうすればいいのかわからなくなっていた。

　あれか？　あいつの好意は刷り込みみたいなものだから云々とか考えてたくせに意識しちゃったから、バチでも当たったのか？

「達人ー、おーい達人ー」

「染井、聞こえてるかー？」

「……んだよ」

　二人のギョッとする顔を見て、地の底から響くような物騒な声が出たことに気付く。

「ごめん、わざとじゃなくて」

「いや、別にいいけどよ……。そんだけ沈んでるってことだろ、気分が」

「とにかくさー、一回南殿さんとちゃんと話してみたらー？」

「四季咲とか、あと最近なんかよく南殿に絡んでるあの子とか、手伝ってくれそうなヤツもいるだろ。俺らもなんかあるなら手伝うし」

「役に立つ保証はできないけどねー」

　あっはっはと笑う二人に、胸が少しじーんとした。こう言ってくれる友達がいることが、今はただただ素直にありがたい。

「……まぁ、自力でやれるだけはやってみるよ」

　どうせ家は隣同士なんだ。試せる手はいくらもあるはずだ。




　　　　　＊




　その日の夕方、買い物袋を手にひまりん家を訪ねた。

　雨で濡れないよう買い物袋を抱えて、インターホンを鳴らす。

　……反応はない。

　もう一度鳴らしても、やっぱり反応はなかった。

「しょうがないか」

　できればひまりの手で玄関を開けてほしかったが、そうもいかない。

　合鍵を使って鍵を開ける。けど、開こうとしたドアはすぐに動かなくなった。

　わずかに開いたドアの隙間に、細いチェーンがふらふらと揺れている。

　ドアチェーンだ。

　今までは、僕が合鍵だけで入れるようにか、使ってなかった。ひまりん家に入れなくなった、一番の理由。

「ひまり」

　呼びかけて少ししてから、ルームウェア姿のひまりが億劫そうに姿を現す。

「何？」

「夕飯、作ろうと思って」

「私、もうしてくれなくていいって言ったわよね」

　目を合わせることもせず、ひまりは気だるい雰囲気であくびをひとつ。

「けどお前、ご飯どうするんだよ。っていうかここんとこ、どうやって」

「そうでもないわよ。……ほら」

「えっ？」

　バイクの音がした。

　振りかえると、ピザ屋のバイクが一台向かってくるところだった。ひまりん家の前で止まると、ドライバーのお姉さんがビニール袋を持ってやってくる。

「ほら、どいて。配達の人が困ってるじゃない」

「え、あぁ……」

　言われるまま後ろにどく。配達のお姉さんとひまりが愛想よくやり取りするのを、黙って見守っていた。

「ありがとうございましたー」

　バイクへ戻っていくお姉さんが、ほんの一瞬うろんな目を向けてくる。

　そのままひまりがドアを閉めようとするのに気づいて、僕は慌てて隙間に靴の先をつっこんだ。こんなやり方、したくはないが……！

「ドア、閉められないんだけど」

「待ってくれよ。今晩要らないのはわかったよ。けど、デリバリーばっかじゃお金もかかるし偏るだろ？」

「……だから？」

　しかめ面をしたひまりの声は、冷たいというよりも温度がなかった。

「だから、また作りにくるからさ。買ってきた食材、置くだけでもさせてくれよ」

「いい。要らない」

「……急にどうしたんだよ」

　目を合わせようともしないひまりに、僕はもうそれしか言えなかった。

　ケンカをしたわけじゃない。それどころか、展望塔まではむしろいい雰囲気ですらあったはずだ。そこからどうしてひまりがあんなことを言いだしたのか、急にこんな態度を取るのか。

　僕には、何もわからなかった。

　何もわからないから困惑してるし、あと正直ちょっとムカついてきてる。

「ちゃんと説明してくれ。今までこれが当たり前だったじゃないか。今朝だって、つい弁当二人ぶん作って大変だったんだぞ」

　一瞬、ひまりが唇を噛んだように見えた。

　ひまりが顔を上げる。

「私ね」

　目が合った。気だるげだった瞳に、今はにらみつけるように力がこもっていた。

「引っ越しするの。一学期が終わったら、すぐに」

　一度耳を通り抜けた言葉が、遅れて頭の中で反響する。

　引っ越す？　ひまりが？

　その時思いだしたのは、トゥモローパークへ行った日の朝の電話だった。あれはそういうことだったのか？　けどそれにしたって、

「急過ぎるだろ」

「そうね、急だわ。夏休みの終わりのはずが、一か月も短くなったんだもの。でも、これはもう南殿家 うち の中で決まったことなの。……アンタには関係ないわ」

「関係ないって……！」

「アンタはただの幼馴染でしょ。うちの事情に口出せる立場じゃないわ」

「そ、れは」

　どれだけ家が近くても、どれだけ付き合いが長くても。どれだけ家族みたいに思っていても、実際には僕らはあくまで幼馴染という他人で、だから。

「だからね、達人」

　にらみつけるような目から、ふっと力が抜けた。




「私とアンタは、もうお別れなの」




　さっきみたいな温度のない声なら、僕だって何か言えたかもしれない。

　だけどひまりのその声は、悲しいくらいに穏やかで。

　僕は何も言えないまま、ドアの隙間にひっかけていた足を引き抜いていた。

　玄関のドアが閉まる。

　雨脚は、少し強くなりはじめていた。




　　　　　＊




「ただいま」

　自分でもびっくりするくらい、抑揚のない声だった。

　先に帰っていた母さんが、台所の方から顔を出す。

「あら達人おかえり。今日もひまりちゃんとこ行かないの？」

「引っ越すから、もういいんだってさ」

　えっ、と母さんが抜けた声をあげる。

　しまった。こんな風に伝えたら、そりゃ——

「……もしかして、まだ聞いてなかったの？」

「えっ……」

「あちゃぁ……。ひまりちゃんからとっくに聞いてるかと……」

「ま、待って。待って待って。母さん、知ってたの？」

「四月の半ばくらいにね。ひまりちゃんのご両親から連絡があって。遅くても夏休みの終わりにはって」

「な……ん、だよ。それ」

　全身がカッと熱くなった。

　なんでだよ。知ってたなら言ってくれよ。でも、ひまりから聞いてると思ったのもわかる。あぁクソ、どうしてこんな。

　袋の中身をぶちまけそうになって、代わりに握る手に力を込める。

　って、ちょっと待て。母さん今何て言った？

「母さん、さっき四月の半ばって言った？　先週の土曜じゃなくて？」

「先週？　ううん、違う違う。確かに四月の半ばだったはず。日付は覚えてないけど」

「……そっか。わかった、ありがと。……あっ、この買って来たやつ使っていいよ」

　食材を置いて、部屋へ戻る。

　電気をつけると、机の上に置きっぱなしだった土曜日の写真が目に入る。あんな風になったから、飾る気になれなくてそのままにしていた。

　手に取って、絶叫して少し変顔になったひまりへ目を向ける。

「……それなら、もっとキレイなの別で撮れば良かっただろ」

　引っ越しの話があったのは、四月の半ば。

　ひまりが突然、「付き合ってよ」と言い出したのも同じ頃だ。

　あいつが必死なくらいに僕をデートに連れまわしたのも、衣通とのことであんなにムキになったのも、写真を二人ぶん買いたがったのも、ブレスレットをお揃いにしたがったのも。

　——でも、今はあの子に時間をあげられないのよ。

　あの言葉も、全部。

「そういうこと、だったのかよ」

　ちゃんと言ってくれたら、もっと。




　　　　　＊




　家に居ても気持ちが落ち着かなくて、雨の中をおしてゲーセンに来ていた。

　いつもは耳が聞こえなくなりそうなくらいうるさいゲーセンの音が、今は一枚フィルターを通したみたいにぼんやりとしか聞こえない。

　自販機の前を通りがかった時、衣通と出くわす。衣通の手には、ふたの開いたジュースの缶。

「マイスター、今日はもう来ないと思ってた」

「……ちょっとな」

「ヒマリセンパイは？　最近お昼一緒に食べてくれないし、たまに見かけても元気なさそう。マイスター居てあげなくて平気？」

「あぁ、大丈夫だよ。というか、僕が居てもどうにもならないし」

「そうなの？」

　小首を傾げながら、衣通はジュース缶をひと口。

「じゃマイスター、ノアと『ＶＣ』やろ」

「あぁ、いいよ」

　誘われるがまま、バーサスコルブスの島へ向かう。こんな気分の時でも、筐体を前にすると身体は勝手に対戦の準備を始めた。

「いつも通りのマッチ。いい？」

「あぁ」

　筐体の向こうから、立ち上がった衣通が顔を覗かせる。

「ね、マイスター」

「なんだ？」

「……ううん、やっぱなんでもない。やろ」

　勝負はあっという間だった。

　二に—たい〇ぜろで、僕のストレート負け。初めての完敗だった。

「マイスター」

　立ち上がってずんずん歩いてきた衣通が、僕の両肩に手を置く。

「マイスター、こっち見て」

「……」

　僕は画面に目を向けたままでいた。

「こっち、見て」

　両頬を挟まれて、無理やり向かされた。もう少しで鼻先がくっつきそうな距離から、衣通のシュッとした目が、はじめて見るような鋭さで僕を捉える。

「ノアさっき、ヒマリセンパイ元気なさそうって言った」

「あぁ、言ってたな。ちゃんと聞いてたよ」

　嘘だ。さっきのは全然ちゃんと聞いてなかった。

「今日のマイスター、今までで一番弱かった。『ＶＣ』だけじゃない、一緒に遊んだ全部のゲームの中で一番だった。じゃなきゃノアはストレート勝ちなんてしてない。『ＶＣ』でマイスターがあんなに弱いなんて、絶対おかしい」

「僕だって、調子が悪い時くらいあるよ」

「ヒマリセンパイが元気なさそうで、マイスターも調子悪い。ヒマリセンパイのことが心配？　でもそれなら、マイスターはここに来ない。ヒマリセンパイのとこに居てあげるはず。でもマイスターはここに居る。ノアわかるよ。ヒマリセンパイとマイスター、何かあった。だからヒマリセンパイは元気がなさそうだし、マイスターは調子悪い」

　こいつ、ゲームのことしか考えてないかと思ったら。

「何があったの？」

「別にお前に関係……」

「ないことない。ライバルに関わることはノアにも大事。対戦に張り合いがなくなるのは大問題。なにより、今の腑抜けたマイスターに勝っても何も意味ない」

　腑抜けときたか。けど、否定はできないか。

「だとしても、お前に言ってどうにかなる話じゃないよ」

　手を引きはがすと、今度はまた肩をつかまれた。

「シャパリュが、うちのリーダーが言ってた。誰かに話すだけで、解決しなくても気分くらいは変わるって。だから教えて。教えてくれるまで、ノア離さないよ」

「バカ言え」

　けど、衣通は本気だった。ちょっとやそっとじゃ、肩をつかむ手はビクともしない。

「おい、衣通」

「教えて」

　鋭い視線に気圧される。いつもはどっちかと言えば眠そうな目が、今はナイフみたいだ。

　その圧に負けて、僕はとうとう口を割った。

「……ひまりが」

「うん」

「あいつ、引っ越すんだって」

「えっ、いつ？」

　何度も目を瞬かせる衣通。……そうか、こいつも聞かされてなかったのか。

「一学期が終わったらすぐ。だから……七月の二〇日とか、その辺りだな」

「どうして？」

「家の事情なんだってさ。わかったろ、言ってもどうにも」

「ヤだ」

　あまりにも端的な言葉に、僕は逆に自分の耳を疑った。

「ノア、センパイが引っ越すのヤだ」

「いやお前、やだって言っても家の事情じゃ」

「それでもヤだ。せっかく仲良くなったし、マイスターをもっと強くしてくれる人なのに」

「んなこと言ったって」

「じゃあ」

　衣通のナイフが僕を刺す。

「マイスターは、ヒマリセンパイが居なくなってもいいの？」

「……っ」

　手の中でスティックが軋んだ。

「……いいわけないだろ」

　こんな急な別れ方、受け入れられるわけがない。

　どうして言わなかったのか。あいつは面倒くさいところがあるから、きっと面倒くさいことを考えたんだ。

　だから、あいつは引っ越しのことを僕に言えなかった。

　だからって、こんな形の……！

「ん」

　肩をつかむ力が緩む。直後、バシン！　と思いきり叩かれた。

「っ痛てぇ！」

　衣通は、いつもの眠そうな目に戻っていた。

「じゃ、マイスターもヤだって言お。タイムアップまで、できることしなきゃ」

「ったく。簡単に言うなよ」

「ヤだって言うだけなら簡単」

「そういうことじゃないっての。——っと、ごめん」

　その時、ポケットの中でスマホが震えた。

　ＲＨＩＮＥラインの通知が一件。四季咲さんからだ。

『迷ったんですが』『やっぱり訊いておきたくて』

　返信する間もなく、次々メッセージが送られてくる。

『最近のひまりちゃん、ずっと元気がなくて』『先週デートしたんですよね』『そこで何かあったんですか』

『ありました』

　考えるよりも先に返信していた。きっと、衣通と話をしたおかげだ。

　少し間があって、四季咲さんから返信。

『明日の朝、模型部の部室に来てください』

『わかりました』

「誰から？」

「四季咲さんから。お前と同じ用件だってさ」

「そっか。今から？」

「いや、明日」

「じゃ、もう少し遊ぶ？　今のマイスターには気分転換が必要」

「お前が遊びたいだけじゃないのか？」

「否定はしない」

　素直過ぎる答えに苦笑する。けど、少し気分が良くなったのは確かだ。お礼に、少しくらい付き合ったっていいだろう。
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　翌朝。言われた通りに模型部の部室へ向かうと、鍵はもう開いていた。

　四季咲さんは前と同じように長机に座って、僕を待っていた。窓の向こうは、今日も雨空だ。

「おはようございます、染井くん。単刀直入に聞きますね。デートの日に何かあったんですか？」

「ほんとに単刀直入ですね……」

「ここで控えめになっても、仕方ないですからね」

　四季咲さんの言う通りだった。

「デートの日にご……別れ話を切り出されて」

「ひまりちゃんからですか？」

「はい。僕も驚いたんですけど、そしたら昨日、もうじき引っ越す予定だって聞いて」

　椅子が倒れる音。

「聞いてなかったんですか!?」

　えっ。

「ちょ、ちょっと待っ……えっ。四季咲さんは、引っ越しのこと……？」

「えぇ、ひまりちゃんから直接。でも、そんな。まさか染井くんに伝えてなかったなんて……」

　爪を噛むみたいにしながら、長机の向こうをうろうろする四季咲さん。

「あの時あたしがあんなこと訊いたのは、それがあったからなんです。すぐに引っ越して遠距離恋愛になるのがわかってるのに付き合うなんて、ひまりちゃんにそんな度胸があるとは思えなくて。……あぁでも度胸がないからこそ、染井くんには言えなかった。その結果、最悪のタイミングで切り出すしかなくなった……」

　ひとしきりぶつぶつ言った後、はっと顔を上げて僕へと歩み寄る。

「ともかく、染井くんはどうするつもりなんですか。このままでいいとは思ってませんよね？」

「もちろん」

　昨日なら答えに迷っていたかもしれないが、今日は違う。

「ひまりに一言言ってやらないと、気が済みませんからね」

　言ってどうにかなるかはともかく、まずは言わないことには話にならない。家の事情なのはわかってるが、そんなの知ったこっちゃない。

　僕の答えに、四季咲さんはひとつうなずく。

「そうですよね。そうなると、やっぱり問題なのは……肝心のひまりちゃんですね」

「あいつ、明らかに僕のこと避けてますからね」

　この間は試せる手はいくらでもなんて思ったけど、実際のところどうしようもなくなってるのが現状だ。

「あたしや乃蒼ちゃんの方で、こう……騙し討ちみたいな形でなら、引き合わせることはできるかもしれません。どうします？」

「ありがたいですけど、それはやめときます。あいつ意地になってると思うんで、それだと逆効果な気がして。……どうにもならなさそうだったら、その時は僕の方からお願いします」

「わかりました。それに乃蒼ちゃんはともかく、あたしからだと気付かれてノッてこない可能性も高いですしね。他にあたしにできそうなことがあったら、言ってくださいね」

　しっとりした笑みを浮かべて、四季咲さんは言った。

「ひまりちゃんが染井くんのこと大好きなのは、あたしはよく知ってますから。ひまりちゃんだって、これで終わりでいいはずがないんですよ」

　普段なら恥ずかしくて聞いてられなさそうな言葉が、今はとても心強い。

「そう言う四季咲さんは、ひまりのこと大好きですよね」

「ええ、よくご存じで」

　その日、ひまりは学校に来なかった。
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『早くなるぶんには、お父さんたちは大歓迎だけど……』

「じゃあいいでしょ。もう決めたから」

　薄暗いリビングで、私はお父さんと電話していた。締め切ったカーテン越しに、うっとおしい雨の音が聞こえてくる。

『でも、ほんとにそれでいいのかい？　お友達とのお別れはちゃんとできそう？』

「お別れは、もうしたから。……二人のしたいことに合わせてあげてるんだから、いちいちそんなこと聞かないでよ。先に勝手なことしたのは、二人の方でしょ」

『ひまりちゃん……』

　お父さんの心配そうな声が、今はひどく癇かんに障った。

「わかったら、後よろしくね」

『ひまりちゃん、待っ』

　一方的に通話を切って、スマホをソファへ叩きつける。

　これでいい。これでいいの。

　仕事で飛びまわってたのが落ち着きそうだからって、今さら私を呼んで一緒に暮らそうなんて言い出す、勝手な人たちだもの。

　今まで、居てくれなかったくせに。

　どうせ、私が何を言ったって覆らない。ならいっそ、早めてしまった方が気が楽。

　昨日帰りにスーパーで買ってきた、適当なパンを胃の中に詰め込む。

「……おいしくない」

　今まであまり食べたことなかったけど、こんなに味気ないものなのかしら。昨日のピザも全然味がしなかったし、案外こんなものなのかも。

　着替えようと思って、一度自分の部屋に戻る。

　気付くと私は、カーテンの端っこを開けて達人の部屋を眺めていた。

「……これでいいのよ」

　きっと私は、ずっと達人にとって迷惑だった。

　世話を焼かせて時間と自由を奪って、そのくせあいつが私のことを好きみたいに振る舞って。

　ほんとはとっくに、そうじゃないってわかってた。

　成長して、周りが色恋沙汰に興味を持つようになって、カップルができるようになって。そんなの見てたら、嫌でもわかる。

　なのに私は、ずっと目を逸らしていた。

　達人は優しいから、嫌だって言わなかっただけで。ほんとはずっと迷惑だったはず。そうよ、そうに決まってる。

　だから、これでいいの。

　カーテンを閉めて向き直った時、トゥモローパークで買った写真が目に入った。

　途端に喉がひりついて、視界がぼやける。少し、息が、詰まって。

「これでいい、って。……言ってる、でしょ」

　なのにどうして、勝手に泣こうとするのよ。
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　顔を合わせるどころか、ＲＨＩＮＥラインのやり取りひとつできないまま七月になった。

　少し早く梅雨が明けた、大きな入道雲が青空に浮かぶ日の朝。

　その日も僕は、今まで通りにひまりん家のインターホンを鳴らした。

　反応はない。

　もう一度鳴らす。

　反応はない。

　もう一回鳴らす。

　反応は、ない。

　これ以上は、ご近所さんに不審がられる。なんなら既に一回、通報されそうになったことがある。

　郵便受けを見る。せめてと思ってつっこんだ書き置きが、はみ出したままになっていた。

「見る気もない、か」

　どうするべきか考えながら、まだ慣れない一人の通学路を行く。この時間には珍しく、一台のタクシーが住宅街の方へ走っていくのとすれ違った。

　ここしばらくのお定まり通り、早めに教室に着く。ひまりを起こして朝を用意する時間がないぶん、丸々到着が早くなっていた。

　始業までの間、どうするべきか考える。デリバリーの受け取りのタイミングを待ち構えるってのも考えたけど、やり口としてどうなのかって以前に、置き配使われるようになって無理だし。

「おはよー、達人」

「おう、荒川。っと、もうそんな時間か」

　いつの間にかだいぶ時間が経っていて、教室はいつもの賑やかさでいっぱいになっていた。

　意味が無いとは思いながら、ひまりのクラスへ向かう。

「あっ、染井くん。南殿ちゃんならまだ来てないよ。っていうか、今日も休みなんじゃない？」

　僕が顔を覗かせるなり、廊下側の入り口に一番近い席の水上さんが言った。こうなるまではろくな面識もない子だったけど、毎朝教室覗きに行くうちに名前を憶えられていた。

「そっか、ありがと」

　そう返しながら、教室をざっと眺める。……ひまりが居ないのはそうだけど、今日は四季咲さんも居ないな。いつもなら、この時間には来てるっぽいのに。

　その時、ポケットの中でスマホが震え出した。

　四季咲さんからの着信だった。

　このタイミングで、わざわざ電話？　嫌な予感がして、階段の踊り場の陰まで爆速で走って電話に出た。

『染井くん！　大変です！　ひまりちゃんが……！』

「っ、ひまりがどうしました!?」

『今日！　今日だったんですよ、ひまりちゃんが引っ越すの！』

「今日!?　けど、一学期の終わりのはずじゃ」

『えっ、あたしは夏休みの終わりって聞いてましたよ!?　って、今はそれはどうでもよくて！　とにかく、ついさっきあたしの家にタクシーで来たんです。それで……』

　電話越しに、四季咲さんが息を詰まらせる気配があった。

『お別れしに来た、って』

　少し震えた声は、電波が悪いせいか涙声みたいに聞こえた。

　息苦しい。心臓がバクバクする。じっとりした汗が止まらない。

「ひまりは……ひまりはまだ、四季咲さん家に居るんですか？」

『いえ、もう出発しました』

「どこへ行くかは聞きました!?」

『潮街うしおまちに行くって言ってました。そこから、高速船で空港へ向かうそうです』

「高速船……」

　飛行機の時間が何時かは知らないが、めちゃくちゃ後ってことはないはずだ。高速船が出たら、その時点でアウトだと考えた方がいい。

　今から行って間に合うか？　間に合ったとして、どうする？

　あいつに何て言えばいい？

『染井くん』

　ごちゃごちゃ考え始めてしまったのを見透かしたように、四季咲さんの声が言う。

『芯を常に通せるとは限らない。だからこそ、絶対に捨てるな』

「それって」

　ナハトファルターの劇中のセリフ。

　サインをもらった時、僕が四季咲さんに向けたのと同じ言葉。

『染井くんの芯は、とっくに見つかっていますよね。それなら、通せないかもしれなくても』

　一呼吸おいて、噛みしめるように四季咲さんは言った。

『その芯を捨てあきらめないでください』

「——っ」

　どっかに行った。ごちゃごちゃ考えてたのが、全部。

「ズルいですよ、それは」

　そしたらもう、動くしかないじゃないか。

『ごめんなさい。でも、ひまりちゃんの心を一番動かせるのは、あたしじゃなくて染井くんですから』

「そこまで言います？」

　答えながら、僕は歩き出している。

『そこまで言いますよ。あたしだって、ひまりちゃんのことは見てきましたから。だから、わかるんです。……あたしの親友のこと、よろしくお願いしますね』

「えぇ」

　通話を切る寸前、四季咲さんが慌てて言い足すのが聞こえた。

『足については、あたしの方で打てる手は打っておきましたから！』

　どういう意味だと思いながら、今は教室へ向かう人波に逆らって廊下を走る。

「おーい染井、そんな急いでどうし——」

「東、今日早退するって先生に言っといて！」

「早退っておま、手ぶらで？」

「弁当は食べといていいぞ！」

　振りかえらず答えて、下駄箱へ、そして校門を目指して走る。

　そこで、衣通とぶつかりそうになった。キッ、と自転車のブレーキの音が短く鋭く響く。

　衣通は汗だくだった。よほど急いで来たのか、息もあがっている。始業にはまだ時間があるのに。

「はぁ、はぁ……マイスター。よかった。まだ学校に居た」

「悪い、僕急いでるから——」

　服の裾をつかまれた。気持ちが急いて振り払いそうになるのをこらえた僕に、衣通は汗を拭いながら言う。

「ヒマリセンパイだよね」

「お前、なんでそのこと知って」

「ん。コハルセンパイが教えてくれた。マイスター、ノアの自転車使っていい」

　思ってもみなかった提案に、僕は衣通とその自転車へ交互に視線を走らせた。四季咲さんの言ってた「手」って、このこと？

「そりゃ僕はありがたけいど。めちゃくちゃに飛ばすことになるし、正直ちゃんと返せる保証ないぞ」

「壊すつもりで使っていい。壊れたらファイトマネーでまた買う」

　ためらいなく言われてさすがに困惑する僕に、衣通は自転車を押し付けながら言った。

「前も言った気がするけど、マイスターが一番強かったのはヒマリセンパイが居た時」

　僕の手に自転車のハンドルを握らせて、衣通が笑う。

　子どもっぽくて無邪気な、真夏の晴れ空みたいな笑顔だった。

「だからノアは、ヒマリセンパイと居るマイスターに勝つ。このまま勝ち逃げは許さない」

「ったく……そういうことなら、ありがたく使わせてもらうからな！」

「ん。がんばれ、マイスター」

「あぁ、行ってくる！」

　衣通に見送られ、僕は仮受けた自転車で走り出した。

　人の多い校門付近を抜けたところで、ペダルを踏む力を一気に強めた。

　最初の赤信号でやむなく停止した時、自転車のホルダーに差したスマホに、四季咲さんからＲＨＩＮＥラインが来ていることに気付く。

『うちに来た時刻からすると』『この便の可能性が一番高いです』

　一緒に送られてきたのは、高速船の時刻表のスクショだった。自転車をとばせば、まだ間に合う可能性のある時間。

　お礼を打つ時間はない。

　青信号になった瞬間、僕はスマホをマップに切り替え、ペダルを踏みしめた。
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　走り続けた。

　七月の日差しの下を走り続けて、身体はあっという間に干上がっていく。

　だいぶ前から、自分の息づかいと心臓の音しか聞こえなくなっていた。

　そんなひどくうるさい静けさの中で、誰かの声が喋り出す。

　追いついて、その後どうする？

　何を言うんだ？

　引き留める言葉？　別れの言葉？　どうす——

　ガクンッ！

「っ!?」

　自転車ごと、身体が浮遊感に包まれた。

　なかばひっくり返った視界の上を、大きめの石ころが勢いよく転がっていく。

　歩道に叩きつけられて、骨に響くような痛みが全身に走った。

　世界が音を取り戻す。車道を走る車の音、セミの鳴き声が、爆発するみたいに耳に響く。

「痛つぅ……！　く、そっ……自転車はっ」

　すぐそばで、カラカラと音を立てていた。いいヤツだけあってフレームも頑丈らしく、ビクともしてない。

　大丈夫、身体も自転車もまだ動く。

　転ぶ前にあれこれ考えていたことは、身体ごと自転車ごと頭の中から吹っ飛んでいた。

　けど、頭はかえってスッキリだ。

　何を言えばいいとかじゃない。もうその場で思ったこと全部言ってやる！

「だ、大丈夫……？」

「あっ、はい！　大丈夫ですすみません！」

　心配げに声をかけてきた日傘のおばさんに返事だけして、僕は再び自転車を漕ぎだした。

　吹っ飛ぶ前よりも重くなった気のするペダルを、僕は無心で踏み込み続ける。

　そうやって、どのくらい走り続けただろうか。

　ついに、潮街が見えてきた。

「らす、とぉ……！」

　最後の力を振り絞って、駐輪場に滑り込む。

　時刻を確認すると、四季咲さんが教えてくれた便の出航ギリギリ。ひまりはもうとっくに乗り込んでるはずだ。

「くそっ、はっ……チケット、チケット売り場は……あった！　すみません、この便一枚ください！」

「座席の種類はいかがなさいますか？　特別席に空きがございますが……」

「普通ので！」

　チケットを握り締め、乗船ターミナルへ走る。売り場のお姉さんがすごい不審そうな顔で僕を見てたけど、そんなの気にしてはいられない。

　——間に合った！

「はっ……はっ、はっ……！」

　ひまりを探さないと。

　高速船はそんなに大きくない。ゆったりした船内に、乗客は数十人くらいしか居ない。空港に着くまでは四、五十分はある。それだけあれば、きっと見つかるはずだ。

「急がない、と……ぅ」

　ぐるん。

　視界がまわる。頭がガンガンに痛んで、くらくらする。頭が勝手に後ろに引っぱられるような感覚。身体が痛くて、息がうまくできない。

　マズい。間に合って安心したら、ここまでの無茶が一気に……。

「お客様？」

「だ、大丈夫です。ちょっと、急いでたせいで……」

　自分でもびっくりするほど、声はガラガラ。こんなだと、外からはものすごく具合が悪そうに見えるんだろう。

　けど、休むより先にひまりを見つけないと。

「うぐっ……」

　一歩踏み出した途端、膝から力が抜けた。がくがく震えてるのがわかる。立ち上がろうとしても、うまく力が入らない。酸素が足りなくて頭がチカチカする。

「く、そ……」

　くらくらする視界の中で、それでも僕の目はひまりを探そうとしていた。

　けど、ダメだ。さすがに、少し……。
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　どうして。

　飲み物を買おうと特別席から降りてきたら、自販機のそばの席にぐったりしている達人が居た。

　息苦しい。

　ただでさえ落ち着かないでいた気持ちが、ますますざわつく。

　なんでこの船に居るの？　達人には、何も伝えてなかったのに。

　高速船に乗ることどころか、今日出発するってことすら伝えてなかったのに。

　……嘘。

　確かに、達人に直接は何も言ってない。でも私は、来春に伝えた。

　来春が達人に伝えるかもしれないって、わかってたくせに。

　でも伝えたって、間に合うわけないって思ってた。

　なのに、どうしてアンタはこの船に居るの。

　そんな顔色悪くして、辛そうな顔してまでこんな所に来たの。

　なんでアンタは、いつもそうなの？

　あんな一方的にお別れを言って、アンタからの連絡も全部無視した私のところに、どうして来てくれるの？

　好きでもない私のところに、どうしていつだって来てくれるの？

「……ぅ」

　喉が引きつる。視界がじわっと熱くなって、震える。

　涙ぐみそうになる目を押さえた時、あいつの手首に桜のブレスレットが見えて、私は瞳を見開いた。その拍子にこぼれてしまった涙を、慌ててぬぐう。

　間違いない。見間違えるはずがない。

　だって私も、

「あのー、すみません。通ってもいいですか？」

「っ！」

　後ろから声をかけられて、心臓が飛び出しそうになった。

「す、すみませんどうぞ……！」

　そうよ。こんな所で突っ立ってる場合じゃない。

　あの様子じゃ、達人は私にまだ気づいてない。見つからないようにしなきゃ。見つけてもらおうなんて、思っちゃダメ。

　トイレに駆け込んで、髪をまとめて帽子を目深に被り直す。

　特別席は、専用のチケットがないと入れない。だから見つかるとしたら、船を降りる時。そこさえやり過ごしてしまったら、あとは——。
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「見つけた」

　高速船を降りて、空港側の旅客線ターミナルへ降りてすぐ。

　僕は、キャリーを引くひまりの右手をつかんでいた。つば広帽子の向こうから、振り向きもせずに低い声が言う。

「……何ですか」

「下手な嘘はやめとけ。似合ってないぞ」

「嘘なんかついてません。誰ですか、あなた」

「見つからないから冷や冷やしたよ。二階の方に居たんだな」

「何の話をしてるんですか」

　似合わない作った低い声に、顔を隠すのに目深に被ったつば広帽子。ご自慢のストレートも帽子の中に引っ込んでるし、服も初めて見るヤツだ。

　それでも、間違いない。ひまりだ。

「そんなことするなら、それ外しとけよ」

　だって、左手には僕と同じ桜のブレスレットがある。あんな万年閑古鳥のテーマパークで買ったブレスレットをつけているヤツ、他に居てたまるか。

「……！」

「よっと」

　動揺した隙に帽子を取っ払う。詰め込まれていた黒髪ロングが、はらりとこぼれて広がった。

　顕わになった見慣れた顔は、しかめ面だった。今にも泣きだしそうなのを、必死でこらえてるみたいな。

「放して！」

　手を振り払われた。キャリーを引いて、ひまりは足早にずんずん進んでいく。

「待てよ」

　周わりの不審の目を感じながら、後を追う。

「ひまり」

「……」

「どうしてこんなやり方したんだ」

「……なんのこと」

「引っ越しのこと何も言わないで、急にもう来なくていいって。あんなの納得できるわけないだろ」

「アンタに納得してもらう必要なんてなかったし」

「まあな。引っ越しのことは、確かにお前ん家の事情だよ。僕に口出しできることじゃない。けど」

　足が止まる。無意識だった。

「あんな別れ方は嫌だよ、僕は」

　どうにもならないとしても、せめてきちんとしたお別れをしたかったんだよ、僕は。

「私は。……私だって」

　ひまりの足が止まった。声も、キャリーを引く手も、少し震えている。

　少しだけ振り返ったひまりの頬を、一筋涙が伝っていた。

　思わず駆け寄る僕に、狙っていたみたいにキャリーが押し出される。

「痛っ!?」

　つま先に激痛。

　キャスターに足を踏まれたと理解した時には、ひまりは僕を置いて歩きだしている。

　こいつ、この期に及んで……！
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　痛む足を引きずってひまりを追いかけ、空港のターミナルへ。

　エスカレーターでロビーへ上がった先に、ひまりの両親が居た。直接顔を合わせる機会はほとんどなかったけど、ひまりがそっちへ行ったおかげでわかった。

　目つき以外はひまりに似た雰囲気のおばさんと、逆に目つきだけそっくりのおじさん。そういえば、だいぶ前にうちの両親が見せてきた写真がこんな感じだった気がする。

　普段は来ないくせに、こういう時だけはしっかり来るんだな。

「久しぶりね、ひまり。大きくなったわね」

「そうだね、ひさしぶり」

「ひまりちゃん、ここまで大丈夫だった」

「うん。ねえ、もう行こ」

　久しぶりの再会のはずなのに、ひまりはひどくそっけない。二人の態度との温度差で風邪ひきそうだ。

「あら、そっちの彼は……達人くん？」

「もしかして、ひまりちゃん。見送りに来てもらったのかい？」

「達人はいいから。早く行こ」

「そういうわけにはいかないよ。わざわざ来てくれたんだから」

「今日は平日よね。学校もあるのに、わざわざ……？」

　おばさんが、ふっと怪訝な顔になった。

　学校休んで見送りに来たなら、制服なの変だしな。転んだせいで、わりとボロボロだし。

　どう割り込もうかと思ってたから、気付いてくれてちょうど良かったよ。

「おじさん、おばさん。お久しぶりです」

「久しぶり。達人くんも大きくなったね。昔はひまりと同じくらいだったのに」

　自分でも、びっくりするくらいイラッとした。いつの話してるんだよ、この人。

　愛想笑いも忘れて、ひまりの隣に。

「すみません、飛行機の時間知らないんで本題入りますね」

「本題？」

「見送りに来てくれたんじゃ……」

「達人」

「逆です。ひまりの引っ越し、待ってもらえませんか」

「えっ？」

　二人の表情が、音がしそうなくらいはっきりと固まった。

　反応は待たない。

「引っ越しの話、僕知ったのつい最近なんですよ。ろくにお別れもしてないし、今日だって見送りなんてとんでもない。友達に助けてもらって、必死こいて追いかけてきたんですよ」

「達人」

「ま……待ってくれ、達人くん。君が引っ越しのことを知らなかったのも、ひまりちゃんのことを追いかけてきてくれたのも同情するよ。でも、これは……」

「わかってます、わかってますよ。南殿家の事情だってことは。でも、嫌なものは嫌なんですよ」

「達人」

「今じゃなきゃダメなんですか。せめて、高校を出るまでは待ってもらうことはできないんですか」

　子供の癇癪だと切り捨てられるなら、それでも構わない。

　実際、その通りだ。

　友だちが遠くに引っ越すからって駄々をこねる幼稚園児と、今の僕は何も違わない。

　それでも言わなきゃ、気が済まない。

「僕はまだ、ひまりと一緒に高校生活がしたいです」

　けど、顔を見合わせた二人は明らかに困惑していた。

　おばさんが、眉を落として僕に言う。

「達人くんが、そこまでひまりのことを思ってくれてるのは嬉しいわ。でも今のままだと、ひまりのことで達人くんやご両親に迷惑をかける一方でしょう？　必要なものは渡してるとはいえ……。私たちもやっと落ち着けそうだし、これからは」

「違います」

「達人！」

　今までよりも鋭いひまりの声を、僕は無視した。

「僕もうちの両親も、ひまりのことを迷惑だなんて思ったことはないです。父さんは僕よりよっぽどひまりのこと可愛がってますし、母さんなんかひまりが何も言ってないのに三者面談へ代わりに出ようとしたことあったんですよ？　それに、僕もです。僕にとって、ひまりに世話を焼くのはもうとっくに生活の一部なんですよ。今朝だって、もういいって言われてるのに弁当二人ぶん作っちゃって大変だったんです。ひまりの世話を焼くのは僕にとっての当たり前で、今さら居なくなられても困るんですよ」

「達人、ねえ達人。止めて、もう止めてよ」

　うめくみたいに呟いた、ひまりの肩をつかむ。

「っ」

「ひまり、お前はどうなんだ」

「わ……私は、私はもう。納得、してるから」

　にらむような目つきで、ひまりはじっと僕の目を見つめる。

　おかげで、確信できた。

「ひまり、知ってるか？」

「……何の話よ」

「お前ってさ、強がってる時ほど相手の目をまっすぐ見るんだ」

　だから、今のがひまりの本心なわけがない。

　小さく息を呑んで、それでもひまりは僕から目を逸らせないでいた。

「そっ……そんな、こと」

「わかるよ。何年お前と一緒に居たと思ってるんだ」

　ひまりがじわりと目を見開く。降り出す雨の最初のひと雫みたいに、目尻に涙が浮かんだ。

　肩をつかむ手を離して、降りた時に取ってそのままだった帽子を被せる。

「もう一回聞くぞ。お前はどうなんだ。本当に納得してるなら、僕だってそれで構わない。けど、だったらなんで僕に引っ越しのことを言わなかったんだ。なんで黙って最後の思い出を詰め込むみたいなことをした。……なんで、ああでもしなきゃ振り切れないみたいな、ひどいさよならの仕方をしようとしたんだよ」

「わ、私……私は」

　帽子をぐっと目深に被るひまり。

「ひまりちゃん……」

　帽子のつばを握り締めてうつむくひまりに、二人が歩み寄ろうとした。

　ひまりが顔を上げる。二人をおしとどめるみたいに。

「私は。……私も」

　そして、搾り出すようにひまりは言った。

「納得なんか、してない。納得なんて、ほんとは全然してない。引っ越しなんかしたくない！」

「ひまり……」

「……ひまりちゃん」

　二人をキッとにらみつけるひまり。

「なんでって顔しないでよ。お父さんとお母さんこそ、なんでわかんないのよ。今までずっと、私の居てほしい時に居てくれなかったくせに。小学校の運動会も、クリスマスも、お正月だって誕生日だって！　いつもいつも半端に期待だけさせて、結局一度も来てくれなかった！　たったの、一度も……！　なのに、何!?　自分たちの都合が良くなった途端に一緒に暮らそうって何なのよ。こっちに帰ってくるなら、それもまだわかるわよ。でも、なんで私がそっちに行かなきゃならないの!?　なんで私がお別れさせられるの！」

「そ、それは……お父さんたちが仕事先で落ち着けそうだからで」

「落ち着けるって言ったって、どうせ何年先までかなんてわからないんでしょ。だったら別に、今のままでもいいじゃない！」

　可能性を否定しきれないのか、二人が口をつぐむ。

　ほら、とひまりが鼻で笑う。

「やっぱりそうなんじゃない」

　真っ赤になったひまりの顔には、もうこらえきれないくらいの涙が浮かんでいた。ふるふると首を振り、鼻をすすって言葉を続ける。

「……ごめんね、お父さん、お母さん。私もわかってるのよ。二人が、帰ってこれないなりに、私のことを大事にしようとしてくれてたのは。私が一人で困らないようにって、気を遣ってくれてるのはわかってるの。……でも、ごめん」

　ひまりが僕のシャツの裾をつかむ。




「私は、達人と一緒の方がいい」




　ロビーを行きかう人たちの声、キャリーの音、案内の声——色々な音が重なる喧騒の中で、ひまりの言葉は真っすぐ耳に届いた。

「……」

　おばさんは、ぎゅっと唇を結んでいた。

　おじさんは、何度も目を瞬かせていた。

　二人が顔を見合わせる。しばらくの間、二人は無言で。ようやく口を開いたのは、おじさんの方が先だった。

「ひまりちゃんがわがままを言ったのって、いつ以来だったかな」

「……そもそも、わがままを言ってもらったことがあったかしらね。だって、私たち」

「そうだね。僕たちはずっと居なかった。ひまりちゃんが、わがままを言えるほど近くには」

「そうだったわね。私たちは、ずっと……」

「ねえ、佳乃よしのさん。……ほんとは僕らも、わかってたはずだよ？」

「……そうね」

　おじさんは悲しそうな笑顔で、おばさんはそっと目を伏せて、それぞれうなずく。

「ひまりの気持ちはわかったわ」

「……ほんとに？」

「ええ」

　おばさんの笑顔は、目元以外ひまりにそっくりだった。

「引っ越しは取りやめにします。少なくとも高校卒業までは、二度と話題にも出さないわ」

　胸がいっぱいになって、喉が詰まって。

　僕らは、逆に声ひとつ出なくなっていた。

　こみ上げるものを飲み干すみたいな仕草をして、ひまりがやっと声をあげる。

「じゃ、じゃあ……！」

「うん。ひまりちゃんは、達人くんと居られることになるね」

「達人！」

　手が離されたと思った次の瞬間、ひまりに抱き着かれていた。

「ばっ……！　お前、おじさんおばさんの前だぞ!?」

　くっつかれたところが、溶けそうなくらいあったかい。顔も熱い。よく考えたら、二人の前どころか公衆の面前ってやつですよこれ待って待ってひまりさん落ち着いて！

　僕の制止なんかまったく耳に入っていない様子のひまりが、外の天気にも負けないような笑顔を二人に向ける。

「お父さん、お母さん……ありがとう！」

「どういたしまして。……この子のこんな顔が見れたなら、甲斐はあったかしら」

「あったさ、もちろん。——ああ、そうだ。達人くん」

　ずずいとおじさんが歩み寄ってくる。そしたらさすがに恥ずかしくなったのか、ひまりはパッと僕から身体を離した。触れていたところが、まだ熱い。

「……な、なんでしょうか」

　今さら焦ってきた。人の親に向かって啖呵たんか切るとか、とんでもないことしたな……。

「君がひまりちゃんのこと、そこまで大切に思ってくれてたなんてね」

　大きな手を僕の肩に置いて、おじさんが笑う。

「これからもひまりちゃんを……僕たちの娘のことを、よろしく頼むよ」

「そうね。母親として、私からもお願いするわ」

「は、はいっ」

　やば、声ちょっと裏返った。

　……あれ？

　ちょっと待てよ。これなんか、僕が告白してひまりのこと任されたみたいになってない？　外堀、土砂崩れみたいな勢いで埋まってない？

「えへへ……♪」

　ひまりもすごいにやけ面してるし。

「あ、あの。おじさん、おばさん——」

「それじゃ行こうか、佳乃さん」

「ええ、千里せんりくん。じゃあ二人とも、仲良くね」

「じゃあね、お父さん、お母さん。……落ち着いたんなら、今度は誕生日くらい来てよね」

「うん、今度こそ必ずね。その時は、達人くんも一緒に」

「あっ、ちょっとー……」

　埋まってしまった外堀を掘り返す間もなく、二人はいい感じにひまりに見送られて行ってしまった。

　今までが嘘みたいに晴れやかな顔で手を振っていたひまりが、花が広がるみたいにくるっと振り返る。

「帰りましょっか」

「……そうだな」

　まぁ、いいか。今は、ひまりがまだここに居られるだけで。

　少し調べたら、帰りの高速船はあと三十分くらいで出るみたいだった。

「……ふふっ」

　高速船のターミナルへ戻る途中、こらえきれなくなったみたいに、ひまりがいきなり笑みを深めた。隠そうともせず、眉を垂らして僕を見る。

「どした急に」

「んー？　やっぱりアンタ、私のこと大好きよねって思っただけ」

「なんで」

「だって、もっと私と一緒に居たくて必死になってくれたんでしょ？　こんなの好き過ぎ以外になんて言うのよ？」

　頬を赤らめたにやにや顔に覗きこまれて、胸と言わず顔と言わず、全身あちこち熱くなる。

「い、いや。これは別に、幼馴染が居なくなることへのヤツで……そ、そうだ言ったろ!?　お前がいなくなると調子が狂うんだ。だから……！」

「はいはい、そういうことにしといてあげるわ」

「……ありがたいことで」

　楽しそうに笑うひまりに、僕はため息をひとつこぼす。

「にしても、お腹空いたな……。潮街着いたら、なんか食べて帰るか？　一応レストランあったよな、あそこ」

「んー……。今食べるなら、アンタの作ったご飯がいい」

「おいおい、さっき港まで全力疾走したばっかりなんだぞ？　なのに、ご飯作らせる気か？」

「だめ？」

「ダメとは言ってないだろ」

　そんな話をしながら、僕らは自然と手を繋いでいた。

　ひまりがここに居ること、まだここに居られることを確かめるみたいに。











エピローグ　彼女とのこれから









　気が付いたら、あっという間に終業式になっていた。

　式後のホームルームも終わった後、帰り支度をしているとひまりが教室に駆け込んできた。

　それに気付いた東と荒川が、無駄に「邪魔しちゃ悪いな！」みたいな主張をしながら帰っていった。なんなんだあいつら。

　そのまま僕の席まで来るなり、机にカバンを乗せてひまりは言った。

「ねぇ達人、アンタこの後予定は？」

「ない。ひまりは？」

「私も。来春と乃蒼も誘って、遊びに行かない？」

「いいよ。四季咲さんには先に？」

「模型部に用事あるとかで、聞く前に部室行っちゃった」

「だったら僕から連絡しとくよ」

「ありがと」

　パパっとＲＨＩＮＥラインで二人へ連絡を入れる。

「そういえばお前、夏休みの補習は大丈夫か？」

　テスト期間、学校来てなかったからね。

　ふふんと胸を張るひまり。夏服だと、ちょっと目のやり場に困る。

「任せなさい。追試オールクリアで余裕の回避よ」

「さすが優等生……」

　そこでふと、会話が途切れて。

　学期終わりの解放感に包まれた騒がしさの中で、僕らは無言で視線を交わす。

「そういえばつながりなんだが」

「うん」

「もともとは、今日で終わりだったよな」

　一瞬、ひまりがきょとんとした顔になった。

「今日でって、何が？」

「ごっこ」

　たっぷり数秒の間があってから、ひまりはぽんと手を打ってうなずいた。

「あ、あー……そうね。そうだったわね、元々は」

「忘れてたのかよ」

「だって、あの日に終わらせたつもりだったもの。それより、わざわざその話を持ち出すってことは……」

　カバンをどけて、ひまりが机の上に腰かけて笑う。

「好きになった？」

「バカ言え」

　意識しだしたくらいだよ、まだ。

　大げさにショックを受けた顔をして、ひまりがよよよとわざとらしい泣き真似をする。

「空港じゃ、あんなに熱いこと言ってくれたくせに」

「おいバカ教室で言うなよ止めろよ」

　聞こえちゃったっぽい奴らが、「えっ？」って顔してこっち見てるんだが!?

　泣き真似をやめたひまりが、ぴっと指を立てて不敵に笑った。

「まぁいいわ。それなら、これから覚悟しなさいよ？」

「……おーこわ」

　手の中で、スマホが震えて着信を知らせる。続いてもう一回。

「おっ。二人とも行くってさ」

「ほんと？　じゃあ、ここ集合って返しといて」

「はいよ。そういえば、何処遊びに行く？」

「そうねえ……」

　空港でのあの日から、僕らの関係は少しだけ変わった。

　だからきっと、今年の夏休みも今までとは少し違うものになるんだろう。











あとがき









　幼馴染って、不思議な言葉だと思います。

　フィクションだとしょっちゅう見聞きするのに、現実だとさほどでもない。でも確かに実在する概念。そんな不思議な感覚が、幼馴染という言葉の持つ魅力のひとつなんでしょうか。




　前置きはこの辺にさせていただきまして。

　はじめまして。風雅宿ふうがやどりと申します。

　まずはじめに、拙著『南殿ひまりは恋人ごっこでオトしたい』をお手に取っていただきまして、誠にありがとうございます。読者の皆様に、少しでもお楽しみいただけていたら幸いです。

　今回、人間万事塞翁が馬を地で行くようなご縁がありまして、この作品を執筆させて頂くことになりました。いやほんとうに、人生何があるかわからないものです。このあとがきも、「これ本当に現実？」などと思いながら書いております。




　さて、この物語は見ての通りのラブコメでございます。となれば、いかにヒロインを可愛く描くかというのは心血注ぐべき箇所で、そうすると必然的に自分が可愛いと思う方向にヒロインが寄っていくわけで……。するといつの間にか、自分でも無自覚だったヘキというものもわかってきて、なんだか照れくさい気持ちにもなってきます。

　何が言いたいかというと、何気ないやり取りでスッ……とデレてくる女の子って可愛いですよね。私はそう思います。




　最後に、この場をお借りして謝辞を。ご縁をくださり、またここまでお付き合いくださった担当編集様。表紙のとっても可愛いひまりに口絵と、キャラクターたちを素敵に描いてくださった豆まめらぎ先生。配信までの工程に携わってくださった、すべての方々。心から感謝申し上げます。

　そしてなにより、この物語に目を通して頂いた読者の皆様。本当に、本当にありがとうございました。

　皆様と、またお会いできる日が来ればと思います。

　それでは、風雅宿でした。




　二〇二四年一二月吉日

風雅宿
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